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序

岩手県では旧石器時代をはじめとする一万箇所以上の遺跡の所在が知 られてお り、地中には貴重な

埋蔵文化財が豊富にのこされています。地域の風土が生み出したこれらの遺産は、本県の歴史や文化、

伝統を正 しく理解するのに欠 くことのできないF_4史資料であるとともに、岩手県民のみならず国民的

な財産といえます。現代に生 きる私たちが、これらの埋蔵文化財を将来にわたって大切に保存 し、そ

の活用に力を注 ぐべ きであることは言うまでもあ りません。

一方、豊かな地域づ くりのためには社会資本の整備・充実が必要不可欠であることもまた事実です。

故郷の大地と共にある埋蔵文化財の保護 と開発行為との調和は、現代社会に暮らしを営む私たちに与

えられた大 きな課題 といえましょう。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を実施し、調査成果を記録化 し保存する措置をとって

まいりました。

本報告書は、東北横断自動車道釜石秋田線 (遠野～東和間)新直轄事業に伴い実施した花巻市東和

町羽黒田遺跡の発掘調査成果をまとめたものです。今回の調査により本遺跡が平安時代の集落跡であ

ることが判明し、考古学的情報の宝庫である焼失住居跡が多数検出されるなど、当地域における該期

の様相を明らかにする貴重な情報を記録することができました。

本書が学術研究や教育活動などに広 く活用されることにより、埋蔵文化財への理解と関心が一層深

められ、ひいては埋蔵文化財保護思想の涵養に資するものとなれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土

交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、花巻市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く

感謝の意を表します。

平成22年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長  武 田 牧 雄



例   言

1 本書は、岩手県花巻市東和町安俵11区地内に所在する羽黒田遺跡の発掘調査成果を収録 したもので

ある。

2 岩手県遺跡台帳における本遺跡の登録番号は、M E38-0210、 調査略号はHGD-08で ある。

3 本遺跡の発掘調査は、東北横断自動車道釜石秋田線 (遠野～東和間)新直轄事業に伴い、岩手県

教育委員会の調整を経て、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所の委託を受けた (財 )岩

手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが、記録保存を目的として実施 したものである。

4 野外調査を実施 した期間/調査面積/調査担当者は、下記の通 りである。

平成20年 7月 14日 ～平成20年 12月 5日 /8,062ピ/村上 拓・濱田 宏 。中村絵美・駒木野智寛

・藤原大輔・小椋勇紀・藤田 祐

5 室内整理の期間/担当者は下記の通 りである。

平成20年 11月 1日 ～平成21年 3月 31日 /村上 拓 。中村絵美・駒木野智寛

6 本文の執筆分担は、次の通 りである。

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所… I

村上…Ⅱの 1・ 2・ 4、 Ш、Ⅳの 1・ 2・ 3、 V
中村…Ⅱの 3、 Ⅳの 2,3、 V

駒木野…Ⅱ及びⅢのうち、一部草稿 と図表素案

7 本書中に示 した平面座標値は、平面直角座標第X系 (世界測地系)を用いたものである。

8 各種の分析 。鑑定 。保存処理は、下記の機関に委託 した。

石質鑑定 花聞岩研究会

炭化材樹種同定 木工舎ゆい

保存処理 (木・金属・繊維) 岩手県立博物館

9 基準点測量業務は慶長測量設計 (株 )|こ 委託 した。

10 野外調査では下記の機関・個人の協力を得た。 (敬称略・順不同.所属は平成20年度 )

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、岩手県教育委員会生涯学習文化課、花巻市教育

委員会、花巻市博物館、東和ふるさと歴史資料館、中村良幸 (花巻市教育委員会 )、 瀬川司男 (東

和ふるさと歴史資料館 )、 酒井宗孝 (花巻市博物館 )、 赤坂 学 (調査区旧地権者 )

11 今次調査で得 られた出土遺物および諸記録類の一切は、岩手県立坦蔵文化財センターにおいて保

管 している。
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調査に至る経過

東北横断自動車道は、釜石市を起点とし、遠野市、奥州市を経由して花巻市で東北縦貫自動車道 (東

北道)に合流 し、更に北上市で分岐 して西和賀町、横手市、大仙市を経由し秋田市に至る総延長212

km(内岩手県内113kmで供用区間は45km)の 高規格道路である。

本路線の建設は、釜石港 。大船渡港等の重要港湾や陸中海岸国立公園など観光資源の豊富な三陸地

方拠点都市地域と、先端↓支術産業の集積が著 しく花巻空港を有する北上中部地方拠点都市地域を結び、

さらには岩手県のこれらの地域と秋田県内とを結ぶことによつて、周辺地域のみならず両県全域の産

業・経済発展を担うことを目的として計画されたものである。遠野～東和間については、平成10年

度の遠野～宮守間の整備計画、宮守～東和間の施工命令を経て、平成 16年度には新直轄方式による

整備が決定 している。

「羽黒田遺跡」については、東北横断自動車道釜石秋田線 (遠野～東和間)の事業計画を受けて

岩手県教育委員会が実施 した試掘調査 において、路線事業地内か ら埋蔵文化財が確認 されたこと

から、岩手県教育委員会 と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所が協議 し、発掘調査 を

財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることにした。平成20年 7月 10

日付で岩手河川国道事務所長 と岩手県文化振興事業団理事長 との間で受託契約を締結 し、発掘調

査に着手 した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 )

立 地 と 環

1遺 弥 の 位 置 (第 1図 )

羽黒田遺跡は、花巻市東和町安俵11区地内、」R釜石線上沢駅の南西約1.lkmに位置する。国土地理

院発行の25,000分の 1地形図「土沢」NJ-54-13-16-2(盛 岡16号-2)の 図幅に含まれ、北緯

39度 22分39秒～北緯39度 22分48秒、東経141度 13分 19秒～38秒付近に相当し、猿ケ石川右岸に形

成された標高は100m前後の沖積地上の微高地に立地する。

花巻市は平成18年 1月 1日 に旧花巻市と稗貫郡石鳥谷町 。大迫町、和賀郡東和町の 1市 3町が合

併して誕生した。北は矢巾町、東は遠野市、南は北上市と接しており、総面積は908,320M(平成20

年4月 1日 現在 )、 人口約104,800人 である (平成19年 9月 30日 現在)。 遺跡の所在する同市東和町

は市域の南東部に位置し、北上高地の南西部と北上川の東部に広がる地域である。面積は157.510�

(平成20年 4月 1日 現在)で市域の17.3%を 占め、人口は約10,100人 (平成19年 9月 30日 現在)である。

2 周辺 の地形 と地質

花巻市は、東方の北上山地と西方の奥羽山脈の間を縦断して南流する北上川沿岸に形成された北上

Ⅱ
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2 周辺の地形と地質

第 1図 遺跡位置図

「

~~~~~~~~~― ―――――――――――――――一―――

盛土・耕作土

旧表上

洪水堆積層

△△ △ △ △ △     古代の包含層

Ib｀ 十`和鷹a降下火山灰

Ⅲ二     弥生峙代の包含層

Ⅲb     縄文後～晩翔の包含層

ⅡD17e付 近

(各地点の土層柱状図〉

第 2図 基本層序

(基本層序)
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Ⅱ 立地と環境

平野の中央部に位置 している。遺跡の所在する東和町付近は、北上山地西辺の北上川支流、猿ヶ石川

の流域に形成された平野と丘陵山地からなる。猿ヶ石川は、田瀬湖を満たし支流の毒沢川・小道川な

どを集めて流れ、北上川左岸に合流 している。その流路において東和町内では、舘迫・町井 。安俵・

成島の各地区に小規模な河岸段丘を、安俵地区には比較的大 きな沖積地を形成 している。

遺跡の所在する安俵地区付近では、猿 ケ石川は同地域の南縁に沿って西流 し、対岸の落合付近には

毒沢川が合流 している。沿岸に形成された河岸段丘上には現在多 くの集落が分布 している。

土地分類基本調査「花巻」によれば表層地質は新生代第四紀沖積世の砂礫で土壊は谷底平野および

氾濫平野の多湿黒ボク土壌飯岡統を主体としており、遺跡の西端の一部が台地および低地の上壌であ

る厚層黒ボク土壌下川端統に属している。

3基 本 層 序 (第 2図、写真図版 3・ 4)

野外調査では、遺跡内に堆積する土層の新旧関係及び各層の時期を把握するように努めた。羽黒田

遺跡の基本層序は以下のとおりであり、その模式図及び土層柱状図を第 2図に示した。

Ia 暗褐色土 現表土。 (水田耕作土・盛土)

Ib 灰黄褐色～黒褐色粘土質シルト Ia層造成前の旧表土。

Ic 黄褐色粘質土～黒褐色土 洪水堆積層。

Ⅱ 黒掲色土 平安時代の遺物包含層。十和田 a降下火山灰が確認できた箇所で上下 2層 に分層可

能 (Ⅲ a層 降下後、Ⅲ b層 降下前)

Ⅲa 灰黄褐色～黒褐色土 弥生時代の遺物包含層。

Ⅲb 褐色粘土質土 縄文時代後晩期の遺物包含層。

Ⅳ  にぶい黄褐色～責褐色土 (砂質土 。粘土質土) 地山層。

V 礫層。

調査区周辺の現況は水田 (Al・ Bl・ B2区 )と 宅地 (A2区 )である。調査区内は Ia層 によ

つて平らに造成され、宅地である△2区ではさらに盛上が施されていた。しかし旧地形は起伏を持つ

ており、調査区北狽1(Al区 トレンチより北側)と南側 (A2区南端からB区)が一段低く、湿地状

となっており、これに挟まれた高まりに平安時代の遺構が分布している。

湿地内は、淀んで土が堆積し洪水の際には河道ができ削平されるといった状況を何度も繰り返えし、

徐々に埋没していつた。この過程で高い範囲にもオーバーフローし、Ⅲ層が堆積している。Ⅲ層は調

査区内の大半で I層 に削平されていたが、湿地への落ち際には残存 しており、縄文時代後晩期～弥生

時代の上器を包含していた (Al区南西部)。 平安時代の遺構検出面はこのⅢ層またはⅣ層地山上面

となる。

湿地内の埋没土内には平安時代の遺物を包含している層があり (Ⅱ 層 )、 北側の湿地では十和田 a

降下火山灰の上下で分層が可能であつた。Ⅱ層は竪穴住居の埋土に相当するが、湿地以外では基本土

層として確認できず、 I層 により削平されたものと判断される。

以上のように、調査区内では、湿地やその落ち際で各層が観察できたものの、高い範囲の大半は I

層によってⅣ層 (地山層)ま で削平が及んでおり、遺構においても同様の状況が推測される。
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4 周辺の遺跡

4周 辺 の 遺 跡 (第 1・ 2表、第 3・ 4図 )

平成 17年度末の岩手県教育委員会のまとめでは、 1市 3町が合併 して誕生 した新制花巻市には、

合計937カ 所の遺跡が所在する。このうち古代の遺跡は385カ 所、特に平安時代の遺跡が多い。東和

地区における遺跡 (埋蔵文化財包含地)は 296カ 所を数え、主に平安時代の遺跡 (102カ 所)と 縄文

時代の遺跡で占められている。これらの遺跡の多 くは旗ヶ石川とその支流沿岸に集中して分布する。

第 3図は、本遺跡を中心に周辺に分布する77遺跡 (う ち平安時代39カ 所)を示 したものである。

また第 4図 には、花巻市内の主要な平安時代の遺跡を示 した。以下、当埋蔵文化財センターによって

調査された主な平安時代の遺跡について概要を述べる。

<中嶋遺跡>

花巻市東和町安俵11区に所在する。羽黒田遺跡の北に隣接 している。平成19年度より調査が行われ、

調査区南部の微高地で古代の集落、北側の湿地で平安時代の井戸跡と内部の杯、土坑 (土器焼成)が
検出されている。主な出土遺物は、墨書土器、刻書土器、赤彩土器、羽口・風字硯など。平成20年

度 も継続調査されている。

<貝 の淵 I遺跡>

花巻市石鳥谷町関回の北上川左岸・低位段丘面上に立地する。昭和49年、東北新幹線建設に伴 う

発掘調査 (岩手県教委)で弥生時代遺物包含層や平安時代竪穴住居跡が検出された大明神遺跡の南に

隣接する。平成 14年の調査では平安時代の竪穴住居跡13棟 と住居状遺構、溝跡が検出された。主な

出土遺物は、土師器杯・奏、小型甕、高杯、鉢、甑、灰釉陶器の長頸瓶、土師器繊維圧痕底部片、鉄

製品で、このほか「寛」・「勝」 (土師器郭 )、 「山」 (須恵器杯 )、 「寛J(赤焼 き土器杯)な どの墨書

土器や、耳皿、紡錘車が住居跡から出土 している。

<稲荷遺跡>

花巻市石鳥谷町八重畑の北上川左岸・河谷平野の微高地上に立地する。平成 13年 に調査 され、奈

良の住居跡 1棟、平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)住居跡 3棟が検出され、胴部に叩き目のあ

る土師器や、「/Jヽ 田」の刻書をもつ杯が出土 している。

<大西遺跡>

花巻市石鳥谷町八重畑の北上川左岸の沖積地に形成された段丘状の微高地上に立地する。平成16年

の調査では平安時代の竪穴住居跡 6棟が検出された。出土遺物は、土師器甕、杯、鉄製品 (計 26点 .

刀子、鉄製紡錘車、鉄製鉛、小刀、鉄斧、穂摘み具など)、 灰釉陶器椀片、弥生時代 (後期)甕形土

器、アメリカ式石鏃、石鍬等である。鉄製品を多 く出土する住居の床面にはカマ ドとは別に鍛冶炉の

可能性をもつ小規模な炉を伴っている。また、灰釉陶器の出土がある一方で、該期遺跡に一般的な須

恵器が全 く出土 しない点が特徴にあげられる。

以上のほか、花巻市内の平安時代の主な集落跡としては、北上川右岸・石鳥谷町中寺林の中位段丘

面上に立地し、平安時代前半～中頃以後に集落が営まれ、叩き目のある甕が出土 した花巻市石鳥谷町

の白幡林遺跡、石鳥谷町八幡の北上川右岸・河谷平野部に立地 し、平安時代 (9世紀後半～10世紀

初頭)の集落跡で、住居跡 7棟のほか、水路、溝、土坑が検出された花巻市石′鳥谷町の島岡Ⅱ遺跡、

土師器墨書杯「得」が出上 した花巻市石′鳥谷町の熊野神社遺跡、平安時代 (9世紀代)の集落跡で住居

状遺構の埋土から金粒が出土 した花巻市の似内遺跡、平安時代前半の集落である花巻市の不動Ⅱ遺跡、
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Ⅱ 立地と環境

花巻市田力の北上川右岸・河谷平野内の自然堤防上に立地し、平安時代前半～中頃以後に集落が営ま

れ、水′鳥線刻文土器片 (置 きカマド、 9世紀後半)や、研日」。「福」の上師器墨書杯 6点などが出土

した庫理遺跡、花巻市宮野目の北上川右岸・河谷平野部に立地し、平安時代前半 (9世紀中頃～後半)

に集落が営まれた石持 I遺跡、花巻市上似内の北上川右岸・河谷平野部に立地し、平安時代 (9世紀

中頃～10世紀初頭)に集落が営まれた上似内遺跡、土師器墨書ネ「山本」が出上した小袋遺跡、花

巻市中根子の豊沢川左岸・沖積段丘面に立地し、土師器杯、壺、土師器赤彩壺、土師器頸部赤彩董、

土師器頸部沈線甕、土製品紡錘車が出土した吉舘Ⅱ遺跡、万丁目遺跡、須恵器線刻杯が出土した鳥谷

遺跡、平安時代前半～中頃以後に集落が営まれ、土師器線刻高台付杯が出土した花巻市東和町の高野

畑遺跡、平ガマ跡が出上した花巻市東和町の清水屋敷Ⅱ遺跡などがあげられる。

Ⅱ章参考文献

岩手県農政都北上山系開発室 19『北上山系開発地域 土地分類基本調査 花巻』

岩埋文 2006『大西遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第479集

岩埋文 2002『 上似内遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第379集

岩埋文 2003『貝の淵 I遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第428集

岩埋文 2002『稲荷遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第408集

岩埋文 2003『 島岡Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第407集

岩埋文 2000『似内遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第344集

東和ふるさと歴史資料館 2007『花巻の弥生～奈良・平安時代』

菊池 賢 2004「稗貫郡の吉代集落と律令支配」『古代蝦夷と律令国家』蝦夷研究会 高志書院

小島俊- 1997『岩手のアイヌ語地名』岩手日報社

阿倍和夫、小島俊一、菊池強一、宍戸 敦、高橋一男、小池平和 2003『東北の地名 岩手』本の森

※岩埋文=岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター刊行の花巻市内遺跡発掘調査報告書 (旧石鳥谷町、旧大迫町分含む)、

及び花巻市教育委員会刊行の発掘調査報告書 (旧石鳥谷町教育委員会・旧東和町教育委員会・旧大迫町教育委員会刊行分を含

む)を参考にした。
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表1 羽黒田遺跡周辺の遺跡

No 遺跡名 種別 時代 所在地 遺構・遺物 調査歴・備考

1 愛宕神社下 散布地 4亀文 東和町土沢 1区 縄文土器・掻器

2 愛宕 散布地 平安 東和町土沢 1区 土師器、須恵器

3 愛宕舗町 散布地 平安 東和町土沢 1区 土師器

4 安俵 3区 Ⅱ 散布地 平安 東和町安俵 3区 土師器

5 安俵 3区 散布地 平安 東和町安俵 3区 土師器

6 高八圭卜Ⅱ 散布地 縄 文 東和町安俵 2区 縄文土器

7 安俵 4区 散布地 縄文・平安 東和町安俵 4区 石鏃、土器

8 高八卦 散布地 縄 文 東和町安俵 3区 縄文土器、石鏃

9 擬六本木館跡 城館跡 中世 東和町安俵 5区

津島屋 散布地 縄文・平安 東和町安俵 4区 掻器・土師器

擬釜糠館跡 城館跡 中世 東和町安俵 3区 五輪石塔

赤坂 I 散布地 糸邑文 東和町安俵 3区 縄文土器

赤坂Ⅱ 散布地 縄文 東和町安俵 3区 縄文土器

赤坂Ⅲ 散布地 縄文 東和町安俵 4区 縄文土器

土沢城跡 城館跡 近世 東和町土沢 5区 堀跡、建物跡、門跡、柵跡

館山東 散布地 縄 文 東和町土沢 4区 縄文土器、石器

安俵 6区 集落跡 縄文・近世 東和町安俵 6区 環状配石住居跡、土器廃棄場

擬押蕪館跡 城館跡 中世 東和町安俵 7区

押蕪墳墓跡 墳墓跡 江戸初期 東和町安俵 7区
墳墓 2基、人骨、永楽通宝、

寛永通宝、キセル、数珠
旧愛宕神社裏琢

押蕪 散布地 縄文 東和町安俵 7区 縄文土器、石斧、掻器

安俵城跡 城館跡 中世 東和町安俵10区 堀跡、建物跡、古銭

中嶋 散布地 平安 東和町安俵H区 土師器

羽黒田 散布地 平安 東和町安俵11区 須恵器

清水屋敷Ⅱ 祭祀跡・集落跡 縄文・平安 東和町安俵11区 環状配石、弧状配石、住居跡 H14東和町

清水屋敷 散布地 縄文・平安 東和町土沢 6区 縄文土器、土師器、須恵器

新丁 散布地 平安 東和町土沢 6区 土師器

貪鷺そ事 散布地 平安 東和町土沢 9区 土師器

清水ケ丘 散布地 縄 文 東和町土沢10区 縄文土器

前 郷 散布地 平安 東和町土沢 6区 土師器

中屋敷 散布地 平安 東和町土沢 7区 土師器

河敷山 散布地 平安 東和町土沢10区 土師器

大石 散布地 縄文(後期)、 平安 東和町安俵 7区 縄文土器 (後期)、 ロクロ使用上師器

駒場日向 散布地 縄文 (?)、 平安 東和町安俵 7区 縄文土器、石器、ロクロ使用上師器

擬安俵高館跡 城館跡 中世 東和町安俵 9区 空 lTB

安俵 9区 散布地 荼電文 東和町安俵 9区 縄文土器

中久田 散布地 縄文・平安 東和町安俵 9区 縄文土器、掻器、土師器

矢山奇Ⅱ 散布地 縄 文 東和町安俵10区 縄文土器、磨石

矢 崎 散布地 縄文・平安 東和町安俵10区 縄文土器、土師器

成嶋寺跡 散布地・寺院 縄文(中期)、 近世 東和町北成島 5区 縄文土器

毘沙門ドームⅡ 散布地 縄文 (晩期) 東和町北成島5区 縄文土器 (晩期)

昆沙門ドーム I 散布地 縄文 (晩期) 東和町北成島 5区 縄文土器 (晩期)

成嶋寺I 散布地 縄文(後期)、 平安 東和町北成島 5区 縄文土器 (後期 )、 ロクロ使用上師器

北成島上 散布地 縄文 (?)、 平安 東和町北成島 5区 縄文土器、ロクロ使用上師器

北成島A 散布地 縄文 (晩期) 東和町北成島 5区 縄文土器 (晩期 )

北成島B 散布地 縄文・平安 東和町安俵 9区 縄文土器、土師器

行人塚 塚 中世、近世 東和町安俵 9区

田光 散布地 糸電文 東和町落合 2区 住居跡、貯蔵穴跡、縄文土器、石棒、石斧

西上町Ⅳ 集落跡 縄文・平安 東和町落合 1区 住居跡、縄文土器、石鏃、土師器、須恵器

西上町 I 散布地 縄文 東和町町井 1区 石箆、磨石

和田 I 散布地 平安 東和町町井 3区 土師器

畑 内 集落跡
縄文・平安・

中世。近世
東和町町井 2区 陥し穴跡、集石遺構、掘立柱建

物跡、縄文土器、土師器

下屋敷 集落跡 縄文・平安。中世 東和町町井 2区 住居跡、焼土遺構、縄文土器、土師器

落合熊野神社 散布地 縄文 東和町落合 1区 縄文土器

落合 2区 I 散布地 縄文・平安 東和町落合 2区 縄文土器、土師器

Ⅱ 立地と環境
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表 2 花巻市内の調査された主な平安時代の遺跡

No 遺跡名 種別 時代 所在地 遺構・遺物 調査歴・備考

落合 2区 コ 散布地 縄文・平安 東和町落合 2区 縄文土器・土師器

中野 散布地 縄文 東和町町井 1区 縄文土器

田手野 散布地 縄文・平安 東和町町井 1区 縄文土器・土師器

西上町 Ⅱ 散布地 平安 東和町町井 1区 土師器

西上町Ⅲ 散布地 縄 文 東和町町井 1区 縄文土器、石箆

和 国Ⅱ 散布地 平 安 東和町町井 1区 土師器

町井 Ⅱ 散布地 平安 東和町町井 3区

潤 野 散布地 縄文 東和町舘迫 2区 縄文土器

新田Ⅱ 散布地 平安 東和町舘迫 2区 土師器

刃Ftt I 散布地 平安 東和町舘追 2区 土師器

新 田Ⅲ 散布地 糸電文 東和町舘迫 2区 縄文土器

矢崎橋下 散布地 平安 東和町小通 1区 土師器

黄金山 散布地 平安 東和町小通 1区 土師器

成島中田 散布地 平安 東和町南成島2・ 7区 ロクロ使用上師器

奈良野 散布地 縄文 (?)、 平安 東和町南成島 7区 縄文土器、ロクロ使用土師器
一反 田 散布地 平安 東和町南成島8区 ロクロ使用上師器

長 根 散布地 縄 文 束和町南成島8区・小通2区 縄文土器

小通高屋敷 散布地 縄文 東和町小通 2区 縄文土器

土樋 散布地 縄 文 東和町落合 2区 縄文土器

芦田橋 散布地 縄 文 東和町落合 2区 縄文土器

高屋敷 散布地 縄文 東和町南成島7区 縄文土器

小通中田 散布地 縄文 東和町小通 2区 縄文土器

外 山 散布地 縄文 東和町毒沢 2区 縄文土器

遺跡名 種 別 時代 所在地 遺構・遺物 調査歴・備考
真鷺里予ネ申4土 石鳥谷町

白幡林 古墳 古墳 石′弓谷町字中寺林

貝の淵 I 散布地 縄文・古代 石鳥谷町関口 竪穴住居跡、縄文土器、土師器、鉄製品 H14岩埋文

稲荷 集落跡 縄文・平安 石鳥谷町字八重畑 竪穴住居跡、土坑、土師器、須恵器、鉄製品 H13岩埋文

大西 集落跡 縄文・弥生・平安 石′鳥谷町字八重畑15地割
竪穴住居跡、溝跡、方形周溝、土坑、
土師器、灰釉陶器、鉄製品、青磁小碗

H16岩埋文

宮野目方八丁 不 明 平安 花巻市葛第1地割68番ユ堀、溝跡、柱穴、土師器、須恵器
S31,S41岩大S42県教。
H15花教。旧宮野目人丁

庫理 集落跡 縄文・古代 花巻市田力第7地割 土師器、縄文土器、竪穴住居跡 H8県教H9岩埋文H10花教

似 内 集落跡 縄文・古代 花巻市上似内第10地割
竪穴住居跡、土坑、須恵器埋設遺構、
土師器、須恵器、鉄製品

H10,HH岩埋文

小 袋 集落跡 古代・中世 花巻市東十二丁目第12地割 土師器、竪穴住居、半地下式建物跡

上諏訪 集落跡 縄文・古代 花巻市上諏訪
土師器、須恵器、竪穴住居跡、土坑、縄文
土器片、鉄製品

不動Ⅱ 集落跡、城館助 縄文・古代。中世 花巻市不動町―・二丁目、
諏訪町、二丁目

土師器、須恵器、寛永通宝、竪穴住居跡、
堀、土錘

万丁目 集落跡 縄文、古代～中世 花巻市南万丁目 竪穴住居跡、炉、掘立柱建物跡、縄文土器、
土師器、須恵器

古館Ⅱ 集落跡 古代～近世 花巻市中根子字古館
竪穴住居跡、柱穴群、井戸跡、土坑、
土師器、須恵器

円万寺館 城館跡 縄文～中世 花巻市膝立字観音山 堀、土塁、帯郭、陥し穴、竪穴住居、塚、土師器

鳥谷 集落跡 縄文・古代 花巻市湯回字鳥谷 竪穴住居跡、縄文土器、土師器

清水屋敷Ⅱ 祭祀跡・集落助 縄文・平安 東和町安俵11区 環状配石、弧状配石、住居跡 H14東和町

羽黒田 散布地 平安 東和町安俵11区 須恵器

高野畑 集落跡 縄文・平安 東和町上浮田 縄文土器、住居跡、掘立柱建物跡、
平ガマ跡、土師器

上似内 集落跡 縄文・平安・中世 花巻市上似内第12地割 竪穴住居跡、土坑、土師器、須恵器、鉄製品 H12岩埋文

石持 I 集落跡 縄文・平安 花巻市東宮野目 竪穴住居跡、土師器、須恵器、鉄製品 H10,HH岩埋文

島岡Ⅱ 集落跡 平安・近世 石鳥谷町八幡第22地割 竪穴住居跡、水路、溝、土坑、土師器、須恵器 H12岩埋文
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期
第 4図 花巻市市内の調査された主な平安時代の遺跡分布

Ⅱ 立地と環境

:清水屋敷 Ⅱ遺跡

縮尺不定
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Ⅲ 野外調査と室内整理

野 外 調 査

(1)調 査 区 (第 5図 )

羽黒田遺跡は、猿ケ石川右岸にほぼ平行して東西にのびる微高地上にあり、長さ約470m、 幅170

mの範囲に広がっている。この遺跡範囲と、東北横断自動車道釜石秋田線 (遠野～東和間)新直轄事

業用地が重複する部分について、平成18年、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が試掘調査を

実施し、その結果から7,822だが本調査を要すると判断された。今回の調査では当初この範囲 (Al
区、Bl区、B2区 )を対象としたが、その後、240ピ (A2区)が追加となり、合計8,062だが調

査対象面積となった。調査区を分断する道路を境界に4地点に別れていることから、調査では北西の

区域をAl区、北東をA2区、南西をBl区、南東をB2区 と便宜的に命名した。

(2)グ リッド設定 と基準点 (第 3表、第 6図 )

検出される各種遺構・遺物の詳細な座標値を記録するため、調査区を覆う碁盤目状のグリッドを設

定した。まず、調査対象区域の北西側に原点 (世界測地系、平面直角座標X系、X=-68,700、 Y
=-33,300)を 設け、ここから南及び東にのびる軸線を等分して100X100の大グリッドを設定した。

さらに大グリッドの一辺を20等分して小グリッド (5× 5m)と した。

大グリッドは北から南に向って英大文字A～ D、 西から東に向ってローマ数字 I～ Ⅲとして「 IA」

または「ⅡB」 のように表し、さらに小グリッドも同様に北側から順に英小文字 a～ t、 西側から順

に算用数字 1～ 20と して「la」 または「 2b」 のように表した。特定の小グリッドを指し示すの

には、これらを組み合わせて「 IAla」 のように表記した。現地では、各小グリッドの北西隅に位

置する杭点にグリッド名を記し用いた。

上記のグリッドを実際に調査区に割り付けるため、現

地には基準杭及び区画割付杭を打設した。基準点測量業

務は慶長測量設計株式会社に委託した。基準杭及び区画

割付杭の第X系座標値・標高値、及び対応するグリッド

杭名は表 3の通りである。

(3)試掘・表土除去

調査では、まず岩手県教育委員会による事前の試掘

トレンチ等で基本層序の確認を行い、これと平行して任意に試掘 トレンチを設定し、重機 。人力を併

用して土層の堆積状況と遺構の存否を把握した。試掘により遺構・遺物が存在しないことを確認した

範囲はこれをもって調査終了とし、一方、遺物包含層および遺構が確認された場合は、その上面を面

的に広げるように土層を除去した。この際、バックホー・キャリアダンプ等の重機を積極的に用いた

が、検出面までの上層が薄い場合や遺物が集中的に出土する場合など、重機の使用が適当でないと判

断した区域では人力による掘削を行った。

点名
グリッド
杭名

X座標 Y座標 標高
(m)

基本 -1 I C18h -68935 33485 99.873

基本-2 Ⅱ D18g -69030 33485 101.039

補 -1 Ⅱ C18r -68985 33485 100.322

綿自-2 Ⅱ C13r -68985 33460 100。 196

審自-3 Ⅱ D18c -69010 33485 100.312

相

'-4

Ⅱ D13c -69010 33460 100316

布厳-5 Ⅲ D5n -69065 33520 100.403

補-6 Ⅲ D10n -69065 33545 100977
(世界測地系)

第 3表 基準点一覧
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Ⅲ 野外調査と室内整理

(4)遺構の検出と精査

表土除去の後、鋤集・両刃草削り。移植ベラを用いて遺構検出を行い、必要に応じてスプレー塗料

による白線で遣構プランにマーキングを施した。

精査では遺構の規模に応じて 2分法 。4分法を使い分け、土層断面を観察しながら、埋土を除去し

た。検出時に遺構の重複が認められた場合、なるべく平面観察で新旧関係を把握するように努め、原

則として新規のものから順に埋上の掘削を行った。この場合、両者を縦断する断面を設定し土層の堆

積状況からも併せて新旧関係を検討した。また、平面プランの確定や埋土の解釈が困難な場合には、

積極的にサブトレンチを活用して、これらの確認に努めた。これにより、完掘段階には平面プランの

一部がサブトレンチで壊された状態になったものも含まれる。出土した遺物は、遺構名やグリッド名

及び出土層位を記録して取り上げ、必要に応じて出土状況記録として実測・撮影を行った。

(5)遺 構 の 名 称

①野外調査中の仮名称

遺構の種類毎に定めた略号と連呑数字を組み合わせて用いた。

SI-01、 SI-02、 SI-03～ :竪穴住居

SK-01、 SK-02、 SK-03～ :土坑 (土器焼成遺構 を含 む)

SD-01、 SD-02、 SD-03～ :溝

これ らの仮名称は、室内整理段階で も作業用遺構名 としてその まま使用 した。

(6)実   測

遺構・出土状況等の平面実測は、小グリッドを再細分 した lm方眼を基準に実浪1・ 作図する「簡易

遣 り方測量」で行つた。縮尺は 1/20を 基本とし、必要に応 じて、 1/10図 を作成 した。この他、平板・

光波 トランシットを用いて、 トレンチ位置図・遺構配置図 。現況地形図等の作成を行った。

断面図は水平に設定 した水糸を基準にして実測・作図 した。縮尺は 1/20を 基本 とし、細部表現を

要する場合には、 1/10図 も作成 した。

(7)土層断面の分層 と注記

遣構断面や トレンチなどの土層断面は慎重に観察 し堆積状況を把握するように努めた。分層は堆積

過程を表現するのに必要と思われた場合は細部にも配慮 したが、薄層が連続的に互層をなす部分や、

偶然の結果と思われる混入物の偏 りなどは徒 らに細分せず、有意 と思われるまとまりの境界を表現 し

た。

この分層の根例を示すため、各層の性状を記録 した。土層は主体土と混入土 (物 )に よって構成さ

れるものと考え、色調・土性・混入物・粘性・締まりの程度等を記載 した。また解釈可能な場合は、

その層の持つ性格を想定 し付記 した。

遺構埋土等の堆積層の「主体土」には、認識可能な場合、その層が堆積 した時点で周辺の表土を形

成 していたと思われる土 (埋没開始時点における最新期の上)を あてた。例えば地山土のブロックが

大半を占める遺構の壁の崩落層であっても、当時の表土 と思われる黒色上が僅かに含まれている場合

は、後者を主体土とし、「地山土が大量に混入 している状態」 と解釈 している。主体土と基本土層の

対比から、その層の堆積時期を推定することが可能だと考えたからである。ただし今回の調査では土
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2 室内整理

層の識別が困難な場合が多く、必ずしも徹底できたとはいいがたい。

土色の表記は新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議事務局)に準じたが、調査員が受ける層間

の印象の差が土色名の違いとして反映されない場合も多くあった。このため、各層の記録には調査員

個人の主観による相対的な層全体の印象 (明暗や色味の差)も併記した。例えば、「○層よりも明る

い」。「焼土含み全体に赤味」。「戊化物多 く黒味強」。「地山土含み黄味がかる」などの表現がこれ

にあたる。また混入物の量について「極微」。「やや多」等の表記を行っているが、調査員の主観的

基準を上色帖に示されているパーセント表記に置き換えれば、概ね、極微 (1～ 20/0)。 微 (3～ 5

°/o)。 少 (5～ 100/0)。 やや多 (15～ 200/O)。 多 (30～ 50%)。 大量 (50%以上)と なる。

(8)写 真 撮 影

野外撮影では6× 7 cIIl判 カメラ (モ ノクロ)、 35mm判 カメラ (カ ラーリバーサル)、 デジタルカメ

ラを用い、各種遺構の全景・土層断面・遺物出土状況等を撮影した。撮影に際しては、撮影状況を記

したカードをその都度写し込み、現像後これを元に整理した。なお、一部の遺構ではいずれかのカッ

トを省略した場合がある。またこれらとは別に、平成20年 11月 12日 に小型飛行機による遺跡の空中

写真の撮影を行った。

(9)広 報 活 動

現地では、主に周辺住民の方々を対象として随時見学を受け入れた。また調査成果の概要を広く一

般に公開することを目的として、平成20年 10月 18日 に現地説明会を開催 した (参加者数101名 )。 こ

のほか、花巻市博物館において博物館実習を受講 している大学生の見学に対応するなどした (平

成20年 8月 11日 9名 )。

2室 内 整 理

(1)作 業 手 順

出土遺物の洗浄と地点別の仕分け作業、土器を除く各遺物の分類は、野外調査と並行して現地で行

った。野外調査終了の後、室内において土器の接合・復元作業を開始し、随時掲載資料の選別・登録

を行った。その後、写真撮影、実測図作成・拓影作成・ トレースの順に作業を進めた。調査員はこれ

らの作業の統括と並行して図面合成・遺物観察表作成・原稿執筆を行った。

(2)遺 構

各遺構は必要に応じて第 2原図を作成し、これをもとにトレースの後図版を作成した。図中には縮

尺を示すスケールを付し、また、方位マークにより座標北を示した。

(3)遺 物

土器は出土地点・遺構別に重量を計測 し、その後接合・復元作業を行った。掲載遺物は、口縁部か

ら底部まで残存 しているもので、口径または底径が算出できるものを優先的に選んでいった。その後、

口縁部または底部破片で径を算出できるもの、胴部破片で径が算出できるもの、小片で径の算出が不

可能なものの順で選び、各遺構内で出上 した器種 。器形などを把握することに努めた。

土製品、石器・石製品、金属製品は全点登録 し、図化するものと写真 。表掲載のみ (粘土塊・剥片 )
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III 毒外調査と糞白整要

とに鶏 ↓した。

遺物虚登録時にと器Ⅲ石器な基 遺物の種類ごとに1傑番章を付した。室内整理中1ま板番号のまま作

業拶騨へ その後編集段階で全て|の遺物に改あ―で掲載順の番号を付し、これを掲載番号とした。

遺勧鯉 は、主碧‐晦議器・礫石器・言難 ・本製品1-ノ g、 金属製品1/2、―剥片石器,/も を

原則tして、図版どとにス「ケーールを付t.た。写真図版も、これに準じている。

―
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―
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1   オ既 要

(1)検 出遺構 と出土遺物

平安時代 (9～ 10世紀 )

遺構 :竪穴住居跡18棟。竪穴状遺構 1棟、

遺物 :土師器・須恵器 (大 コンテナ10箱 ・

木椀・曲物都材片 (旭 1ヽ箱 )。 布片

縄文時代後晩期～弥生時代

遺構 :遺物包含層。

遺物 :土器片大 2箱、剥片小 1袋。

時期不明

遺構 :土坑 2基。溝跡 3条。

(2)成 果 の 概 要 (第 7図 )

調査区のうち、Al区南半部およびA2区は、猿ヶ石川右岸に沿って延びる自然堤防の頂部に相当

する。この範囲の北辺および南辺から外側は、それぞれ低湿地であるAl区北半部とBl・ B2区ヘ

向かって傾斜している。

今次調査で検出した遺構は、すべてAl区南半部に分布するものである。主体となるのは平安時代

(9世紀後半～10世紀)の住居跡群で、これらの大半が焼失の痕跡を持ち、うち数棟では炭化した

木材が良好な状態で残存していた。

また、住居跡の分布がやや希薄なAl区南半中央部からは、土器焼成遺構とみられる浅い皿状の上

坑が 4基確認された (土坑 1～ 4)。 内部からは火熱によりはじけ飛んだと思われる剥片状の上器片

が、多量の炭化物・焼土ブロックとともに出土している。近接する住居跡 8の床面からは精製され鏡

餅のように形を整えられた粘土塊が出土しており、集落内における土器製作を強く示唆している。

出土遺物では、該期住居跡に一般的に伴う土師器甕・杯類に加え、高台を持つ浅い杯 (皿)形土器

や内外面に入念なミガキが施された把手付きの土器、大振りの鉢形土器など特殊な器形を有する一群

の出土が注目される。集落内で最大の住居跡 1か らはこの種の土器がまとまって出土している。

また、Al区南半中央部から検出された竪穴状遺構 1か ら麻布片 (附編 2)が見つかった。大きさ

は 5 cm四 方ほどで、出土時には蛇腹状に折 り畳んだようなひだが認められた。この遺構には廃棄土に

よって半分ほど埋まった段階で、火熱を受けた大きな礫と多量の上器片が投げ込まれており、布片は

廃棄された須恵器大甕片の下から出土した。

このほか、Al区南半南部には縄文時代晩期～弥生時代の遺物包含層が確認された。平安時代の集

落と同様に自然堤防上に居住した際の痕跡と思われるが、遺構は検出されなかった。

土坑 (上器焼成遺構含む)4基。

147,801.8g)。 刀子ほか鉄製品 (小 1袋 )。

(約 5 cm四 方)。
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2 遺構

2遺 構

(1)竪 穴 住 居 跡

住層跡 1(第 8・ 9図、写真図版 5・ 6)

〔位置・検出状況〕Al区南半中央部、ⅡC14sグ リッドに位置する。地山責褐色シルト (Ⅳ層)上

面において明瞭な暗褐色土の方形範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は6.4× 6.3mの隅丸方形である。検出面から床面までの残存深度は20clll前後で

ある。

〔埋土・堆積状況〕床面から上の堆積上のうち最も古いのは壁際にみられる黒褐色土層 (4層 )であ

る。検出時には遣構の輪郭を縁取るように壁際を一周する様子が観察された。続 く3層 の堆積も4層

同様に壁際に限定され、これらは壁の崩落と流入による自然堆積層とみられる。 3・ 4層 の堆積範囲

である壁際よりさらに内側の床面上には、上屋構築材と思われる炭化材が多量に集積していた。この

炭化物集積面は 3・ 4層 の堆積後に形成されたものであることから、当住居は廃絶から一定期間放置

された後、上屋が倒壊・焼失 した可能性が高いと考えられる。炭化材のうち、幅 (太 さ)1 0cmを 超

えるものは中央～西部に集中している。長尺の材は破断しながらも概ね西側から内部に向かって倒れ

込んだような状況を呈し、中央部付近ではこれと直交する材も認められる。残存状況の良い大形の炭

化材同士の間には、繊維方向が揃わない粒状の炭化物やさらに細かい粉状の災化物が広がり、西半部

の床面は大半がこれらに覆われている。炭化物の広がる範囲には多量の焼土も認められる。粉砕した

焼土ブロックの集積ではなく、床面上に堆積した土壊の一部がその場で被熱赤変したものとみられ、

焼上の生成は特に大形炭化材の周囲に顕著である。床面直上の炭化材の上を覆う土壌が焼土化し、さ

らにその上に別の炭化材がのる状況が観察されることから、材と土壌の堆積と、これらの炭化・焼土

化がほぼ同時的に生じたと考えることができる。戊化物集積面の上位は再び周囲からの流入土 (2層 )

によって漸次堆積が進み埋没を終えている。

〔壁・床面・柱穴など〕壁は住居跡10と 重複する北西隅部で上部が失われているが全然的に良好に

残存し、やや外傾 して直線的に立ち上がる。壁溝および柱穴は床面レベルでは認識できなかった。竪

穴の掘り方は、壁直下から内側に向かって幅約 lmほ どの範囲が床面中央部よりも一段深くなってい

る。床面の中央部では地山砂質土層を削って平坦面が設けられ、壁際の掘り方の低みはこれに連続す

るよう埋め均されている。床の上面は全体に平坦に整えられしっかりと締まっている。

〔カマ ド〕北壁ほぼ中央部に位置し、煙道方位はN-13° 一Wである。袖は地山土を掘 り残し、これ

に土師器甕 (17・ 18)を 貼 りつけて構築している。燃焼部底面には46× 33cmの焼土が形成され、袖

内側まで連続してよく被熱する。焼成面の上には粘性のある粘土層 (2層・灰層 ?)が堆積している。

煙道は全長1.75m、 住居壁際でわずかに立ち上がってから水平に伸び、煙出し部で一段下がる。煙道

内の埋土は天丼崩落土のみで、埋没の早い段階で天丼部が崩落したようである。煙出し部には土器や

礫が詰め込まれており、人為的にカマドを破壊した可能性も考えられる。

〔重複〕北西隅部で住居跡10に切られる。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

〔出土遺物〕 1～ 29,364・ 865。 (第 43～ 46図、写真図版31～ 34)土 師器17,966g、 須恵器1523.6

gと 、今回検出した住居跡の内で最も遺物量が多い。土師器ネ 4点 (う ち刻書 1点 )。 高台付皿 3点・

甕11点・鉢 3点、須恵器杯 2点 ・瓶 4点 。大秦 1点、粘土塊 2点、計31点 を掲載した。器形の復元
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

可能な個体は床面から多く出土している。土師器林類は、ロクロ成形後底部を再調整、内面黒色処理

するもの 1と 、ロクロ成形のみのもの 2、 3は非ロクロ成形の可能性がある。 5～ 7の高台付皿はす

べて非ロクロ成形で、外面をヘラケズリもしくはヘラナデ、内面にはミガキを施し黒色処理される。

甕類は21を 除きすべて非ロクロ成形、16・ 18は 球胴状の器形をもつ。体部にタタキロの残る土師器

甕片も出土しているが、小片のため図化していない。掲載遺物は奏類が多く、杯類が少ないが、不掲

載もこれに準じており、杯は破片もほとんど含まれていなかった。土師器鉢は3点 (22～ 24)掲載し

ており、他の遺構では器形の復元できるものはなかった。

住居跡 2(第 10,11図 、写真図版 7)

〔位置・検出状況〕Al区南半中央部、ⅡD14aグ リッドに位置する。地山責褐色シル ト (Ⅳ層)上

面において明瞭な暗褐色上の方形範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は4.8×4.2mの 隅丸方形である。検出面から床面までの残存深度は36cm前後で

ある。

〔埋土・堆積状況〕床の上面は全体的に黒褐色の粘土質土 (4層 )に覆われている。廃絶当初の流入

土か。その上位に堆積する黒褐色土 (2・ 3層 )も 同様に周囲からの流れこみと見られ、地山の黄褐

色土ブロックを全体に含み検出面近くまでを埋めている。なお、埋土下部から床面付近にかけて顕考

なグライ化が見られる。

〔壁・床面・柱穴など〕壁は全体的に良好に残存し、ほぼ直立している。壁溝は床面レベルでは認識

できなかった。竪穴の掘 り方は、中央部から壁際に向かって傾斜し壁直下で最も深 くなっている。床

面の中央部は地山砂質土層を削つて平坦面が設けられ、これに連続するように壁際の掘 り方の低みが

埋め均されている。床の上面は概ね平坦だが、壁際に向かってやや傾斜 している。表面は全体的に締

まっており、中央部からカマド付近がより堅緻である。柱穴は、壁溝同様、床面上では認識できない。

竪穴の掘 り方底面では12イ固の小ピットが確認されているが、上屋構造を支持する柱穴の特定には至

らなかった。

〔カマ ド〕東壁やや南寄 りに設置され、煙道方向はN-92° 一Eである。袖は地山土を主体として構

築されている (E一 E'3層 )。 燃焼部底面には63× 52cmの焼成面が形成される (18～ 20層 )。 焼成

は非常に良く、中央部には硬化した範囲も認められた。焼土範囲の奥、煙道側には開口部径60× 48

cm、 深さ5 cm程 度の楕円形の窪みがある。この窪みには炭・焼土ブロックを多く含む黒褐色土が、焼

土層を切るように堆積 している。支脚の抜き取りなどの行為が行われた可能性がある。煙道は全長1.

62m、 住居壁際からわずかに下つて、開口部径50× 38clll、 深さ60cmの 煙出し部へ今Jり 抜かれる。煙

道の天丼部は良く被熱する。埋土は、黒褐色土を主体としており、壁や天丼の崩落土を混入して堆積

している。

また、住居南側のやや東寄 りにも48× 43cmの焼上が形成されていた。焼上をほぼ 2分するように

東西方向に細長く暗渠が延びており、これによって煙道部と推定される範囲が攪舌しされ、その存在を

確認することができなかったが、おそらく東側のカマドよりも古いカマ ドが南側に設置されていたも

のと思われる。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遣物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

〔出土遺物〕30～ 52・ 366。 367・ 378。 (第 46～ 48・ 73図、写真図版34,35。 51)土師器8849.4

g、 須恵器1471.4g出土しており、土師器杯12点 (う ち墨書 1点・刻書 4点 )・ 甕 4点、須恵器瓶 7
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2 遺構

点、粘土塊 2点、刀子 1点、計26点 を掲載した。カマ ド付近と貯蔵穴内からの出土が多い。貯蔵穴

内には杯がまとまっており (32～35,39～ 41)、 特に埋土下半に集中する。また、煙出し部15層 下

面から出土 した須恵器大甕片は竪穴状遺構 1の 252と 接合 している。土師器杯は黒色処理されるもの

が 9点、このうち4点が再調整される。甕類は、破片で非ロクロ成形の甕も出土するが、器形を復元

できた個外は、ロクロ成形のものに限られた。須恵器は、杯類が小片のみ、瓶類片が目立った。

住居跡 3(第 12・ 13図、写真図版 8)

〔位置・検出状況〕Al区南半北西部、Ⅱ Cllqグ リッドに位置する。地山黄褐色シル ト (Ⅳ層)上
面において明瞭な暗褐色上の方形範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は4.5× 4.4mの方形。検出面から床面までの残存深度は24cm前後である。

〔坦土・堆積状況〕壁直下は壁の崩落に伴うとみられる地山ブロックを多 く含んだ3層が埋め、その

上を灰黄褐色土・黒褐色土を主体とする土層が覆っている。これらの層中にも地山ブロックを多く含

む部分が見られることから、周囲からの土壌の流入と壁の崩落を繰り返しながら、漸次埋没したもの

とみられる。

〔壁・床面 。柱穴など〕壁は全体的に良好に残存し、やや外傾 して直線的に立ち上がる。床面は全体

に平坦に整っており、堅く締まっている。壁溝・柱穴は床面レベルでは認識できなかった。掘 り方に

は、南・北・西壁直下に深い部分が認められ、また底面からは6個の小ピットが見つかっているが、

上屋構造を支持する柱穴の特定には至らなかった。カマ ドの右脇にあたる竪穴の南東隅部には、貯蔵

穴と思われる円形の上坑をもつ。

〔カマ ド〕東壁やや南寄 りに設置され、煙道方向はN-81°一Eである。袖は地山土を主体として構

築されており、南側は土師器甕片を貼 り付け、北側は礫を芯材として利用 していたようである。燃焼

部底面には焼土が形成される。範囲が 2か所に分かれるが、奥 (煙道狽1)の焼土の焼成が弱いことか

ら本来は一つで焼成の弱いところが削れ、消失したものと判断した。その範囲は52× 34cm、 深さは

6 cmである。焼成面の上部には灰層 (5層 )が堆積 している。煙道は全長2.Om、 中央をかく乱され

てしまっているが、ほぼ水平にのび、開口部径50× 40clllの 煙出し部で一段深くなる (深 さ30cm)。 埋

土は炭化物や焼土ブロックを混入する黒褐色土を主体としているが、一部層下面が被熱する地山ブロ

ツクが堆積 していることから (2層 )、 煙道部の構造はくり抜き式と推定される。

またこのカマ ドの西側、住居中央寄りに44× 36cmの 焼成範囲が検出された。前述のカマ ド燃焼部

面や、周囲の床面よりこの焼上の形成面が低いこと、焼土南隣に貯蔵穴状の土坑があることから、東

側のカマドより古いカマ ドが存在していたと考えられる。しかし、これに伴う煙道部や、住居プラン

などは確認されなかった。

〔重複〕北壁に重複する住居跡18を切つている。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

〔出土遺物〕53～ 69,368。 (第 48～ 50図、写真図版35。 36)土師器11147.736g、 須恵器248.4g

出上しており、土師器杯 7点 (う ち2点刻書)。 甕 8点、須恵器瓶 2点、粘土塊 1点、計18点掲載 し

た。カマド周辺と住居南側に遺物が集中する。前者には甕類、後者は杯類が多い。煙道部とカマ ド燃

焼部内から出土した甕・瓶が接合しており、住居埋没過程で、割れた状態で両方へ投げ入れられた可

能性が考えられる。土師器杯は内面黒色処理されているものが多い。59は てづくねの小形ネで、カ

マ ド袖を断ち割っている際にみつかり、袖内もしくは袖付近、どちらからの出土かは確認できていな

い。甕類はロクロ成形され、61は胴部下端から底部にかけてタタキロが残る。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

住居跡 4(第 14図 、写真図版 9)

〔位置・検出状況〕Al区南半中央部、 Ⅱ C17sグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上

面において明瞭な暗掲色上の方形範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は3.1× 3.Omの 方形。検出面から床面までの残存深度は 8 clll前後である。

〔埋土・堆積状況〕細かい地山ブロックを混入する黒褐色上が堆積する。床面から埋土中にかけて炭

化物片も含まれており、中央ほどその量・粒径が大きい。一方壁際は炭化物が含まれず、地山ブロッ

クの量が多く明るくなる。他の住居に比べ炭化物の出土量が少ないもの、上屋は焼失した可能性があ

る。

〔壁・床面・柱穴など〕上部を大きく削平されており、四方の壁は下端部のみが残存する。壁溝およ

び柱穴は床面レベルでは認識できない。竪穴の掘り方は壁直下に不連続の深い部分を持つが、床面の

大半は地山から削り出された面がそのまま用いられている。床の上面は締まってはいるが顕著な硬化

面はなく若千波打つている。カマ ドの右脇にあたる竪穴の南東隅部には、貯蔵穴と思われる楕円形の

浅い土坑をもつ。また北西部の床面には径40clllほ どの円形焼上の生成が認められた。屋内炉か。

〔カマ ド〕西壁ほぼ中央に位置し、煙道方位はN-77° 一Eである。袖は、わずかに黒褐色土を含む

が地山上で構築されており、内側 (燃焼部側)が被熱し赤味を帯びる。燃焼部底面には28× 14cmの

焼土が形成され、この奥 (煙道部側)に は42× 33clllの 楕円形の掘 り込みがある。焼土範囲を切るよ

うに窪むことから、支脚などが取り除かれている可能性が考えられる。煙道は全長1.55m、 住居壁際

は浅く削平され途切れるが、煙出し部へ向って低くなる。埋土は煙出し部に黒味の強い層や地山ブロ

ック層などがたまってから、煙道部に堆積する。煙道部埋土には焼土ブロックが含まれるものの、天

井崩落の地山層や被熱したブロックなどは確認できず、煙道の構築方法は不明である。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と思われる。

〔出土遺物〕70～ 77・ 369。 (第 50・ 51図、写真図版36・ 37)遺物出土量は少なく、土師器1202.8g、

須恵器246.6g、 土師器杯 2点 ・甕 3点、須恵器杯 1点 。大甕 2点、粘土塊 1点、計 9点掲載した。

器形を復元できた土器はカマ ド周辺から貯蔵穴内に集中する。杯類は、土師器で内面黒色処理されて

いるもの、非黒色処理のもの、須恵器と、各一点ずつの器形が復元できた。甕類は、球胴状のものが

非ロクロで、小形の個体はロクロ成形される。

住層跡 5(第 15図 、写真図版10)

〔位置・検出状況〕Al区南半北東部、ⅡC18rグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上

面において明瞭な暗褐色上の方形範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は北壁より南壁がやや短い隅九方形 (3.8× 3.7m)で ある。検出面から床面ま

での残存深度は18clll前後である。

〔埋土 。堆積状況〕地山ブロックを多く含む層 (4・ 7層 )が南～西壁際に、その後黒褐色上が住居

全体に堆積する。下部ほど地山ブロックが多い。量は少ないものの住居床面と2層 中に炭片が混入す

ることから、上屋は焼失・倒壊した可能性がある。

〔壁・床面・柱穴など〕壁は四方で比較的良好に残存し、やや外傾して立ち上がる。壁溝および柱穴

は床面レベルでは認識できなかった。竪穴の掘り方は、壁際が床面中央部よりも一段深くなっている。

中央部では地山砂質土層を削った平坦面が床とされ、壁際の掘 り方の低みはこれに連続するよう埋め

均されている。床の上面は全体に平坦に整えられしっかりと締まっているがガリガリの硬化面は認め
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2 遺構

られない。掘 り方底面からも柱穴等は検出されなかった。このほか、カマ ドの右脇にあたる竪穴の北

東隅部には浅い土坑をもつ。埋土からカマ ド崩壊時には開口していたとみられる。貯蔵穴か。

〔カマ ド〕北壁の東寄 りに位置し、煙道方位はN-1°一E、 ほぼ真北を向く。わずかに黒褐色土を含

むが地山上で構築されており、燃焼部底面から袖内側まで連続して被熱し赤味を帯びる。底面の焼成

範囲は42× 48clll、 深さ4 cm、 良く焼けている中心部が硬化 している。焼上の奥 (住居壁側)に は片

側のみ被熱した礫が、一部焼成面 (燃焼部底面)よ り深く埋めこまれていた。出土状況は斜めに倒れ

ていたものの、支脚として利用されていた可能性が高い。煙道は全長0.97m、 煙出し部まで燃焼部底

面からわずかに低 くなる程度である。埋土中に下面が被熱した地山ブロック層 (6層 )が堆積 してい

ることから、煙道部の構造はくり抜き式と推定される。またこの層は、燃焼部・煙道部とも底面直上

に位置し、その後住居埋上が堆積していることから、住居の埋没過程の早い段階で、天丼部が崩落し

ていると考えられる。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

〔出土遺物〕78～ 83。 (第 51・ 52図 、写真図版37)土師器3607.3g、 須恵器15,4g出土 しており、

土師器甕 4点、須恵器杯 2点、計 6点 を掲載した。カマ ド周辺から貯蔵穴内に集中する。土師器杯は

内面黒色処理されたものはなく、内タト面ロクロ成形のみの小片が含まれるだけで図化していない。78・

79は須恵器に杯で、底部から丸みを帯びず直線的に外傾する。79は体部下端を再調整している。80

と81は それぞれカマ ド東側袖と貯蔵穴内に、並ぶように横たわり出土している。両者とも非ロクロ

成形で、これらより小形のものはロクロ (82・ 83)成形でつくられる。掲載遺物以外、器形復元の

できない破片類も、非ロクロ製品が多い。

住居跡 6(第 16・ 17図、写真図版11)

〔位置 。検出状況〕Al区南半北部、Ⅱ C16rグ リッドに位置する。地山責褐色シルト (Ⅳ層)上面

において明瞭な暗褐色上の方形範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は4.1× 4.Omの 隅九方形である。検出面から床面までの残存深度は40cm前後で

ある。

〔埋土・堆積状況〕床面の直上全体に、長さ10数側、径10～ 15mm程度の小枝状の炭化物が広がって

いた。柔らかく、形状が不明瞭でもやもやしている部分も多い。また、東・西の壁直下からは壁に平

行した状態で炭化した板状材が出上した。床面に密着しており、敷き置かれていたものとみられる。

壁直下には崩落土とみられる地山ブロック層 (6層 )が堆積し、砂質土ブロックを多く含む土層 (4・

5層 )がさらにこの上を覆う。これより上位も同様に周囲からの流入土によって埋没している。

〔壁・床面・柱穴など〕壁は四方で良好に残存し、やや外傾して直線的に立ち上がる。壁溝および柱

穴は床面レベルでは認識できなかった。竪穴の掘 り方は、壁際が床面中央部よりも一段深 くなってい

る。中央部では地山砂質土層を削った平坦面が床とされ、壁際の掘 り方の低みはこれに連続するよう

埋め均されている。床の上面は全体に平坦に整えられ締まっているがガリガリの硬化面は認められな

い。掘 り方の底面からはPP l～ PP10の小ピットを検出したが、上屋構造を支持する主柱穴の特定に

は至らなかった。

〔カマド〕北壁ほぼ中央に位置し、煙道方位はN-24°一Wである。袖は住居壁を利用しており、燃

焼部が住居壁より奥に設置される。住居壁より内側 (住居内側)に袖が延びていたかどうかは確認で

きなかった。燃焼部底面には40× 50cm、 深さ4 cmの 焼土が形成されており、袖内側まで被熟が及ぶ。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

焼上の奥 (煙道狽1)に は長胴甕 (86)が倒位で埋め込 まれ、支脚 として利用 されていたようである。

煙道は全長1.4m、 煙 出 し部へ向って徐 々に低 くな り今Jり 抜かれる。 カマ ド内の埋土は、燃焼部 で黒

褐色上が堆積 した後、被熱 した天丼や袖の一部が落下、そ して煙道部が埋没後再び燃焼部の天丼が崩

落 してお り、ある程度時間をかけ堆積 したようである。

〔重複〕北壁上部が土坑6に切られている。また、カマド煙道北端部が溝跡3に切られている。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

〔出土遺物〕84～ 95。 (第 52・ 53図、写真図版38)土 師器7323g、 須恵器572g出土しており、土

師器郭 2点・甕 5点、須恵器瓶 3点・大甕 2点、計12点掲載した。支脚 (86)と 燃焼部上部 (88)

など、器形が復元できる個体はカマド内から周辺にかけて多いが、破片は埋土上部に日立った。土師

器杯 (84・ 85)は 、内面黒色処理で体部下端～底部にかけ再調整される。甕 (86～ 88)イますべて非

ロクロ成形で、871ま月同部にタタキロが残る。

住居跡 7(第 18・ 19図 、写真図版 12)

〔位置・検出状況〕△1区南半東部、 Ⅱ C18tグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上

面において比較的明瞭な暗褐色土範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は4.5× 4.2mの 隅九方形である。検出面から床面までの残存深度は28cm前後で

ある。

〔埋土・堆積状況〕床面はグライ化し、周囲からの流入土とみられる黒褐色土に広く覆われている。

上面に目立った戊化材はみられない。壁際には部分的に壁崩落土層 (5層 )が観察される。この上位

には地山上のブロックを多量に含む2層が厚 く堆積し、その上に再び黒褐色土 (1層 )が流入して埋

没を終えている。

〔壁・床面・柱穴など〕壁は四方とも残存するが、堆積過程の崩落により開口部が広がった状態とな

っている。壁溝および柱穴は床面レベルでは認識できない。竪穴の掘 り方は不規則な凹凸をもつがこ

れを平坦に埋め均 して床面が設けられている。掘 り方の底面からはPPl～ PP7・ PP9～ PP12の 小 ピ

ットを検出したが、上屋構造を支持する主柱穴の特定には至らなかった。このほか、カマ ドの右脇に

あたる竪穴の南東部には浅い土坑をもつ。上位に新期カマ ドの袖部に覆われていることから、旧期カ

マ ドに並行するものであるう。類例から貯蔵穴とおもわれる。

〔カマド〕東壁南側に2基併設される。煙道方位は南側がN-82°一E、 北側はN-87°一E、 残存状

態から南側の方が新しいものと判断した。

南側のカマ ド袖は、黒褐色土を少量混入する地山土で構築され、内側 (燃焼部側)が被熱する。燃

焼部底面には、26× 19cmの 焼土が生成されており、その上には灰層、さらに天丼崩落土が堆積する。

煙道は全長1.52m、 住居壁からわずかに下り、開口部径60× 54cmの煙出し部でさらに一段低 くなる。

煙道部底面の埋土は地山ブロック層 (8層 ・側面などの崩落か)堆積後、天丼部が崩落して (7層 )

おり、煙出し部では地山ブロックと焼土ブロックが互層になって、壁も大きくオーバーハングしてい

ることから、壁や天丼部の崩落を伴いながらある程度時間をかけ徐々に埋没していつたものと考えら

れる。

北側のカマ ドは、北側の袖は残っておらず、南側には新期カマ ドの袖がある。古いカマ ドでもこれ

を利用していた可能性があるが、壁内側 (北側カマドの燃焼部側)に被熟範囲は認められなかった。

燃焼部底面には22× 1 4cmの焼成面が残存していた。煙道は、全長1.76m、 燃焼部底面からほぼ水平

に伸び、開口部直径38cIIlの 煙出し部で一段下がる。埋土は煙道部底面に黒色土 (6,7層 )が堆積
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したのち、燃焼部狽1・ 煙出し部側から焼土ブロックと炭化物を多く含む層 (3・ 5層 )が入りこんで

おり、これは新期カマ ドに作 り替える際に人為的に埋めたものと考えられる。その後、煙道中央部に

残った空洞部分に天丼が崩落 (1・ 2層 )し埋没したものと推定される。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と思われる。

〔出土遺物〕96～ 108・ 407。 (第53,54図、写真図版38・ 39・ 52)土師器4673.4g、 須恵器1805.4

g、 竪穴住居跡のうち最も須恵器の出土重量が多い。土師器郭 4点・奏2点、須恵器瓶 6点 。大甕 1点、

砥石 1点、計14点 を掲載した。カマ ド周辺からの出土が多い。96～ 98は土師器杯でロクロ成形後内面

黒色処理されており、99は内外面とも磨かれ非ロクロ成形の可能性がある。これ以外図化していない土

師器杯片も黒色処理されたものが大半を占める。100は 胴下半、内外面にタタキロのはいる北陸型の甕

である。103～ 107は須恵器瓶類で105は 口縁部が大きく歪んでいる。

住居跡 8(第 20・ 21図、写真図版13・ 14)

〔位置・検出状況〕Al区南半東部、Ⅱ D19bグ リッドに位置する。地山黄褐色シル ト (Ⅳ層)上面

において明瞭な暗褐色土の方形範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は5.0×4.6mの方形である。検出面から床面までの残存深度は28cm前後である。

〔埋土・堆積状況〕床面直上には上屋構築材と思われる大量の炭化材とそれに伴う焼土が広がって

いた。炭化材分布は特に南半部に多 く、幅 (太 さ)1 0clllを 超える長尺の材が壁側、あるいは四隅

から住居の内部に向かって求心状に倒れ込んだ様子が良好に観察される。材は床に直に接 しており、

すぐ上を褐色土 (5層 )が覆う。この上層は炭化材の分布と同様南半部で厚 く北側に向かって層

厚を減じている。炭化材の周囲に生成 した焼土はこの褐色上が被熱したものであり、上屋の倒壊 。

焼失と掲色上の堆積はほぼ時間差無 く生 じたものと見てよい。褐色土は、当時の表土に想定され

る黒褐色土と異なり、地山由来と考えられることから、本質材とともに上屋構造材の一部として

人為的に用いられたものである可能性がある。この褐色土層を覆う2～ 4層 にも多量の地山ブロ

ツクが含まれており、人為的に一度掘削された上が、埋没段階に周囲から流入 したような堆積状

況を呈 している。埋土最上部の暗褐色土層は、埋没過程の終盤に凹地となった本住居跡内部に自

然流入したものと思われる。

〔壁・床面・柱穴など〕壁は全体的に良好に残存し、やや外傾 して直線的に立ち上がる。竪穴の掘 り

方は不規則な浅い凹凸を持ち、特に壁際が床面中央部よりも一段深くなっている。これらの低部を埋

め均して、平坦に整った床面が設けられている。壁溝は平面的には確認できなかったが、断面 a― a'

には東西壁直下に小溝上の落ち込みが観察される。柱穴は床面レベルでは認識できず、掘 り方底面か

らも検出されなかった。

〔カマ ド〕北壁のほぼ中央に位置し、煙道方向はN-22° ―Wである。袖は暗掲色土と地山上で構築

しており、内側 (燃焼部側)が被熱する。燃焼部底面には40× 28cmの 焼土が形成される。焼成面の

直上には白色粘土層 (7層 ・灰 ?)、 天丼～壁面の被熱土崩落層 (6層 )が堆積する。煙道部の全長

は1.60m、 ほんのわずかな傾斜で下り、煙出し部で一段下がる。煙出し部の埋土には、多 くの被熱ブ

ロツク・炭化物が混入していることから、上屋焼失後に堆積した可能性がある。煙道部内は、煙出し

内に上がある程度たまった後に天丼崩落などに伴い埋没している。埋上の主体土は黒褐色土で、地山

層などは確認できず天丼の構築方法は不明である。

〔重複〕なし。
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〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀)と 思われる。

〔出土遺物〕109～ H6・ 408。 (第 54・ 55。 74図 、写真図版39・ 40。 52)土師器2171.3g、 須恵器

275.9g、 土師器杯 3点 ・甕 2点・高台付皿 1点、須恵器瓶 2点、砥石 1点、計 9点 を掲載 した。焼

失した上屋の部材は多く残存するものの、遺物量は少ない。とくに他の住居跡と異なり、カマ ド周辺

からの出上がほとんどない。またネ類が少なく図化したものでも (109～ 111)全形 (口縁～底部)

を復元できた個体はなかった。土師器甕は 2点 とも非ロクロ成形 (112・ 113)で、H6は高台付皿

の皿部分である。

住居跡 9(第 22図 、写真図版15)

〔位置 。検出状況〕Al区南半南部、 Ⅱ D15eグ リッドに位置する。地山黄掲色シル ト (Ⅳ層)上

面において、土器片・焼土粒・炭化物を含む暗褐色土の不整形な範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は3.4× 3.2mの隅丸方形である。検出面から床面までの残存深度は 8 cm前後で

ある。

〔坦土・堆積状況〕上部を大きく削平され残存状況は良くない。埋土は黒褐色シルト主体で南～西壁

際には壁の崩落層と思われる地山上のブロック層の堆積が認められる。主に北半部では床面からわず

かに浮いたところで炭化材と焼土の広がりが認められた。上屋焼失の痕跡の可能性がある。

〔壁・床面・柱穴など〕検出時には明瞭にプランを把握できたが、上部を著しく削平されており壁は

下端部をごく一部に残すのみである。壁溝は確認できない。床面は全体に平坦に整つており目立った

硬化部はない。柱穴は床面レベルで認識できず、掘 り方底面からも検出されなかった。

〔カマ ド〕東壁やや南寄 りに位置し、煙道方位はN-77° 一Eである。南側の袖のみ残存するが、

地山土を掘 り残 して利用 したようである。燃焼部底面には28× 18cmの 焼土が形成され、これを

切るように、58× 34cm楕 円形範囲が窪んでおり、支脚などの抜き取 りが行われた可能性がある。

煙道は全長 1.2111、 比較的急な角度で下 り、開口部径31× 28clllの 煙出し部でさらに一段低 くなる。

埋土は、煙出し部底面に炭化物層が堆積後、煙道内に黒掲色土がたまり、さらに煙出 し部を塞

ぐように天丼部の地山ブロック層が崩落 している。堆積状況から、煙道部構築方法は くり抜 き

式と考えられる。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と思われる。

〔出土遺物〕117～ 122・ 409。 (第 55。 56図 、写真図版40)遺物量は少なく、土師器1645g、 須恵

器367g出土し、土師器ネ 1点・甕 2点、須恵器杯 2点 ・瓶 1点、砥石 1点、計 7点 を掲載 した。住

居北側からの出上が多い。117～ 119は、非黒色処理の土師器ネで、内面を磨き黒色処理したものは、

小片も出土していない。奏は2点 とも非ロクロ成形である (120。 121)。

住居跡10(第 23図、写真図版16)

〔位置・検出状況〕Al区南半北部、Ⅱ C14sグ リッドに位置する。地山黄褐色シル ト (Ⅳ層)上面

において、住居跡 1の北西隅に重複する不整形な暗掲色上の広がりとして認識。おおむね長方形の範

囲であることが把握されたことから住居跡に類する遺構と判断し精査に着手した。

〔規模・形状〕平面形は4.7× 3.3mの 隅九長方形である。検出面から床面までの残存深度は26cm前後

である。

〔埋土・堆積状況〕床面を覆っているのは木炭片を比較的多く含む黒褐色土である。この上位には周
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囲から流入したと思われる黒褐色土が堆積し埋没を終えている。埋上の上半は地山上のブロックを多

く含み責味を帯びる。

〔壁・床面・柱穴など〕壁は本来四辺で良好に残存していたと見られる。だが、重複している本遺構

の存在に気がつかないまま住居跡 1の精査を行い、南東隅部の壁を壊してしまった。平面図に示した

推定線 (破線)は土層断面の観察から復元したものである。壁面は下端が内湾して床面へと連続し、

それ以上ではほぼ直線的にややタト傾 して立ち上がっている。床面上では壁溝は認められない。住居掘

り方は北・西・南壁の下が深く掘られている。床面は、カマ ド手前の北東部から中央部にかけての範

囲が、周囲に比してやや高く硬 く締まっている。柱穴は床面レベルで認識できず、掘り方底面からも

検出されなかった。

〔カマ ド〕北壁、やや東寄 りに直径56clllの 焼土が形成される。焼上の焼成はよく、中心部に硬化し

た範囲が認められた。煙道部は確認できなかったが、住居床面付近まで削平をうけているため、これ

も消失した可能性があリカマドと判断した。袖土も残っていなかったが、焼土の西側には礫が埋め込

まれており、袖の構築材と考えられる。さらに焼土上面には被熟した礫が散在 していたため、カマ ド

袖と天丼部は、礫を構築材として利用していたことが推測される。

〔重複〕南東隅部で住居跡 1を 、西半部で住居跡12を 切っている。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (10世紀)と 思われる。

〔出土遺物〕123～ 130。 (第 56図、写真図版40・ 41)本遺構単独で土師器1885。 9g、 須恵器35。 lg、

住居 12と の重複範囲で土師器2943.6g、 須恵器507g出土しており、土師器杯 5点 ・甕 1点、須恵

器瓶 2点、計 8点 を掲載した。遺物が集中する範囲は認められず、住居内に散在する。重複する住居

1と 住居12の遣物も埋土中に混入していると考えられ、本遺構に伴うものかはっきりしない遺物が

多い。その中でも出上位置が明確で遺構の時期を判断することのできる遺物は、住居壁際と貯蔵穴内

から出上した土師器杯 (124。 126)で、これらは他の住居跡のものと比べ底径 4 cm台 と小さく、器

高も2 clll台 と低い。

住居跡11(第24・ 25図、写真図版17)

〔位置・検出状況〕Al区南半西部、Ⅱ C12sグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上面

において不整形な暗褐色土の広がりとして検出、精査を進める過程で複数の住居跡が重複している地

点であることが確認された。本住居跡はそのうちの一つである。

〔規模・形状〕平面形は4.4× 4.2mの隅九方形である。検出面から床面までの残存深度は40cm前後で

ある。

〔埋土 。堆積状況〕床面からは上屋構築材とみられる炭化材が出土した。東半部に特に多く、南東隅

部から内側に向かって倒れこんだような状態の棒状の炭化材も認められた。壁直下には流入した黒褐

色土層 (3層 )が堆積し、その後、地山土ブロックを多く含む土 (2層 )が床一面を覆っている。そ

の後再び黒掲色土が流入し埋没を終えている。

〔壁・床面 。柱穴など〕直線的に外傾する壁が四辺で良好に残存する。壁溝は床面レベルでは認識

できなかった。竪穴の掘 り方は、壁直下から内側に向かって幅約 lmほ どの範囲が床面中央部よ

りも一段深 くなっている。床面の中央部では地山土層を削って平坦面が設けられ、壁際の掘 り方

の低みはこれに連続するよう埋め均されている。床面は全体にやや小起伏が目立つ。カマ ド手前

の北東部から中央部がやや高 く硬 く締まっているのに対 し、南・北・西壁際は低 くやわらかい。

カマ ドの右脇 (東壁中央)に は貯蔵穴とみられる円筒形の上坑を伴っている。この土坑の右側に
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は さらに 2つ の落 ち込 みが連続 して認 め られるが、埋上 の様相 か ら上屋倒壊時 に床面が え ぐれた

痕跡 とお もわれ、本来 は北東隅 (カ マ ド左脇)に検 出 された小土坑 と対 になって上屋 を支持 した

柱穴であった可能性が高い。

〔カマ ド〕東壁の北寄 りに設置され、煙道方位はN-90° 一E、 真東を向く。袖は地山土を使用して

構築されており、礫を立てた状態で並べ芯材として利用している。燃焼部底面には36× 40cmの 焼土

が形成され、焼成が良く硬化する範囲も認められる。焼成面の上には灰層・炭化物がのる。また焼土

を切るように奥壁側に10cm程度の小穴があり、支脚の抜き取り痕の可能性がある。煙道は全長1.12m、

住居壁際から開口部径33× 32cmの 煙出し部へ向って緩やかに立ち上がる。煙道の構築方法はくり抜

き式で、天丼・底面とも地山が被熱している。埋土は焼土ブロック・炭化物を混入する黒褐色土が、

煙出し側から流入する。

〔重複〕北東隅およびカマ ド煙道部が住居跡12を切 り、また、北西隅部が住居跡13の カマ ド煙道部

を切つている。

〔遺構の時期〕出土遣物から平安時代 (9世紀後半～10世紀)と 思われる。

〔出土遺物〕131～ 162・ 379。 (第 57～ 59,73図、写真図版41・ 42・ 51)土師器16177.4g、 須恵

器172.9g出土し、土師器杯21′点 (う ち刻書 2点・墨書 1点 )・ 高台付杯 2′点・甕 7′点、須恵器瓶 2点、

鉄製品 1点、計33点掲載 した。カマ ド周辺と貯蔵穴内、とくにこれらの埋土上部に遺物が多い。カ

マ ド煙出し部には倒位で甕 (159)が出土している。土師器杯類は、ミガキ後黒色処理されるもの

(131～ 135)と 、ロクロ成形のみのもの (136～ 150)と があるが、後者が多 く、図化していない小

片もこれの破片が非常に目立った。ロクロ成形のみの郭は、比較的湾曲しているものが多く、143の

様に器面にキズがある個体もあり、全体的に粗雑な成形に感じられた。152と 153は 高台付杯である

が、両者とも高台部分が剥がれ欠損している。甕類 (154～ 160)はロクロ成形のものが大半を占め、

156は胴部下半、内外面にタタキロがはいり北陸型の奏である。

住居跡12(第 26・ 27図、写真図版18)

〔位置・検出状況〕Al区南半中央部、Ⅱ C13sグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上

面において不整形な暗褐色土範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は6.3× 5,8mの方形である。検出面から床面までの残存深度は22clll前後である。

〔埋土・堆積状況〕壁際には崩落土と見られる地山ブロックが堆積し、その上に自然の流入土が覆い

漸次埋没した様子が観察される。

〔壁・床面・柱穴など〕壁は四辺とも一部を失っており部分的な残存である。やや内湾しながら外傾

して立ち上がる。壁溝は床面レベルでは認識できなかった。竪穴の掘り方は、カマ ドのある東壁中央

部を除き、壁直下から内側に向かって幅約 lmほ どの範囲が床面中央部よりも一段深くなっている。

床面の中央部では地山砂質土層を削って平坦面が設けられ、壁際の掘 り方の低みはこれに連続するよ

う埋め均され、上面は全体に平坦に整えられている。南壁および北壁際からは複数の小土坑が見つか

っており、このうちPPl～ 4が上屋を支持した柱穴とみられる。また、カマドの右脇 (東壁中央付近)

には貯蔵穴とみられる土坑をもつ。

〔カマ ド〕東壁、ほぼ中央に位置し、煙道方位はN-62° 一Eである。袖は残存しておらず、燃焼部

底面には66× 52cmの 焼土が形成される。その周りを囲むように、直径10～ 30cm程度の小穴が検出さ

れた。焚き口と想定される部分にも小穴が巡るので、疑問は残るがカマ ド袖の芯材 。支脚などの抜き

取り痕と考えたい。煙道は、煙出し部の端が攪乱によって壊されており、残存長1.62m、 住居壁から
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煙 出 し部へ徐 々に下 つて到 り抜かれる。煙 出 し部 は開口部直径 40clll程度、煙道部 よ リー段 さがる。

埋土は戊・焼土 を含む黒褐色土が堆積 してお り、煙道部底面 と天丼の間は数cm程度 しかないため、天

井部は崩落 しているもの と推定 される。

〔重複〕南東部を住居跡101こ 、南西部を住居跡11に 切られている。また南東隅がわずかに住居跡 1

と重複するが、新旧関係の把握はできなかった。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

〔出土遺物〕163～ 175。 (第 59・ 60図 、写真図版42・ 43)土 師器6843.7g、 須恵器149。 lg出土し

ておリネ 5点 ・奏 5点、須恵器杯 1点・瓶 2点、計13点掲載した。これらの大半が煙出し部と貯蔵

穴内から出土している。163～ 167は内面に黒色処理される土師器イで、外面体部下端～底部にかけ

て再調整される。甕は、171～ 172が非ロクロ成形、173は ロクロ成形だが内面が磨かれ黒色処理さ

れる。170の須恵器杯は小片で器形を復元できなかった。

住居跡13(第 28。 29図、写真図版19)

〔位置・検出状況〕☆1区南半西部、Ⅱ Cllsグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上面

において不整形な暗褐色土の広がりとして検出、精査を進める過程で複数の住居跡が重複している地

点であることが確認された。本住居跡はそのうちの一つである。

〔規模・形状〕平面形は4.7× 4.5mの 方形である。検出面から床面までの残存深度は26cm前後である。

〔埋土・堆積状況〕床面上には上屋構築材の一部である可能性を持つ炭化材が少量ながら点在する。

炭化材の周囲には焼土の生成も認められ、廃絶時に焼失・倒壊したものである可能性が高い。埋土の

主体は黒掲色シルトで、床面の上位は地山土のブロックを多く含む土層とあまり含まない層に交互に

覆われ、漸次堆積が進んで埋没を終えたものとみられる。

〔壁・床面・柱穴など〕やや外傾 して直線的に立ち上がる壁面が四辺で良好に残存する。柱穴および

壁溝は、床面レベルでは確認されなかった。掘 り方は北東・南東隅部と西辺南部壁際などが中央部よ

り深く掘られている。中央部では床面は地山を平坦に削り出して設けられており、掘 り方が埋め均し

て設けた壁際のそれに比して硬 く締まっている。床面上面は全体的に平坦に整っているが、わずかに

西側に向かって傾斜している。掘 り方の精査で柱穴状の小ピットが複数検出されているが、上屋を支

持する主柱穴の特定には至らなかった。

〔カマ ド〕東壁やや南寄りに位置し、煙道方位はN-90°一E、 真東を向く。カマ ド袖は残存 してい

ないが、カマド周辺に橙～白色の粘土が焼土ブロック炭化物を混入し散在しており、カマドを燃焼部

袖・天丼部を構築するために使用された可能性がある。燃焼部底面には50× 40cmの焼上が形成され、

焼土面の上には灰層がのる。煙道は、その大半を重複する11号住居跡によって壊されており、残存

長0.43mで ある。埋土は黒掲色土を主体としており、天丼や壁が被熱したブロックも崩落する (11層 )。

その上位層に甕が横たわって出土しており、煙道部埋土中に地山ブロック層が含まれないことも合わ

せて考えると、煙道部の構造はくり抜き式ではなく、甕を利用して天丼部を構築していた可能性があ

る。

〔重複〕カマド煙道部が住居跡111こ 切られている。また東部の埋土上部が溝跡 2に切られている。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

〔出土遺物〕177～ 191・ 370～ 372・ 410。 (第 30。 61・ 75図、写真図版43・ 44・ 51・ 52)土

師器3913.lg、 須恵器39。 2g出上 し、土師器杯 4点 ・高台付 1点・甕 7点 、須恵器杯 2点 ・

瓶 2点、粘土塊3点、砥石1点、計20点 を掲載した。カマド周辺から南側に遺物が多く出土する。土
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師器杯は内面が黒色処理 されるものが 1点でその他はロクロ成形のみ、甕類 は非 ロクロ成形が 2点、

残 り4点が ロクロ成形 されている。 182は 上述の とお りカマ ド煙道部 よ り出上 し、本遺構煙道 を切

る住居跡 11内 の破片 と接合 している。

住居跡14(第30図、写真図版20)

〔位置・検出状況〕Al区南半北西部、ⅡC9qグ リッドに位置する。調査開始当初に設定した ト

レンチ内において、地山責褐色シル ト (Ⅳ層)上面に広がる暗褐色土の広が りとして検出した。

直線的なプランの一部が認められ、炭化物や土器細片などが出土 したことから住居跡と推定 し精

査着手した。

〔規模・形状〕住居の本体は2.9× 2.5mの 方形。南壁中央に方形の張り出し部を持ち、全体が「凸」

の字状を呈する。検出面から床面までの残存深度は1 6cm前後である。

〔埋土・堆積状況〕床面は焼土ブロックと炭化物を多量に含む黒褐色シルトに広 く覆われている。炭

化物は中央部ほど多く壁際に少ない。中央部の炭化物には上屋構築材の一部と思われる大き目の炭化

材が散見されることから、焼失した住居跡である可能性が高い。この上位に周囲から漸次流入した暗

褐色上が堆積し埋没を終えている。

〔壁・床面 。柱穴など〕壁はややタト傾 して直線的に立ち上がる6四辺が残存するが上部は削平を受け

ているものと思われる。南壁の張出し部は1.2× 0,7mの 概ね方形を呈し、底面は住居床面より10cmほ

ど高く、東額Jが皿状にくぼむ。張出し部底面から住居床面を連続して覆う土層 (a―a'の 3層 )力S認

められることから、廃絶直前まで開口した状態で本体に付属していた施設とみられる。床面は平滑で

よく整っている。壁直下が浅い小溝状に低 くなる箇所もみられるが明瞭ではない。柱穴も床面上では

認められなかった。掘り方の精査では北壁 。東壁の直下に溝状の掘り込みが確認され、四隅に主柱穴

とみられるピットが検出された (PP l～ 5)。

〔カマ ド〕東壁やや南寄りに位置し、煙道方位はN-78°―Eである。袖・焼土範囲は確認できず、

燃焼部内には35× 29cm楕 円形の窪みがある。この窪み内に一部に被熱した部分が断面で認められた

が (10層 )、 平面ではその範囲を確認できなかった。埋土中には炭化物や焼土ブロックが含んでいる

ことから、焼成範囲を壊して掘られた窪みと推定される。煙道は全長1.26m、 住居壁際から徐々に下

がり、煙出し部でさらに一段低 くなる。煙出し部底面には、黒褐色土と地山上が互層になって堆積し

ており (9層 )、 半裁時には底面まで掘 りきれていなかった。これより上の層にも地山ブロック層 (7

層)な ど、層中に地山土を多く含むことから、煙道部の構築方法はくり抜き式で、天丼部が崩落して

いる可能性がある。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と思われる。

〔出土遺物〕192～ 203。 (第 61・ 62図 、写真図版44)土師器5064.3g出 土し、杯 6点、甕 6点 (う

ち刻書 1点)を掲載した。須恵器は出土していない。住居床面、カマド周辺、貯蔵穴内と器形をとど

めたままの出土が目立つ。とくに貯蔵穴内底面には、土師器甕 (203)と 杯 3点 (192～ 194)が正

位で置かれていた。203の 土師器甕はロクロ成形後、内面を磨き黒色処理され、胴部外面には「×」

と刻書されている (4カ 所 ?)。 この他195の 邦がカマ ド北狽1で倒位、197の杯が住居床面に正位、2

00の上師器甕は同じく住居床面に、横位で出上している。土師器杯はいずれもミガキ後、内面黒色

処理されており、195は外面の口縁部以外、体部～底部にかけてヘラケズリが施されている。甕類は

ロクロ成形のものが多く、非ロクロの甕は2点、小形のものと、球胴状の器形である。
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住居跡 15(第31図、写真図版 21)

〔位置 。検出状況〕Al区南半北西部、Ⅱ C12pグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上

面において炭化材と焼土ブロックが広がる方形範囲として検出された。

〔規模・形状〕北壁側を失っているが平面形は方形を呈するものとみられる。計測可能な東西長

は3.3m、 検出面から床面までの残存深度は10cm前後である。

〔埋土・堆積状況〕床面はほぼ全面にわたり多量の炭化材片と焼土ブロックに覆われている。複数

の棒状材が西壁・南壁側から内側に向かって倒れこんだように出土 しており、廃絶時に焼失した

住居とみられる。全体がほぼ床面近 く削平を受けており、これより上位の堆積状況は観察できな

かった。

〔壁・床面・柱穴など〕壁は南・西辺でわずかに残るのみであり、立ち上がりの様子は観察できなか

った。床面は全体に平滑に整い、中央部のみわずかに高く硬化が認められる。床面レベルでは壁溝・

はみられなかった。南東・北西隅部には柱穴状の小ピットを持っている。

〔カマド〕東壁南寄りに33× 32cmの焼上が形成される。周囲に袖および煙道は確認できなかったが、

住居本外も壁の立ち上がりが残っていないため、これらも消失した可能性が高い。焼成面の奥 (住居

壁際)に は、これを切るように30× 23cmの 楕円形の窪みがある。窪み内には炭化物・焼土ブロック

が多く含まれていることから、支脚などを抜き取つた痕跡と推定される。

〔重複〕北壁側を溝跡 1に切られている。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

〔出土遺物〕204～ 208。 (第 63図、写真図版45)土師器976.6g、 須恵器30.6g出 土 し、土師器杯

3点・甕 1点、須恵器瓶 1点 を掲載 した。床面付近まで削平されているためか遺物量は少ない。

土師器郭204は倒位で炭化材の上に乗つた状態で出上している。これを含み、器形を復元できた郭

類はいずれもミガキ後内面黒色処理されており、ロクロ成形のみの上師器杯は小片であつた。甕

はロクロ成形である。

住居跡16(第31図、写真図版22)

〔位置・検出状況〕Al区南半北東部、Ⅱ C18pグ リッドに位置する。地山黄褐色砂質シルト (Ⅳ層)

上面において、礫を伴う焼土範囲として検出。住居跡のカマ ドである可能性が高いと判断し精査着手

した。

〔規模・形状〕削平によって西半部が失われているが概ね方形を呈するものと思われる。計測可能な

東壁長は2.4m、 検出面から床面までの残存深度は4 cm前 後である。

〔埋土・堆積状況〕全体的に削平が著しく埋土の残存は不良である。堆積上が残るのはカマドの前部

付近のみで、主体は黒褐色土だが地山ブロックを比較的多く含み黄味を帯びている。

〔壁・床面・柱穴など〕南壁東部と東壁北部で下端部が残存するのみで、壁の大半が削平により失

われている。床面はカマ ド前部が浅 くくぼむほかは平坦に整っている。土層断面の観察によれば、

カマ ド前のくぼみは住居内の堆積上が上からの圧力 (耕作機械等)に よって下方に押 し下げられた

結果生じた可能性が高 く、本遺構が本来的に持つ属性ではないとおもわれる。壁溝・柱穴は検出さ

れなかった。カマド右脇の南東隅部には貯蔵穴の可能性を持つ土坑を持っている。

〔カマ ド〕東壁やや南寄 りに位置 し、煙道方位はN-88° 一E、 真東に近い。袖は地山上で構築さ

れており、手前 (焚口側)に は芯材として礫を埋め込んでいる。天丼部にも礫が使用されており、

燃焼部上面にはこれが崩落して 3層 上面を覆っていた。天丼部の礫はよく被熟し、もろくボロボ
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口であった。燃焼部底面には、24× 22cmの焼土が形成されており、その奥 (住居壁狽1)に は支脚

として土師器甕 (213)が倒位で置かれていた。煙道は端部を攪乱により消失するが、残存長1.24

m、 煙出し部へ向って徐々に下る。煙道部天丼・底面ともよく焼けていたようで、埋土中には被

熟ブロックを多 く含む (11～ 14層 )。 地山ブロック層も崩落しており、煙道部の構築方法はくり抜

き式である。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

〔出土遺物〕209～ 214。 (第 63図 、写真図版45)土師器737g出 上し、杯 2点、甕 3点、須恵器鉢 ?

1点、計 6点 と掲載した。遣物量は少なく、カマ ド周辺から出土するのみである。杯類は内面黒色処

理 1点、ロクロ成形のみ 1点、甕はすべてロクロ成形される。213の土師器甕は倒位で支脚として利

用されていた。

住居跡17(第32・ 33図、写真図版23・ 24)

〔位置・検出状況〕Al区南半南東部、ⅢD20eグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上

面において炭化材と焼土ブロックが分布する不整形な範囲として検出された。

〔規模・形状〕南壁側が調査区外に隠れているが平面形は概ね方形を呈するものとみられる。計測可

能な東西長は5.4m、 検出面から床面までの残存深度は 6 cm前後である。

〔埋土・堆積状況〕床面はほぼ全面が多量の炭化材と焼土に覆われており、廃絶時に焼失・倒壊した

住居跡とみられる。炭化材は特に西半部で良好に残存しており、壁に対 して直交あるいは平行方向に

並ぶ様子が観察できる。全体がほぼ床面近く削平を受けており、これより上位の堆積状況は観察でき

なかった。

〔壁・床面・柱穴など〕削平が著 しいため壁の立ち上がりはほとんど確認できない。特に図示した

北壁のラインは炭化材の広が りと傾斜の変換点から判断したものであり、精査でも判然としなか

った。壁溝も検出されい。床面は全体に平滑であり、壁際に比べて中央部がわずかに高 く硬化が

認められる。内部からは複数の小 ピットが見つかっているが、主柱穴の特定はできなかった。こ

のほか壁際には直径約70cm、 床面からの深さ約2 0cmの上坑が 3基見つかつている (pp l～ 3)。

このうち北西隅に位置するpp lで は、床面直上に並列する板状材がそのまま土坑底面に連続して

落ち込んでいる様子が認められた。板状材の下位に土壌の堆積はなく土坑内面に沿って密着する

ように出土 していることから、これらの板材は開回した空間であつた土坑の上を覆って床面に敷

かれていたものである可能性が高い。

〔カマド〕東壁に設置されており、住居跡をほぼ正方形と推定すると北寄 りに位置する。煙道部の位

置は確認できなかった。住居自体が床面付近まで削平されているため、消失 してしまった可能性があ

る。袖は地山土を掘 りのこし構築している。燃焼部底面は周囲の床面より緩やかに窪み、60× 50clll

の焼上が形成される。焼成面の上には天丼部が崩落した地山ブロック層、炭化物・焼土ブロックを含

む黒褐色土が堆積する。燃焼部内の埋土と似た土が住居外側でも確認でき (6層 )ており、残存した

煙道の一部の可能性がある。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀)と思われる。

〔出土遺物〕215～ 229,380・ 381。 (第 64図、写真図版45)土師器3350g、 須恵器57.4g出上し、

土師器杯 8点 ・高台付杯 3点 ・甕 3点、須恵器瓶 1点、鉄製品 2点、計17点 を掲載した。床面付近
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まで削平されているが遺物量は比較的多く住居跡全体から出土する。甕類が少なく、ネ類が目立った。

215～ 217は内外面ともミガキまたはヘラケズリ調整後、黒色処理されており、他の住居の杯と様相

が異なる。また、土師器イ218・ 219。 221・ 225は 器高が 3～ 4 cm程度とこれらも他の住居跡に比べ

低めである。高台付杯は223・ 224共 に高台部分が高い器形を持つ。甕は非ロクロ成形 1点 とロクロ

成形 2点であ,る 。

住居跡18(第 34図、写真図版25)

〔位置 。検出状況〕Al区南半北西部、Ⅱ Cllqグ リッドに位置する。地山黄掲色シルト (Ⅳ層)上

面において土器と焼土・炭化材が分布する不整形な範囲として検出された。

〔規模・形状〕平面形は概ね方形を呈するものと思われる。計測可能な東西長は約2.8m、 検出面か

ら床面までの残存深度は 5 cln前後である。

〔埋土 。堆積状況〕ほぼ床面あるいはそれ以下まで削平を受けており、埋上の残存は断片的である。

床面上には上屋構築材の一部である可能性を持つ炭化材が少量ながら点在する。炭化材の周囲には焼

上の生成も認められ、廃絶時に焼失・倒壊したものと思われる。

〔壁・床面・柱穴など〕南壁は住居跡 3に切られ、北壁も攪乱によって失われている。全外に削平が

著しく、残存する壁も対上がりは不明瞭である。床面は平滑で目立った硬化部はみられない。壁溝・

柱穴は検出されなかった。

〔カマ ド〕東壁に設置されており、住居跡を正方形と推定するとほぼ中央に位置する。煙道方位は

N-79° ―Eである。袖は地山上で構築され南側のみ残存する。芯材として甕 (232)力漸J用 され

ていた。燃焼部底面には、37× 32cmの焼上が形成され、これを切るように直径20cm程度の小穴が

掘られている。支脚の抜 き取 り痕と推定される。煙道は全長1.2m以上、煙出し部端部と、住居壁

付近が後世のかく乱により消失するが、煙道部から煙出し部へ向って徐々に下つているようである。

埋土は黒褐色土、地山ブロック層が堆積 している。残存部が少ないため煙道の構築方法は判断で

きかった。

〔重複〕南壁を住居跡 3に切られている。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭)と 思われる。

〔出土遺物〕230～ 233・ 373。 (第 65図、写真図版45。 46)土 師器3200.7g出 土し、土師器杯 ?

1点 ・甕 3点、粘土塊 1点、計 5点掲載した。須恵器は出土 していない。カマ ド周辺部に土師器

甕類が集中する。321,232と もに非ロクロの甕で、231底部は床面に接 し置かれた状態で、胴部

～口縁部は周囲につぶれて散っていた。232は カマ ドの芯材として利用されていたものと推定され

る。30は 内外面にナデが施されているものの輪積痕の残る口辺部破片で、器種がはっきりしなか

った。

(2)竪 穴 状 遺 構

竪穴状遺構 1(第 35図、写真図版26)

〔位置・検出状況〕Al区南半中央部、ⅡD15bグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上

面において明瞭な暗褐色土の方形範囲として検出された。住居跡に類する遺構と判断し精査に着手し

た。

〔規模・形状〕平面形は2,7× 2.4mの 隅丸方形である。検出面から床面までの残存深度は50cm前後で

ある。
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〔埋土・堆積状況〕底面には炭化材が広がり部分的に焼上の生成が認められる。壁際には杭状の炭化

材もみられる。これらの上を覆うのは地山ブロックを多量に含んだ層 (5。 12層 )で、北西側から

流し込まれたように堆積 している。おそらく人為的に投げ入れられたものであろう。この時点で遺構

内は南東側が深い凹地となっている。その後凹地内には、被熱赤変した大型礫 (径 30～ 40cm)と 多

量の上器片が西側から投げ込まれ、その上位は焼土プロックと炭化物を多く含む赤みの強い層に覆わ

れる。その後も周囲からの流入土により漸次堆積が進み埋没を終えたものとみられる。

〔壁・床面 。柱穴など〕壁は四辺で良好に残存しており、わずかに外傾 してほぼ直線的に立ち上がる。

底面には地山下部の水分の多いグライ化した砂質上が露出しており、精査時には足が沈むほど軟弱で

あった。とはいえ断面観察によれば埋上の下面はほぼ水平に整っており、廃絶以前は安定した硬度を

保っていたと推測される。壁溝や柱穴は確認されなかった。掘り方は北壁東部と南 。西壁の直下が深

くなっている。

〔カマ ド〕カマドおよびそれに類する施設は伴わない。

〔重複〕なし。

〔遣構の時期〕出土遺物から平安時代 (9世紀後半～10世紀)と 思われる。

〔出土遺物〕234～ 253・ 4H。 (第 65～ 67・ 75図 、写真図版46・ 47'52・ 附編 2)土師器13298,7

g、 須恵器9808.5g出 土し、土師器杯 8点 (墨書 1′点・刻書 3′点含む)・ 把手付き土器 1点・甕 7点・

ナベ 1点、須恵器瓶 1点 。大甕 2点、砥石 1点、布片 1点、計22点 を掲載した。今回の調査におい

て遺構別出土重量が最も多い。上述のとおり土層の堆積状況に沿うようにレンズ状に遺物も出上して

おり、礫とともに投げ込まれた可能性が高い。東半部中央付近で 4層下面にのるように出土した破損

した須恵器大甕 (252)の取 り上げを行ったところ、大型の胴部破片の下から5 cm四 方ほどの布片が

出土した。蛇腹様のひだを持っている。周囲の上壌には採集不能な細片が散見され、本来はさらに大

きいものであつたと思われる。ネ類 (234～ 241)イよ、内面黒色処理されるものが多く、図化してい

ない小片もこれに準ずる。竪穴住居跡から出上している遺物に比べ、内面の磨滅が少なくミガキがは

っきりと確認できた。242は、内外面ミガキが施されており、欠損しているが体部に棒状の把手が付

く器形と推定される。甕類はすべてロクロ成形で、248は 内面が磨かれ黒色処理される。図化してい

ない小片には非ロクロの甕も存在した。

(3)土 坑

土坑 1(第 36図 、写真図版27)

〔位置・検出状況〕Al区 中央部、Ⅱ D18aグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上面

において明瞭な黒褐色上の不正形範囲として検出された。焼土・土器片も散在していた。

〔規模・形状〕平面形は不正形で、東側の113×78cmの楕円形に、57× 38cmの小さい楕円形プランが

西側に付属する。両者を合わせると133× 113c阻 である。検出面から底面までの残存深度は10cm程度

である。

〔埋土・堆積状況〕底面には部分的に焼土が形成されており、土器片・炭化物が密集する。その上に

炭化物・焼土ブロックを混入した黒褐色土が堆積する。底面が被熱していることから土坑内で焼成が

行われたと考えるが、被熱範囲は部分的で炭も粉々に砕け散在していることから、焼成後に土坑内の

ものを掻きだすような作業が行われたものと推定される。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9～ 10世紀)と 思われる。
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〔遺物〕254～ 262。 (第254図、写真図版47・ 48)土師器H32g出土し、甕類 8点 を掲載した。土

器片が剥片のように剥がれた状態で密集する (260。 写真図版17)。 甕類が多く、小片ではっきりし

ないものも多いが、非ロクロ製品がほとんどである。254～ 258は甕の口縁部で、形状・色調・胎土

などから、すべて別個体と判断した。器形を復元できた個体は258のみである。2591ま 甕胴部片で、

竪穴住居跡出上の遺物に比べ調整がはつきりとしており、磨滅が少ない印象を受けた。261・ 262は

甕底部片で、いずれも内面が剥落している。

土坑 2(第 36図、写真図版27)

〔位置 。検出状況〕Al区中央部東寄り、Ⅱ D15aグリッドに位置する。地山責褐色シルト (Ⅳ層 )

上面において明瞭な黒褐色上の楕円形範囲として検出された。焼土・土器片も散在していた。

〔規模・形状〕平面形は150× 67cIIlの東西に長い楕円形である。検出面から底面までの残存深度は10

clll程度である。

〔埋土・堆積状況〕底面の直上には地山土を多く含んだ黒褐色上が堆積 しこの上面に被熱した面が確

認される。被熱が弱く掘 りすぎてしまった箇所も多く、平面でその範囲を記録することができなかっ

たが、おそらく、遺物が出土する範囲を一回り大きくする程度に焼上が形成されており、土坑内で焼

成が行われたものと考える。この面には炭化物・土器片も散在し、その上に炭化物・焼土ブロックを

混入する黒褐色上が堆積する。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9～ 10世紀)と 思われる。

〔遺物〕263～ 267,374。 (第 254図 、写真図版48)土師器391,4g出土し、杯 1点、高台付皿 1点、

甕 3点、粘土塊 1点、計 6点 を掲載した。土坑 1同様、遺構内に剥片のように剥がれた状態の上器片

が散在していた。263は土師器杯で、内面が磨かれ黒色処理される。264の高台付皿は、住居 1や 8

で出上しているものと類似する。265～267の奏底部はいずれも内面が剥落している。

土坑 3(第 37図、写真図版27)

〔位置・検出状況〕Al区中央部西寄り、Ⅱ D13aグ リッドに位置する。地山責褐色シルト (Ⅳ層 )

上面において明瞭な黒掲色上の不正形範囲として検出された。焼土・炭化物も散在していた。

〔規模・形状〕平面形は165×80cmの南北に長い不正な楕円形である。検出面から底面までの残存深

度は5～ 10cm程度である。

〔埋土・堆積状況〕炭化物・焼土ブロック、カマ ドの煙道内にあるような被熱した土片、粘土ブロッ

クなどが、全部が混ざった状態で堆積する。底面に被熱した痕跡が確認できなかったが、形状、埋土

の状況など土坑 1と 似ており、土坑内で焼成が行われた後、焼成面もろとも中身を掻きだされたので

はないかと推定する。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9～ 10世紀)と思われる。

〔遺物〕268。 (第 254図、写真図版48)土師器が68,9g出 土 しており、内面黒色処理された土師器

杯 1点 を掲載した。遺物量は少なく、器面がハクラクした土器片は確認できなかった。

土坑 4(第 37図、写真図版28)

〔位置 。検出状況〕Al区中央部、Ⅱ D17bグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上面
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

において明瞭な黒掲色土の不正形範囲 として検出された。

〔規模・形状〕平面形は106× 70cm、 東西に長い不正楕円形である。検出面から底面までの残存深度

は1 0cm程度である。

〔埋土 。堆積状況〕底面、2層上面に断片的な焼土範囲が認められ、その上に炭化物・焼土ブロック

を混入する黒褐色土が堆積する。上坑内で焼成が行われたと判断するが、断片的に焼上が形成される

とは考え難く、おそらく被熱が弱くその他の範囲では確認できなかったものと推定される。また 1・

3号土坑同様、焼土は掻きだされてしまった可能性も考えられる。

〔重複〕なし。

〔遺構の時期〕出土遺物から平安時代 (9～ 10世紀)と思われる。

〔遺物〕269～ 271。 (第254図、写真図版48)土師器が65.2g出 土し、甕 3点 を掲載した。遺物量は

少ないが、 1層下面に器面が剥がれた土器片が散在する。掲載した3点 も、内面や割れ口が大きく剥

落している。

土坑5(第 37図、写真図版28)

〔位置・検出状況〕Al区南半西部、ⅡD12bグ リッドに位置する。地山黄褐色シルト (Ⅳ層)上

面において明瞭な暗褐色土範囲として検出された。住居跡の可能性があるものとして精査着手した。

〔規模・形状〕開口部は3.5× 2.4mの楕円形で、底面までの残存深度は52cmである。

〔埋土と堆積状況〕底面には長軸方向に沿って芝状の細い枝が敷かれている。この上には黒褐色粘土

と地山砂がラミナを形成しており (4層 )、 一定の期間、開口した状態で水性堆積が進んだことを示

している。この上位は地山ブロックを多量に含む上が投げ入れられ (3層 )、 凹地となった後は周囲

からの流入土によつて埋没が進んだものと思われる。

〔重複遺構〕溝跡 2に切られる。

〔遺構の時期〕不明である。

〔出土遺物〕土師器・土製品54.6g出土し、土製品1点 (375)のみ表掲載した。土師器は、ロクロ

成形の杯が出土しているが、小片のため図化していない。

土坑 6(第 37図、写真図版28)

〔位置・検出状況〕Al区南半北部、Ⅱ C17rグ リッドに位置する。地山責褐色砂質シルト (Ⅳ層)

上面において明瞭な楕円形範囲として検出された。

〔規模・形状〕開口部は182× 135cmの 楕円形で、底面までの残存深度は14cmで ある。南寄りの底面

が一段深くなっている。

〔埋土と堆積状況〕黄褐色土・黒褐色土・地山砂質上のプロックによる混土層で、人為的に埋められ

たものとみられる。

〔重複遺構〕西部が住居跡6に重複しこれを切つている。

〔遺構の時期〕不明である。

〔出土遺物〕なし。

(4)溝   跡

溝跡 1(第 7・ 38・ 39,41図、写真図版29)

〔位置・検出状況〕Al区南半部の北縁、ⅡC8p～ Ⅱ C19oグ リッドに位置する。地山黄褐色砂
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質シル ト (Ⅳ層)に おいてやや不明瞭な帯状の範囲 として検出された。

〔規模・形状〕検出した全長は55.Om、 幅は90～ 170cm、 深さは50cm前 後である。ⅡC16qグ リッ

ド付近で緩 く屈曲しており、西半部がN-85° ―W、 東半部がN-72° 一Eの 向きに走行する。断面観

察から本来は直立に近い壁面を有していた可能性が高い。

〔埋土と堆積状況〕黒褐色土を主体とする。通水に伴う水性堆積と周囲からの流入土により埋没した

ものとみられる。

〔重複遺構〕住居跡15を 切つている。

〔遣構の時期〕住居跡との重複関係と出土遺物から10世紀以降といえる。

〔出土遺物〕272・ 273・ 274。 (第 68図、写真図版48)土師器1218.3g、 須恵器233.7g出 土 して、

土師器杯 1点 ・甕 1点、須恵器杯 1点、計 3点 を掲載した。いずれもロクロ成形されている。住居15

を切つていることから、住居内の遺物が流れ込んだ可能性が考えられる。

溝跡 2(第38～ 40。 42図、写真図版30)

〔位置・検出状況〕Al区南半西部、Ⅱ C12r～ Ⅱ D12eグ リッドに位置する。地山責褐色砂質シ

ルト (Ⅳ層)においてほぼ明瞭な帯状の範囲として検出された。

〔規模・形状〕ほぼ南北方向に走行し、北端が溝跡 3に合流する。北半部は幅約50～ 100cm程で直線

的に走行するが、中央～南部はやや湾曲し水溜状の長楕円形の掘り込みが 2つ連結して幅と深さとも

に拡大している。北側の掘 り込みの規模は平面5,5× 3.lm・ 深さ80cm、 南側は10.2× 3.5m。 深さ60

cmで ある。南側の掘り込みより先では再び縮小 し北半部と同規模となっている。

〔埋土と堆積状況〕黒褐色上を主体とする。通水に伴う水性堆積と周囲からの流入土により埋没した

ものとみられる。北半及び南端部の溝と南部の掘 り込み部の埋土は連続することから、これらが同時

存在したものとみてよい。北側の水溜状掘込み部の底面には部分的に杭状の材やその痕跡が並ぶ様子

が観察された。隣接の上坑 5底面からは柴状の材が敷かれたように出土していることから、柵状遺構

に類するものの可能性がある。底面からはクルミ。モモ種子等も出上している。

〔重複遺構〕北端が溝跡 3に合流するが新旧関係は不明。北部で住居跡13を切 り、中央部で土坑 5

を切る。

〔遺構の時期〕住居跡との重複関係から10世紀以降といえる。おおむね中～近世か。

〔出土遺物〕275。 276・ 277・ 361・ 362・ 382。 (第 68図 、写真図版48)土 師器986.2g、 須恵器

126g出土し、土師器lTh 2点 ・甕 1点 を掲載した。土師器杯はロクロ成形のみものものと、内面黒色

処理されたものがあり、甕は非ロクロ成形である。

清跡 3(第 38・ 39。 41図、写真図版29)

〔位置・検出状況〕Al区南半部の北縁、ⅡC9r～ Ⅱ C19pグ リッドに位置する。地山黄褐色砂

質シルト (Ⅳ層)においてやや不明瞭な帝状の範囲として検出された。

〔規模・形状〕検出した全長は52.Om、 幅は30～ 50cm、 深さは30cm前後である。Ⅱ C15rグ リッド

付近でごく緩く屈曲しており、西半部がN-81° 一E、 東半部がN-73° ―Eの向きに走行する。全体

にわたり新期の暗渠が重複しており、壁上部の多くが壊されているが、下部は良好に残存 している。

断面観察から本来は直立に近い壁面を有していた可能性が高い。

〔埋土と堆積状況〕黒褐色土を主体とする。通水に伴う水性堆積と周囲からの流入土により埋没 した

ものとみられる。
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〔重複遺構〕住居跡6を切つている。

〔遣構の時期〕住居跡との重複関係と出土遺物から10世紀以降といえる。

〔出土遺物〕278。 (第 68図、写真図版48)土 師器335.2g、 須恵器38.3g出土し、土師器杯の口縁

部片を1点掲載した。ロクロ成形後内面を磨かれ黒色処理されている。
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υ       5
住居 1(aa')、 (bb')
1 10VR3/2黒褐色粘土質シル ト 10YR5/2粘土ブロックやや多量含む 上か ら押 しつぶ された
ような層 カク乱層か ?粘性・締ま り共にやや有
2 10YR3/2～ 10YR2/3黒褐色シル ト 下半分黒味強 く地山プロックやや多く含む 粘性・締まり共
にやや有
3 10YR3/2黒褐色シル ト 粘性・締ま り共にやや有
4 10YR2/2黒褐色粘土質シル ト 地山プロック少量含む 粘性有
5 10YR3/2黒褐色砂質シル ト 締ま り・粘性やや有 地山プロック大 10YR3/2黒 褐色シル ト 細
かくごく微量に混入 (掘 り方 )

6地山ブロンク砂質シル トに炭・焼土ブロック(粒径～ l mm)斑状に少量混 じる 骨片多く含む

住居1(cc')、 (dd')
1 10YR4/3にぶい黄褐色シル ト 10YR2/2黒 褐色シル トブロックごく微量混入 締ま り密 粘性
やや有 ,

2 10YR6/3にぶい黄橙～10YR5/41こ ぶい黄褐色北土 自色に近い部分含む 灰 ?粘性有 ネチ ョ

ネチ ョ

3 10YR5/3にぶい黄褐色粘土質シル ト ガ ッチ リ締まつている ツデ構築土 ※被熱部10VR5/8

黄褐色 10YR4/8

4 10YR2/2黒褐色粘土質シル ト 10YR5/31こ ぶい黄褐色粘土質シル トブロック多量 炭粒 ごく
微量混入
5 10VR4/2灰黄褐色粘土質シル トプロック層 (煙道部天丼崩落土),

610釈 4/3にぶい黄褐色シル ト 焼土ブロック (赤褐色及び黒つぽいススけた土塊)やや多量含
む (煙道天丼崩落土)

7 10YR5/8黄褐色シル ト 粘性やや有 締ま りやや密 ガ ンチ ツとは していない (燃焼部焼土 )

8 10YR2/3黒褐色シル ト 地山ブロック大混入 10YR2/2黒 褐色シル ト 細か く微量混入 (掘 り
方 ?)

0                1 :50              2m

d'

住居10

Ｔ

穐

転p囲 1

L=100 4m
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ユ
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日
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ヽ十

'       「
50        .2■

住居2 色iaう、0ギ,
l19YR4/8に ぶい黄褐色～10YR3/3暗 桐●シル ト,締革′綺I雅性弱.全体に灰白火Ⅲ原を含み
やや砂質.韓きゃすい.laは大山灰ブコンク∞雅～10mml,ゞ レンズ決に入る (玖間状,)
2 10YR3/2静色シル1締まり密:0層に1比べ貢味.(酸化のため)

e10YR3/2～ 10YR2/3黒 褐色シルト_締まり密.辣 似土ブロック地山ブロックを多離 合■
黒うぼい.

4 10YP3/2--10YRと,螂 色粘と質シルト粘性やや強.地山ブロンタ少量含む・床直付近青味
(グライイヒ).

510Y壁 /4暗褐色砂質シ″ト

0 10VR3/2暴褐色砂質ンル ト,締まり中 粘性やや説 地山ブロック大 10Y13/2黒褐色シル ト
少量漉入 (住居 1よ り多いw中央は |ほ とんど掘り方なtl
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

住居2(c―ざ )、 (d― ざ) カマ ド・貯蔵穴
1 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り'粘性共に中 地山プロック少量 炭 ごく微量含む

やや黒め
2 10YR2/8黒 褐色シル ト 締 ま り。粘性共に中 地山ブロック細か く微量 炭 (粒径と

cn)少 量 焼土ブロック (粒径～lcm)含む やや黒め グライ化
3 10YR2/3黒 褐色シル ト (黄灰色粘土大混入)粘性やや有 締ま り弱
4 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性・締まり共にやや弱 地山ブロック多量 炭・焼土プロ

ンク混入
5 5YR5/6明 赤褐色砂質シル ト 締ま り粘性共にやや弱 焼土 ?も しくは天丼崩落 3

層の粘土少 し混 じるか 5層 焼土微それ以前の炭か ?
6 7 5YR2/3極 暗褐色シル ト 締ま り粘性共にやや弱 炭・焼土ブロック細か く含む
7 10YR2/2黒 褐色シル ト やや10YR2/8黒 褐色シル トより 締ま りやや弱 粘性やや

有,炭微量 地山ブロック微量含む
8 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 締まりやや弱 粘性やや有 (地山崩落層 )

9 10YR2/3黒 褐色砂質シル ト 締ま り粘性共にやや弱 炭ごく微量 地山ブロックど

く微量
10 10YR3/1黒褐色粘土質 シル ト 締ま りやや弱 粘性やや有 大きい炭層 (径 3c溺弓)

混入 グライ化
11 10YR3/1黒 褐色砂質シル ト 締ま りやや弱 粘性やや有 炭層な し グライ化
12 10YR2/3黒 褐色シル ト 締ま り中 粘性やや弱 地山ブロック細かく少量 (粒径 5nlm)

炭 ごく微量含む 上面に被熱土部分的に残る
13 10VR2/3黒 褐色シル ト 締ま り中 粘性やや弱 地山ブロック大きく斑状に (粒径 3

側)やや多量に混入 天丼被熱土が部分的に崩落 して層下面に堆積
1412層 に似る
15 10YR2/2黒 褐色シル ト 締ま り,粘性共に中 やや グライ化 した地 山多量 10YR2/2

黒褐色シル ト細かく微量 炭ごく微量含む
16地山グライ砂層
17地山粘土質シル ト 焼土 炭 大きく斑状に入る
18 10YR4/2灰 黄褐色焼土 かたく焼ける 地山被熱
19 5YR4/8赤 褐色焼土 焼成 よい 締ま り 粘性やや弱い 地山被熱
20 5YR4/6赤褐色焼± 19層 より被熱弱くまだらに焼けている

住居2(ee')カ マ ド
1 10YR3/4暗褐色砂質シル ト (砂に近い)混入物な し
2 10YR3/4暗 褐色砂質シル ト 地山ブロックやや多量 炭・焼土微量含む
3 10YR2/3黒褐色砂質シル ト 粘性・締ま り共にやや弱 地山大量 10YR2/3黒褐色シ

ル ト斑状 (粒径～2cm)に 微量含む程度

住居2(fr)
1 5YR4/6赤褐色焼上 dd'20層 に似る
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2 遺構

お |

0               1:50              2m

住居 3(aaり 、 (bb')
1 10YR3/2～ 10YR2/3黒褐色シル ト 10YR5/3～ 10YR5/41こ ぶい黄褐色砂質シル ト(地 山)ブ ロック

(粒径10-20nm)や や多量含む 上部にやや多い 下部は地山プロック多く暗い (2層 に似 る)

粘性やや有 締ま り密
2 10YR4/2灰黄褐色粘上質シル ト～10YR3/2黒 褐色粘土質シル ト 地山ブロック (泣径～5a m)ご く

微量 粘性有 締まりやや有
3 10YR4/2灰黄褐色粘土質シル ト～10YR3/2黒 褐色粘土質シル ト 地山プロック (粒径5～ 20mII)や

や多量 粘性・締ま り共にやや密 (壁際の増横層 )

4 10YR5/4に ぶい黄褐色砂質プロックと10釈2/2黒褐色シル トプロックの混土層 上下方向に圧縮
され、薄層の重な りとなっている 上面が床面 締ま り密 .
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L=100 3m

住居 3(← f')

1 10YR3/2黒褐色 シル ト 粘性あ り(下部ほど強い)しま り弱い

地山ブロック少量細かく入る 柱痕
2 10YR3/2黒 褐色シル ト 極微量に地山プロック大量 粘性やや

弱しヽ しま り中 掘方
3 10YR2/3黒褐色シル ト 粘性中 しまりやや弱い 焼土ブロンク

少量 (粒径～2cll)炭化物微量 地山プロック少量斑状に含む

下部には暴味の強い層 (10YR2/2黒 褐色)が薄 く入る

43層 と似 るが炭化物 3層 より多い

5地 山砂質シル トブロック層に10YR2/3黒褐色シル ト極微量

被熱 したブロックも微量含む 粘性弱い、しま り中
65層に似 るが被熱ブロック入 らない

64(a)

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

住居 3(ccり 、(dd')カ マ ド
1 10YR2/3黒褐色シル ト 粘性やや弱  締ま り中  地山プロック微量含む

2地 山プロック層 下面被熱 10YR2/3黒褐色シル ト含む

3 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性やや弱 締ま り中 地山プロック 5YR4/8赤 褐色焼土プロック

大量に含む
46調 に似 るが、締ま り弱 く粘性あ り
5 10YR5/4に ぶい黄褐色粘土質シル ト 粘性やや有  締ま り弱 灰層ネチ ョネチ ョ

6 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性やや有 締ま り中 地山ブロック大量 焼土ブロック 炭化物

全体に少量まじる
7 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性やや有 締まり中 5YR4/8赤褐色焼土ブロック大量に含む

8 5YR5/8明 赤褐色焼土ブロンク層 (壁被熱土崩落層 )

9地 山ブロック層に10YR2/3黒 褐色シル ト微量入る

10■ 3層 に似る
11 10YR2/2黒褐色シル ト 粘性やや弱 締ま り中 焼土プロック少量 炭少量 4・ 6層 より粒径

大きい

12 10YR4/3に ボい黄褐色地山砂質シル ト(崩 落)炭 ごく微量含む 地山よ りやや粘性ある感 じ

13 7 5YR3/2黒褐色焼土 よく焼け硬い

14 5YR5/8明 赤褐色焼土層 地山被熱
15 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性・締まりやや弱 炭・焼上微量含む

16 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性・締ま りやや弱 炭・焼土全体に細か く多く入 る

17 5YR4/8赤 褐色焼土
18 10YR2/3黒褐色シル ト 粘性・締ま りやや弱 炭・焼土ブロック微量含む

193層 に似 る
2019層 に地山プロック少量  炭微量 (径 lcm)

21 10YR3/1黒褐色 20層 に似 るがグライ化 して青味 炭多い

22 10YR2/3黒褐色シル ト 粘性やや弱 締ま り中 地山ブロック斑状にやや多量に混入

住居 3(ee')カ マ ド
1 10YR2/3黒褐色シル ト 粘性やや弱 締ま り中 地山ブロック大量

2地 山プロック層 ややよごれて暗い

3地 山ブロック層
41層 に似 るが粘性つよい
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2 遺構

住居 4(aaり 、(bb')                 3
1 10yR2/2黒褐色シル ト 粘性やや弱 締ま りやや有 地山ブロック(粒径～5

m・)微量 炭片 (径 lcm)ご く微量含む 中心部ほど炭片多 く大きい
2 10YR2/2黒褐色シル ト(やや砂質)粘性弱 結ま りやや有 地山プロック (径

～5mm)微 量 1層 と似るが炭含まず砂質、色 も明るい

3 10YR3/2黒 褐色砂質シル ト 粘性弱 締ま り中 地山ブロック大量10YR3/2

細かく混 じる

V
74

住居 4 (cc')、 (d― ざ)カ マ ド
1 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性・締ま り共にやや弱 地山ブロックごく微量含む
2地 山ブロック層 10YR3/4暗 褐色砂質シル ト 天丼崩落土下面被熱する(75
YR4/4褐 色 )

3 10YR3/4暗 褐色シル ト 粘性やや有 締ま りやや弱 地山ブロック(やや粘
土質)(10YR3/4Π 音褐色)多量 10YR2/3黒掲色ブロック少量 焼土ブロック(75
YR4/6褐 色)多量 全体にこなれてま じる 骨片含む
4 10YR3/4暗 褐色 シル ト 粘性・締 ま り共にやや弱 焼土ブロック(7 5YR4/6
褐色)少量 炭化物少量含む
5地 山ブロック層 10YR3/2黒 褐色シル ト微量含む
6■ 1層 に似る
7 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま りやや弱 粘性弱 地山ブロック少量含む
8地山ブロック層に10YR3/2黒 褐色シル ト微量含む 下面部分的に被熱 (天丼
崩落土)

9 10YR2/3黒 褐色シル ト 締 ま り・粘性共にやや弱 焼土ブロック(7 5YR4/6
褐色)やや多量 炭化物 ごく微量 4層 に似る
10 10YRワ/3黒褐色シル ト 締ま り。粘性共にやや弱 地山ブロックやや多量含む
11 10YR2/2黒 褐色シル ト 締 ま り。粘性共に中 地山ブロックごく微量含む
1211層 に似るが、地山ブロック微量 焼土ブロック(7 5YR4/6褐 色)微量含む
焼土は、西側に多く粒径は、住居内の埋土中のものより大きい (径ユ～2cm)
13■ 7層 に似 る
14 10YR2/8砂 質シル ト しま りやや弱 粘性弱 地山ブロック微量に細かく(径
lcm)含む
16 10YR2/2黒褐色シル ト (やや粘土質)締 ま り,粘性共に中 地山ブロック
微量に細かく(径 lcm)含 む 黒味は 11、 12層 よりつよい
16 10YR2/2黒 褐色シル ト(やや粘土質)締 ま り中 粘性やや有 地山ブロック
少量含む
17 10YR2/3黒 褐色砂質シル ト 締ま り,粘性共にやや弱 地山ブロック大量
18 10YR2/3黒 褐色砂質シル ト 締ま り。粘性共にやや弱 地山ブロンク極微量
19 10YR2/3黒 褐色砂質シル ト 締ま り,粘性共にやや弱 地山ブロックやや多量
20 10YR2/3黒 褐色砂質シル ト 締ま り。粘性共にやや弱 地山ブロック大量

住居 4 (ce')貯 蔵穴断面
1 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り。粘性共に中 地山プロック微量 炭微量含む
2 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り中 粘性やや弱 地山ブロック多量含む
3 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り中 粘性やや弱 地山ブロックやや多量含む

住居 4 (f―ギ)焼土断面
1 7 5 YR5/8明 赤褐色焼土
2 10YR2/3黒 褐色シル ト 締ま り・粘性共にやや弱 シル ト床面が乱 されたも
の 地山ブロックやや多量含む

75(a)
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住居 5(aa')、 (bb')                  
ヤ

1 10YR3/2黒褐色砂質シル ト 締まりやや有 粘性弱 下面 と断続的に10YR6/3に ぶ

い黄橙 (地山シル ト?)の 薄層が入る 全体は地山ブロックごく微量含む

21層 に似 るが、下面に10YR6/31こ ぶい黄橙 (地 山シル ト?)入 らず 地山ブロック

多 くなる 炭片含む
3 10YR3/2黒 褐色シル ト 締ま り中 粘性弱 地山ブロック全体にこなれて混 じる

(少量)10YR2/2黒褐色シル ト細かく(粒径 1～ 2mm)微 量含む 砂質 1、 2層 より強い

4 10YR3/2黒 褐色シル ト 下部、地山やや多い 10YR2/2黒 褐色シル ト少量が

こなれて混 じる 砂質シル ト 絡ま り中 粘性弱い

5 10YR2/2黒 褐色シル ト 締まり・粘性共に中 地山ブロック少量含む

6 10YR3/2黒褐色シル ト 締まり,粘性共に中 2層 より粘性

つよく、地山含まないシル ト

7 10YR2/2黒 褐色シル ト 地山ブロック多量含む 締ま り中

粘性やや弱い

8カ マ ドンデ と同じ土 やや黒多いか

＼り 8ズめ

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

三 L=1003m    皇

弊
8

住居 5(cc')、 (dd')、 (ee')カマ ド

1 10YR2/3黒 褐色 シル ト 締ま り中 粘性やや弱 地山プロ

ック微量 炭 ごく微量含む
2 10YR2/3黒 褐色シル ト 締 ま り中 粘性やや弱 地山ブ ロ

ック少量 炭 ごく微量含む

32層に似るが地山ブロックやや多い 下面にわずかに被熱

ブロック含む 2層 より赤褐色

4地 山ブロック層 天丼崩落 ?地 山よりやや黒い程度 3層

より1ま 黒しヽ

5 10YR3/1黒褐色被熱ブ ロック 燃焼都より褐色強い (茶 味)

細かくやや多量入る 粘性・締ま りやや弱 地山ブロックやや

多量含む
625Y5/3黄 褐色地山ブ ロック層 被熱ブロック下部に多

く含む 天丼崩落土 燃焼部壁際は被熱 した ものが崩落

7 10YR4/2灰黄褐色焼土 かたく焼ける(3層 より)締ま りや

∞や有 粘性弱に地山または9層 が焼けたもの

8 5YR5/8焼 土 締ま り・粘性やや弱 焼成 よい 壁 もみな同

じ色 9層地山が被熱
91研R3/2黒褐色砂質シル ト 地山砂質シル ト大に1側路/2黒

褐色 (径 lcm)程度が斑状に入る 住居の掘 り方 と同じ土

10 10YR2/3黒 褐色シル ト締まり,粘性共に中 地山ブロック

やや多量含む
H10YR2/3黒 褐色シル ト 締ま り中 粘性やや有 地山ブロ

ック微量 炭 ごく微量 焼土 ごく微量含む
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2 遺構
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住居 6(aa')、 (bbり
0カ ク乱層
1 10YR4/2灰黄褐色シル ト 炭粒 (径5mmlご く微量含む 粘性やや有 締ま り密
2 10YR3/2黒 褐色粘土質シル ト 10YR6/3に ぶい黄橙粘上の小ブロック (粒径 2 5mm)
少量含む (下半～下面に多い、一部薄層なす)粘性有 締ま りやや密
3 10YR3/2黒褐色シル ト 1層 に似 るが、1層 よりやや暗 く、砂質杵びる 粘性・締ま り共
にやや有
4 10YR3/2黒褐色砂質シル トブロックと10YR3/1黒褐色粘土質シル トプロックの混土
層 前者が大半で明るい層 粘性やや有 締ま りやや密
5 10YR3/2黒褐色砂質 シル トブロンクと10YR3/1黒褐色粘土質シル トプロッタの混土
層 後者が多く、黒つぽい層
6 10YR4/2灰責掲色砂質シル トのブ ロック層 (壁崩壊土)

7 10YR3/1黒褐色粘土質シル ト 地山ブロック(10YR4/2灰 黄褐色砂質シル ト)少量含む
8 10YR2/1黒褐色粘土質シル ト しま り、粘性あ り 地山砂中
9 10YR3/1黒褐色シル トやや多量 と地山砂が斑状にまじる しま り弱 粘性中

*
を●偽

レ1004m
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

住居 6(cc')、 (d― d')カ マ ド 全体にグライ化

1 10YR2/3黒褐色砂質シル ト 締ま り中 粘性やや弱い 地山砂質シル ト全体にやや多量混 じる

下面低 くなるところに10YR2/2黒 褐色シル トプロック少量入る

2地 山砂質シル ト大量にlllYR2/3黒掲色シル トが混 じり暗くなる 10YR3/4暗 赤褐色炭ごく微量含

む 結ま り中 粘性弱
32層に似るが、10YR2/3の 量多 く、暗い

4地 山崩落層下面が被熱 側面 と同 じ色のため、おそ らく壁崩落

5 10YR3/3暗褐色シル ト締まり。舛樹生共にやや弱 地山ブロック(粒径2cn)少 量 炭ごく微量 12nLal

含む
6グ ライ化 した地山砂質シル ト層 崩落
7グ ライ化 した地山砂層 崩落

85Y3/1オ リープ黒砂質シル ト締ま り・粘性共にやや弱 グライ化 した地山大に1研R2/3黒褐色シ

ル トが細長いブロックで入る 被熱ブロックも少量含む 炭ごく微量含むが5層 より少ない

92層 と似る
10地山砂質シル トブロックの崩落層 下面被熱する所あ り

1115層 に似るが1∝ R2/3黒褐色の量多 く、焼土プロック、炭も多くなる 下面に10釈2/3黒褐色が薄

く層状に入る
12 10YR3/1黒 褐色砂質シル ト 締ま り・粘性共にやや弱 炭ごく微量 (径 2画)地山プロック(グ ラ

イ化)やや多全体に含む

13グ ライ地山崩落層
14地山グライ土多量に10YR2/3黒 褐色シル ト少量が全体に混 じる 下面やや被熱 壁崩落

15 5YR3/2暗 赤褐色焼土プロック層 天丼崩落 ?地 山が被熱 したもの

16 10YR3/2黒 褐色粘土質シル ト 締 ま りやや弱 粘性やや有 炭細かく(径 lcm)ご く微量含む

17 10YR3/1黒 褐色シル ト 地山ブロック少量 締ま り,粘性共に中

18 10YR3/1黒 褐色砂質シル トグライ化する 地山より粘性あり
19地山砂質ブロック層 地山よりややよごれ,10YR3/3暗褐色シル トを含む
20 7 5YR3/3暗 褐色焼土(カ マド側面)5YR3/3暗赤褐色焼土(燃擁部底面)
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2 遺構

一  L=100 4m
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|

住居 7(aa')、 (bb')

く 選螺牽盤 逮嫌盤二急鵞3鞠勁鉾諸土質亦ブロック
3 10YR2/2黒 褐色粘土質 シル ト 10YR3/2黒IB色シル トブロック 10VR4/2灰黄褐色～10
YR4/3にぶい黄褐色粘土質シル トブロックやゃ多量 締ま りやや密 粘性有 炭粒 (径 5mm)
ごく微量含む 全体に黒 つぽい色調以外は2層 によく似 る
4 10YR3/2黒 褐色シル ト 10YR4/2灰 黄褐色～10YR4/3に ぶい黄褐色粘土質シル トプロッ
ク (径 5～ 10mm)微量 締ま りやや密 粘性有 下面に10YR2/2黒褐色粘土質シル トの薄層
点在 床面直上層
5 10YR4/2灰黄褐色～10YR4/3に ぶい黄褐色粘土質シル ト大型ブロック (地山上、壁崩落土
塊 )

6 10YR3/2黒褐色シル ト 締ま りやや有 粘性中 地山ブロック多量含む
7 10YR3/1黒 褐色砂質 シル ト 締ま り・粘性共にやや弱 地山ブロック大 10YR3/1黒褐
色 ごく微量含む

-48-
第18図 住居跡 7(1)



― し=100 3m

Ⅳ 検出遣構と出土遺物

住居 7(cc')、 (dd')、 (ee')カ マ ド(南側 )

1 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り中 北性やや弱 地山ブロックごく微量 炭・焼土プロックごく微量含む

2 10YR2/3黒 褐色シル ト 締ま り中 北性やや弱 地山ブロック多量 焼土ブロック(5YR4/6赤褐色)多 量

斑状に混 じる 炭 ごく微量含む
3 10YR2/3黒褐色シル ト 2 5YR6/2灰 赤色粘土 (灰層 ?)全体に大含む

4 10YR2/3黒 褐色粘土質シル ト 締ま り,粘性共にやや有 地山ブロックごく微量 焼土ごく微量含む

5 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り中 粘性やや弱 地山ブロックやや多量 下部にとくに多い

6 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り中 粘性中 焼土ブロック全体にボヤー と混 じ 地山ブロック微量

7 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り中 粘性中 下面に天丼崩落か、被熱層入る その上に地山ブロック粘土

が斑状に少量 4・ 5層 の間は焼土ブロック(7 5YR5/8明 褐色)大きくプロック入る
8グ ライ化 した地山ブロック層
97層の下半 (地山ブロック層より下)1こ入 る
10 10YR3/1黒 褐色粘土質シル ト 地山砂、焼土ブロック層が交二に入 る 締ま りやや弱 粘性やや有
1110層 に似る
12 5YR5/8明 赤褐色焼± 17層被熱
13 5YR5/8明 赤褐色焼土
14 10YR2/3黒 褐色砂質シル ト 細かく少量、地 山ブ ロック大 締まり・粘性共にわるい 14・ 15層カマ ドツ

デ
1514層 より10YR2/3黒褐色砂質シル ト少ない

16 10YR2/3黒掲色シル ト 締ま りやや弱 粘性 中 グライ化 した地山多 く細かく10YR3/2黒褐色シル トが入

る,(やや多く)→ 貯蔵穴ツデ下へもぐる

1714層 に似る

住居 7(ff')カ マ ド(北側 )

1 10YR2/3黒褐色シル ト 地山ブロック微量 締ま りやや有 粘性やや有
21層に似るがやや砂質 炭・焼土ブロックごく微量含む

3 10YR2/3黒褐色シル ト 締まり中 粘性弱 焼土ブロック大きく斑状 (径 3cm)に 多量入る 地山やや多量

下面被熱箇所あり 天丼崩落 炭ごく微量含む
4地 山ブロック層 下面被熱 天丼崩落
5 10YR2/3黒褐色砂質シル ト 締ま り中 粘性やや弱 炭・焼土ブロック細かく入る 炭 (径 1～2cm)焼 土ブ
ロンク(径 lcm)少 量 地山ブロック細かく少量含む
6 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り・粘性やや弱 地山ブロック少量 被熱な し

76届に似る

嘲  96

0               1:50             2m

θ0

第19図 住居跡 7(2)
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2 遺構

■
tDF%

住居 8 (aa')、 (bれ ')

1 10YR4/3にぶい黄褐色シル ト～10YR3/3暗 褐色シル ト 粘性・締まりやや有
2 10YR3/2黒褐色シル ト～10YR3/3暗 褐色シル ト 地山プロック(粒径5～20mm)や や多量 粘性・結まり共にややお
3 10YR3/2黒褐色シル ト～10YR3/3暗 褐色シル ト 地山ブロック(粒径5～ 10nLnl多量 2層 よリプロック細か く多い カマ ド側 (北壁寄 り)に 堆積 粘性。しま り共にやや有
4 10YR2/2黒褐色シル ト 10YR3/2黒 褐色・10YR3/3暗 褐色シル トは地山ブロックの混土層 2層に似ているが黒つばい 炭粒微 粘性・締ま りやや有
5 10YR4/3にぶい黄褐色～10YR4/4褐 色砂質ブロック層 多量の炭化材 と被覆 一部焼土化 6層 よりはやや暗い

6 10YR4/3に ぶい黄褐色砂質シル ト(地山土)ブ ロック層
7 10YR3/2黒褐色～10YR3/3暗 褐色粘土質シル ト 炭粒やや多
8 10YR3/2黒褐色粘土質シル ト 住居 8(cc')、 (卜dリ カマ ド
9地 山砂質シル トブロックに10YR2/3黒 褐色シル ト極微量含む    1 loYR3/4暗 褐色シル ト 締まり。粘性共に中 地山プロック少量含む

210椒 2/3黒褐色粘土質シル ト 締ま り粘性共にややあり 地山プロック斑状に微量 天丼被熱土含
芝∫
3 10YR3/4暗褐色シル ト 締まり粘性共に中 地山プロック少量 天丼崩落被熱土含む
4 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り'粘性共に中 地山ブロックごく微量 炭・焼土ブロック細か くごく

微量含む
5 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま りやや弱 粘性中 焼土ブロック 炭化物斑状 (粒径～lcm)に 多 く含む
6 10YR2/3黒褐色シル トと5YR4/赤 褐色焼土ブロック層 斑状に混 じる 50%ずつ くらい

7 10VR2/3灰 自色粘土大 締ま り弱 粘性やや有 炭微量含む
8地 山粘土質シル トブロックに被熱土含む 壁崩落
9 10YR2/2黒褐色シル ト ススコゲと焼土プロック細かく(粒径卜 101am)大量・全体に入る

三 醤 緑 縄猪忌君砦9万ヱ監 徘 とック層 地山よりはやや黒味粘性あ り 被熱土微量含む
12 5YR4/8赤 褐色焼上
13 5YR4/8赤 褐色焼上 ツデ被熱
14地山砂質シル ト層 締ま り中 粘性弱 ,

15 10YR3/4暗 4FJ色砂質シル ト 締ま り中 粘性弱 地山ブロック少量含む
16 10YR3/4暗 褐色砂質 シル ト 15層に似るが、地山ブロック大 10YR3/4暗 褐色少量になる (掘 り方 )

0             1:50             2m
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

=全ミ

虐三三垂

'14

Ⅷ 嘉

∈

0              1:50              2m

第21図 住居跡 8(2)
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2 遺構
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型 L=1003m

住居 9(aa')、 (bも ')

1 10YR3/2～ 10YR2/3黒 褐色シル ト 地山ブロック (粒径5 101om)微

量 冶性やや有 締ま り密
2 10YR4/3に ぶい黄褐色砂質シル ト 地山再堆積 (壁崩落土?)締ま
り密 粘性やや有
3 10YR4/4褐 色砂質シル ト 地山ブロック多量 rFL入 粘性やや有
締ま り密

住居 9(cc')、 (dd')カ マ ド
110釈 2/2黒褐色シル ト 締ま り・粘性共に中 炭 (粒径 lH n)ご く微
量 地山ブロック(径5mm)微 量 焼土ブロック (径 lmm)ご く微量含む
2 10YR3/4暗 褐色地山プロック層 砂質ンル ト 天丼崩落 締ま り

中 粘性やや弱 被熱ブロック炭 ごく微含む (径5mm)
32層に似 るが、下面に被熱ブロック多く、色味あ り 天丼崩落
4 10YR3/2黒褐色シル トと地山ブロック斑状 に全体に入る
5 10YR3/2黒褐色シル ト 締まり中 粘性やや弱 地山ブロックやや

多量 炭 (桂径lcm)微量 被熱ブロック(粒径3cm)少量、全体に混 じる
6 10YR2/3黒褐色シル ト 地山ブロック 炭 被熱か ?(粒径 tcm)程

度に斑状に全体にまじる 締ま り・粘性共に中
7 10YR2/3黒褐色シル ト 大きい炭層 (木 目あ り)、 (3 5cm位の木片 )

が大量に入る 焼土ブロックも含む、締 まり。粘性共に中
8 5YR4/6焼 土 焼成ふつ う

0          1:50         2m
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― L=1004m

警空『品あ蛮潤 冷通応撃龍遊鷺穎床子角盤輪絡微量締まり密粘″性やや有
3 10YR2/2黒褐色シル ト 炭粒―炭片少量 黒つぽい 粘性有 締ま りやや有
4 10YR2/2黒 褐色シル ト 地山プロック (径 10 20mn)少 量 掘 り方埋土か ?
5 10YR3/2～ 10YR2/3黒褐色シル ト 炭 (径 5mm)ご く微量 2層に酷似 3層は さまない箇所は層界不明

晴 :掃晟ちを盆徐」,i黒褐色粘土質シル ト 粘性有 締まりやや密 土器 (カ メ片)含む

7 10VR2/2～ 10YR2/3黒 褐色粘土質シル ト 地山ブロックやや多量含む

住居 10(bb')

】II繰

"空

肇亀名勒 鶴ヽち犠幹離農纂霧1層・3層 より黒つぱい 炭粒(粒径2-51nm)ご く微量

骨恥縄握量梱亀シ好世籍董縁嬉桂専専獄地出究影艦経麗紹鰺畳§歌
:iI学ミ:チ錢雹シ″|:籍ま′懲:権篠専客i避出デgyヶ観 臀韓熱≦急ヒ材焼土
〒二議盈亮量着ピひ舟ξ規 り密 粘性やや有 地山ブロック(粒径5 10ml)多 量含む (壁溝埋土 ?)

＼

＼ !

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

d
―  L=100 4m

年月;♀R)堤艶祟象易ゲ1瑠託醜土ブロック少量粘性有締まり
壱再需、さん量君雹うルで膀 吉フ夢ぐ寒拶瑾テ懲性やや有
犠 撫う嘉熟 ∵紫線 粘性強 締ま り密 5YR3/4暗 赤掲色

焼土が上面にlcm堆積 し、硬化面を形成する
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第23図 住居跡10
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2 遺構

、 十

~ L・ 1003m

Ｉ
⑤

0        1:30       2m

0                1 ,50               2m

住居11(a穂 ')、 (bb')
1 10YR3/2黒褐色シル ト 粘性やや有 結まり密 炭粒 (径 5 10um)ご く微量含む
210報 4/?灰黄褐色シル ト 地山ブロック少量含み、黄咲 全体やや砂質 粘性やや有
締ま りやや有
3 10VR3/2黒褐色粘土質シル ト 地山ブロック少量 粘性有 締ま りやや密
4 10YR3/1黒 褐色粘土質シル ト～10YR3/2黒褐色粘土質 シル ト 地山ブロック微 量
粘性有 締ま りやや密 (掘 り方 )

-54-
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

一 L=1003m

V
134

｀‐J云/152

0               1 :50              2n

住居 11(c― ざ )、 (dd')カ マ ド貯蔵穴

1 10YR3/2黒褐色砂質シル ト 締ま り中 粘性やや弱 地山ブ ロック全体に粒で混 じる キラキラ白つぱい

10YR2/3黒 褐色シル ト 締ま り・粘性共に中 炭 (粒径 lcm)焼 土 (粒径 lcm)全体に斑状にま じりやや多量

10YR3/2黒 褐色シル ト 1層 に焼土ブロック 炭ごく微量混 じる

炭化物層

黄白色粘土層 ベチャベチヤ

10YR3/2黒 褐色シル ト 粘性中 地山ブロック微量 大きく混じる 住居12埋土 天丼部

10YR2/2黒 褐色シル ト 締ま り・雅性共に中 地山ブロック微量 細か く入る 上面被熱す る

10YR2/2黒 褐色シル ト 締ま り。粘性共に中 地山ブロックごく微量 大きい (粒径2cm)焼 土ブロックやや多量全体に混 じる 下面が被熱す るが上

部よりは弱 く、赤褐色天丼崩落 と下面の被熱あり 7層 より黒味強い

9 10YR2/3黒 褐色シル ト 締まりやや弱 粘性やや有 炭・焼土プロックやや多量 地山プロック微量

10 5YR3/1黒 褐色砂質シル ト 締ま り有 粘性やや弱 焼土グレ味強 く硬い

11 5YR3/6暗 赤褐色砂質シル ト グライ地山砂質シル トが被熱 焼成 よい

12 10YR3/1黒 褐色シル ト 締ま り中 粘性やや弱 焼土ブロック(粒径2cm)炭 (粒径Icm)全体に少量混 じる

13 10YR3/1黒 褐色砂質シル ト グライ化 した地山砂質シル トやや多量 10YR3/1黒 褐色シル ト少畳 炭細かく微量 (粒径2 3mm)境界はっき りしない

142層 に似るが炭多く、黒味強い

15 10YR3/1黒 褐色シル ト 締ま り・粘性共にやや有 グライ地山細か く微量 炭微 (粒径 lm)焼 土ごく微量 (遺物含む )

16 10YR2/2黒 褐色粘土質シル ト 締まり・粘性有 地山ブロックごく微量 炭 ごく微量 (粒径lmm)含 む
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第25図 住居跡11(2)
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2 遺構

b
― L=1004コ

― L=100 4rn

住居 12(aa')、 (cc')
1 10YR4/2灰 黄褐色シル ト～ 10YR3/2黒褐色シル ト 粘性やや有 締ま りやや有 酸化斑全体、(混入物ほ とん ど無い層 )

2 10YR4/2灰 黄褐色シル ト～10VR3/2黒 褐色シル ト 地山ブロック (粒径5～20mm)多量、全体やや砂質 粘性・締ま り共にやや有 黄色つぽい
3 10YR4/2灰黄褐色シル ト～10YR3/2黒褐色シル ト 10YR2/2黒 褐色粘土質シル ト・地山プロックの混土層 (10YR2/2黒褐色シル トが入るため他より黒つぽい
但 し4層 よりこの黒色土少ないので全体は黄味、明るい)

43層 に似るが、10YR2/2黒 褐色粘土質シル ト多く黒つぽい
5 10YR3/2黒褐色シル ト 地山プロッタ多量 (ほ ぼプロック層)壁際崩落土
6 10YR2/2黒 褐色粘土質シル ト 炭微量 (粒径歩5aln)粘性有 締 ま りやや有 (1層 を上から切る層、上位の住居10埋上の一部か ?)
7 5YR3/1黒褐色粘土質シル ト
8 10YR3/2黒褐色粘土質シル ト～10YR3/31音 褐色粘土質シル ト 粘性やや有 締まりやや密
(粒径5mmの 10YR4/4褐 色地山ブロック少量混入)(掘 り方 )

0          1:50         2nD

住居H

-56-
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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年児iく3/欅動象二移 ろ L甥墜を )粘土質シル ト 地山砂ブロック (粒径5～ 10mm)ご く微量 粘性有 締ま り
やや密

:許駐チ麟 色も志5普し抒 歴視 智薪移路モリ穆燿要種監 掘 り方埋土 ?上面が床 (土坑埋土はこれを

切つている)

4eざ の6層 と同じ 焼土層

年ξttR2携奮 湛色 シル ト 締ま り中 粘性やや弱 地山ブロックやや多量 やや層状に入るかん じ 壁の

や篤聯謙勢t鱒搾鱗撻霧畿功(靱騨藉鰤藷写筈
:坐撃Ж銭乞ぞ忌必ζ層賛斐球株抱多命色暮ど胃じで炭含むか?
6 5YR4/3に ぶい赤褐色焼土 粘性やや有 締ま り中 夜化面な し

年尾iく3/1亀名と粘土質シル ト 締ま り中 粘性やや有 下面に5YR3/1黒褐色プロック点々と入 り全体に

微量 (粒径lcm)グ ライ化 地山プロック大量

:1属鵠猪亀摺遭見里欝翡晨繰3τ島跡るご拳撃地山ブロック細かく(粒径1～ 2mm)ご く微量炭ご

第27図 住居跡12(2)
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2 遺構

0                1 :50 2m

住居 13(aa')、 (bb')
la 10YR4/2灰黄褐色シル ト 地山ブ ロック少量 粘性やや有 締ま り密 全体やや黄味炭
粒 (径5 10ШШ)ご く微量 地山ブロック (粒径5 20HI)含 む
Ib 7 5YR6/4に ぶい橙シル ト(灰 ?)ブ ロンク層 被熟によリピンク色 地山ブロック (粒径
5 20mnI)含 む
2 10YR3/2黒褐色シル ト 地山ブロック微量 粘性・締ま り共にやや有 地山ブロック(粒径
5-211mm)含 む
3 10YR3/2黒褐色シル ト 地山ブロック少量 粘性・締ま り共にやや有 地山ブロック (粒径

5‐211m4)全体黄色味含む
4 10YR3/2黒褐色シル ト 地山ブロック微量 粘性・締ま り共にやや有 地山ブロック(粒径
5セOmm1 2に よく似る
5 10YR3/2黒褐亀シル ト 地山ブロンク少量 粘性・締まり共にやや有 地山ブロック(粒径
5-20mm1 3に よく似 る
6 10YR3/2黒褐色シル ト 地山ブロック微量 粘性・締まり共にやや有 地山ブロック(粒径
520m)2・ 4に似る
7 10YR3/2黒褐色シル ト 地山ブ ロック少量 粘性・締ま り共にやや有 地山ブロック(粒径
5 2Clmm)3・ 5に似る
8 5YR5/6明赤褐色焼土ブロンク層
9 10VR2/2黒褐色シル ト 地山プロック微量 (粒径2 5mH)粘性有 締ま りやや密
10 10YR3/2黒 掲色シル ト 地山プロンク(粒径5 20mml多 量 (上か ら押されたようにつぶれて
いる)掘 り方埋土 ?
11 10YR3/3暗 褐色粘土質シル ト 地山ブロック微量 粘性やや有 締ま り密

-58-
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L=100 2m

Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

~      ~~ 9          ■じ                                                                       ~~                  。

住居13(ぃ o')、 (卜 d')、 カマ ド

1 10YR3/2黒褐色シル ト 締まり中 粘性やや弱 地山粒全体にまじリキラキラする

21層 に地山ブロック少量合む

3 10YR2/2黒 褐色 シル ト 締ま り,粘性中 10YR3/2黒 褐色シル ト大量 地山ブロック少量含む (カ マ ド6層 崩落 )

1～ 3層住居 11カ マ ド埋土土より暗み弥い

4 10YR2/3黒 褐色シル ト 締ま り。粘性共に中

5 10YR3/2黒 褐色シル ト 締まり・粘性共に中 地山シル トブロックごく微量含む

6 10YR3/2黒 褐色シル ト 締ま り・粘性共に中 焼土プロック炭 (粒径lcm)や や多量全体に含む

75層 に似 るが焼土ブロック、炭含む

8灰黄褐色粘土層 ベチャベチャに焼土ブロック入る

9 10YR3/2黒 褐色シル ト 25Y74明 黄色粘土プロック (粒径～ lcll)大量 焼土ブロック少量

10 10YR3/2黒 褐色シル ト 締ま り・粘性共にややあ り 炭化物微量 焼土ブロックやや多量

H10YR3/2黒褐色シル ト 締ま り,粘性共に中 下面に被熱プロック 層中に焼土ブロック(径 1 5cm)少 斑状に含む→天丼崩落

12 10VR2/2黒褐色粘土質シル ト 締まり・粘性やや有 地山シル トプロック斑状に入る (粒径 1 2cm)

136層 に似る

14 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り・粘性共に中 地山プロック少量 (粒径2cm)焼 土 (粒径lcm)微量 5YR6/3にぶい橙粘土ブロンク微量含む (径 3cm)

15 10YR2/3黒褐色シル ト 締まり。粘性共に中 焼土プロンク (粒径3cm)全体に含む 炭微量 (粒径 lnun)含 む

16 5YR4/8赤 褐色焼土 焼成ひ じょうに良い 灰色部分あるくらい良い

17 10YR3/2黒褐色シル ト 締ま り・粘性共に中 地山ブロック少量 2 5YR6/4にぶい橙粘土ブロック少量 下面に多い

▼ 86

長
三三三三邑SE湯

場
升76

く`ミ三::!:!:::,ラフ488
第29図 住居跡13(2)
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2 遺構

― L=1002m

01

0        1 :80       2m

住居14(aa')、 (bb')
1 10YR3/2黒 掲色シル ト 粘性・締ま り共にやや有 炭化物微量 (2と の層
界付近に多い、あるとことない とこがある、偏在 )

2 10YR3/2黒褐色シル ト粘性・締ま り共にやや有 地山プロック(粒径 5

20n14)少 量 炭化物やや多量 床直を広 く覆 う層 壁際では炭少なく、床
低 くなる
3 10YR3/2黒褐色シル ト粘性・締まり共にやや有 地山ブロック(粒径20
50mm)やや多量 南壁際と張 り出 し部の床面にみ られ る層 張 り出 し部

では1層 との層界に炭化材を含む
4 10YR4/3に ぶい黄褐色砂質 シル ト 粘性・締ま り共にやや有 地山ブロ

ック微量含む

住居 14(cc')、 (dd')カ マ ド
1 10YR2/2黒 褐色シル ト 締ま り・粘性やや有 炭 (粒径lcm)微量 地山ブロック細かく(粒径

「

2mn)微 含む
2 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り・粘性やや有 炭 (粒径 Icm)、 焼土ブ ロック (粒径lcm)全体にまじりやや多量
地山ブロック少量含む

10YR2/8黒 褐色シル ト 締ま り・粘性やや有 炭焼全体に2層 に似 るが2層 より炭焼多い →掘 りおこし?
10YR2/3黒 褐色シル ト 締ま り。粘性共に中 地山ブロック少量 掘 り方 ?
10YR2/3黒 褐色粘土質シル ト 締ま り・粘性共にやや有 地山ブロック全体にボヤー とやや多量含む
10YR2/3黒 褐色粘土質シル ト 締ま り,粘性やや有 炭 ごく微量 地山ブロック微量含む
地山粘土質シル トブロック層

83層に似るが、焼土少ない

9 10YR2/2黒褐色粘土質シル ト 締ま り。粘性やや有 地山粘土シル トと10VR2/2黒 褐色粘土質シル トが層状、
互層に堆積する
10 7 5YR3/4暗 褐色焼土
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住居跡 15

住居跡 16

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

住居 15(aa')、 (辟bり 、
1 10YR3/2黒褐色シル ト 地山ブロック(粒径5 10tul)ご く微量 炭粒 (粒

径5 10mm)ご く微量 粘性・締ま り共にやや有
2 10YR3/2黒 褐色シル ト 炭化材・焼土プ ロック多量 全体やや赤黒い

粘性有 締 ま りやや有
3 10VR4/3に ぶい黄褐色砂質シル ト 粘性・締ま り共にやや有 地山ブロ

ック(粒径1211m)ご く微量 (掘 り方 )

住居15(c‐ ')カ マ ド

1 10YR3/2や や赤味の黒褐色粘土質 シル ト 締ま り弱 粘性やや有 10

YR6/3にぶい橙粘土多 く含む

2 10VR3/2や や赤味の黒褐色粘土質 シル ト 締ま り弱 粘性やや有 焼上

ブロック全体に多 く含む
3 10YR3/2黒褐色粘土質シル ト 締ま り・粘性共に中 地山プロック細か

く(粒径2mI)全体にやや多量含む
43層 に似 るが黒味が強 く、地山ブロック少ない 炭ごく微量含む

5 5YR5/8明 赤褐色焼土 焼成良い

住居16(aa')
1 10YR2/3黒 褐色砂質シル ト 締ま り中 粘性やや弱 地山ブロック少

量 下面に沿つて波状
2 10YR3/2黒 褐色シル ト 締まり中 粘性やや弱 地山プロック少量 (粒

径 lcm)

3 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シル ト 締まり。粘性共にやや有 粒径1 2mm

の地山ブロックごく微量含む

住居16(bb')、 (cc')カ マ ド

l a― a'2層

2 10YR2/3黒 褐色シル ト 地山ブロック微量 住居1層 に似る

3aa'2層 に似 る

3'地 山ブロック少量に10YR3/2黒 褐色シル トやや多量 締ま り中 粘

性やや弱 ツデ崩落 ?
4 10YR3/1黒 褐色砂質シル ト 地山プロックグライ層 炭下部に含む 焼

土ブロックごく微量
5 10YR2/3黒 褐色シル ト 締ま り。粘性 中 地山ブロック 焼土少量を全

体に斑状に含む

6 10YR2/3黒褐色シル ト 締ま り弱 粘性やや有 白色粘土ブロック・炭少

量含む
7 10YR2/3黒 褐色 シル ト 締ま り弱 粘性やや有 自色粘土ブロックご

く微量 炭少量含む
85層 より地山ブロック多 く 焼土多い

94層 に似 るが炭焼含まない

10 5YR3/1黒 褐色地山プロック層 天丼崩落上 下面被熱

11 5VR3/1黒 褐色秒質シル ト地山プロック層 下面にやや粗い砂入る 被

熱プロック細か く少量入る (粒径 lcml

12 5YR3/1黒 褐色砂質シル ト 同 じ下面に被熱層入る 層中には被熱ブロ

ック全体に少量含む
1312層 と同 じ 12層は天丼 13層は下面の被熱か ?
14 5YR3/1黒 褐色地山プロック層 下面に10YR3/2黒鴇色地山ブロックの

少 し暗い層入 る

煙道都、締ま り中 粘性弱
1510釈2/3黒褐色シル ト結まり中 粘性やや弱 グライ化 しグレー味強い

16 5YR4/6赤 褐色焼土 地山被熱 焼成弱 く硬化面なし

17地山層

0               1:50             2m

01
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

住居 18(ddり 、(ec')カ マ ド
1 10YR3/2黒褐色粘土質シル ト 締ま り・粘性やや有 地山プロック・炭・焼土ブロック(粒径 lm a)細 かくごく微

量含む
2 10YR4/4褐色地山砂質シル ト層 締ま り中 粘性やや弱

3 10YR3/2黒褐色シル ト 締ま り中 粘性やや弱 地山粒全体に混 じる 炭焼細かく(粒径 lm)少 量含む

4 10YR3/2黒褐色シル ト 縛ま り中 粘性やや弱 地山プロックごく微量 炭・焼土プロック(粒径2と 3mm)やや多

量,全体に斑状に入る 燃焼都付近焼土ブロンク多 くなる

5 7 5YR4/4褐 色 (う すいオ レンジ褐色)砂質 シル ト 締ま り有かたい 粘性弱 焼上の上に堆積 他のカマ ドみ

たいにベチャベチャせず砂つぽい かたい

61層 と似る 地山ブロック少 し多い

7 5YR4/8赤褐色焼土 焼成良い 厚 さ8cm(下部硬化 )

住居 18(g一g')PP2
1 10YR3/2黒褐色粘土質シル ト 締ま り・粘性やや有 地山ブロンクごく微量 炭ごく微量 (粒径 ln n)

2地 山ブロック粘土質シル ト層に10YR3/2黒 褐色ブロック少量含む

3 10YR3/2黒褐色シル ト 1層 に似 るが、炭少量 (粒径か3mm)全 体に入る 地山ブロックも少 し多い 下半グライ

化する

住居18(ff')PP3
110釈 2/3黒褐色シル ト 締ま り・粘性やや有 地山ブロック大きくごく微量 炭も同じ大きさ(粒径1 2cm)で や

や多量 焼土 (粒径2 3mm)微 量
2 10YR3/2黒褐色シル ト 締ま り。粘性やや有 地山プロック細か く微量 炭 (粒径2 3mm)ご く微畳含む

3 10YR3/3暗 褐色砂質シル ト 地山ブロック大量 10YR3/2黒褐色シル ト少量 炭ごく微量 締まり中 粘性やや弱

4 10YR2/2黒褐色粘土質シル ト 締ま り,粘性共にやや有 炭 ごく微量

住居 18 PP4
10YR3/2黒 褐色粘土質シル ト 締ま り中 粘性やや有 炭ごく微量 (lmm)地 山プロックごく微量 (粒径23m)含む

住居 18 PP5
PP4と 同じだが、上部に焼土ブロックごく微含む
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2 遺構
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住居 18(a― a')

1 10YR3/2黒 褐色シル ト 地山ブロック (粒径5 20mm)微量含む 粘性・締ま り共に
やや有
2 10YR4/3に ぶい黄褐色砂質シル ト 地山プロック微量 粘性・締 ま り共にやや有

住居 18(b―b')カ マ ド
1 10VR3/1黒 褐色シル ト(やや砂質)締ま り中 粘性やや弱 地山ブ ロック斑状に
やや多量 東西に帯状にあるのでカク乱か ?
2 10YR3/2黒褐色シル ト 締ま りやや弱 粘性中 自色粘土ごく微量含む
3 10YR3/2黒褐色シル ト 締ま りやや弱 油性やや中 焼土ブロック (粒径 5Hml)全体
に入 る 掘 り返 し?
4地 山砂質シル ト層
5 10YR3/1黒褐色シル ト(やや砂幻 縮まり中 粘性やや弱 地山プロック少量含む
6 10YR3/1黒褐色シル ト(やや砂質)締まり中 粘性やや弱 地山ブロックやや多量
下面及び下部に層状に10YR2/2黒 褐色シル ト入 る
7焼± 5YR4/6赤 褐色シル ト 被熟弱め

2in

二     ⑥
PP4

PP2
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10VR3/2黒 褐色～10YR3/3暗 褐色シル ト 地山ブロック(粒径2 5mH)ご く微量 粘性やや有 締ま り密
10YR3/2黒 褐色～10YR3/3暗 褐色シル ト 地山プロック(粒径5 20mm)多量 粘性やや有 締ま り密
10YR3/2黒 褐色シル ト 地山ブロック(粒径2 5mm)微量 炭微量 焼土粒 ごく微量 赤味強 粘性有 締ま りやや密
7 5YR3/2黒褐色～7 5YR2/3極赤褐色シル ト 炭粒・焼土粒少量 (全体に入 り、赤味強)(土器・レキ等が多く入るのは3～ 4層 )

10YR3/2黒 褐色～10YR3/3暗 褐色シル ト 地山ブロック(粒径5 20nla)多 量 粘性やや有 締ま りやや有
10YR2/2黒 褐色粘土質シル ト 地山ブロック(粒径5 10mm)微量 粘性有 締ま りやや密
10YR4/2灰 黄褐色粘土質シル ト (g_r崩 落土)

10VR2/2黒 褐色粘土質シル ト 地山ブロック(粒径510m)微量 炭・焼土ブロック下面に広がる

(欠 番 )

t010YR2/2黒 褐色粘土質シル ト 地山ブロック(粒径2 5nun)ご く微量含む
H10YR2/2黒褐色粘土質シル ト 地山ブロック(粒径2 20mln)微 量含む (10層 より多い )

12 10YR3/2黒褐色～101R3/3暗褐色シル ト地山ブロック (粒径5翌 Om■l多量 粘性やや有 締まりやや有 (5層 に対比)

と37層 に似 る
と412層に似る
157層 に似 る

キω_

堅穴状遺構 1(aa')、 (bb')

ｂ
一 L=1003m

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

b

｀

翠 38

嗚開5b

黎さご 幣餞監之
甲5歩 3コ

▼
三Q

246

第35図 竪穴状遺構 1
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2 遺構

土坑 1

一   L=100 3m

七m北Ⅱ D16a

土坑 1 (a― ゴ )

1 10YR2/3黒褐色粘土質シル

21層に似 るが焼土ブロック

卜 締ま り。粘性共に中 炭 ごく微量 焼土ブロックごく微量 下面に多く入る

炭全体に混 じる 1層 より多い しか し下面には炭、土器な し
下面 に土器 ハ ク片 炭 片散 らば る

土坑 2

――  L‐ 100 3m

土坑 2 (aaり
1 10YR2/3黒褐色シル ト締まり,粘性共に中 炭化物・焼土ブ ロック少量含む (粒径～lcII)

2 5YR4/6赤褐色焼土

3 10YR2/3黒褐色シル トと地山粘土質シル トの混土 大きく斑状に混 じる

襲 _″ノう 266

送ど望蚤生=R=` 265

|〉Υ」EttKF264

0                   1:20

幸

妻 7芦 ′
256

彎
ヾ

④
馬 ⑤  淀
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土坑 3 土坑 4

十写;酔♂
lm

――  L=100 3m

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

苧 房幸

270

0/
^“

|

，３
／

＝
２６

0/

日

ω

Ｏ
ヨ

＝
コ
　

ー

功 3併
1 10YR3/3暗褐色粘土質シル ト焼土・炭粒微 (根カクランか ?)
2 10YR3/2黒 褐色シル ト～10YR3/3暗 掘色シル ト 粘性やや有 締 ま り密 炭粒 (粒径 2

5ml)ご く微量含む
3 10YR3/2黒 褐色シル ト～10YR3/31音 褐色シル ト 炭粒 (粒径520)多 量 焼土ブロック

(5 10Hun)多 量 その他 カマ ドの煙道にあるよ うな黒つぱ くススけた土片 ガ リガ リの

焼土塊など多量 自色粘土プロック(粒径20 50mll)も少量含む ゴチ ャまぜ

4 10YR3/3暗褐色粘土質シル ト

土坑 4 (aa')
1 10YR2/3黒褐色粘土質シル ト 締まり・粘性共に中 炭・焼土プロックごく微 地山プロ

ック細かくごく微 他の上坑 と同じ土だが炭・焼土ブロック少ない

2 10YR2/3黒 褐色粘土質シル ト締まり'粘性共に中 地山ブロック多量含む

0                   1:20                  2m

土坑 6

嗚阻m Ⅱ C17r

一―  L=100 4m                                    ――

土坑 6(aa')
1 10YR4/3にぶい黄褐色シル ト大量 10YR3/2黒褐色シル トやや多量 10VR5/3に ぶい

黄褐色砂質シル ト(地 山)微 量の混土層 締ま りやや有 粘性弱

土坑 5 SI-18(a一 ゴ )

1 10YR3/2黒 褐色粘土質シル ト～10YR2/2黒 褐色粘土質シル ト 地 山ブロック (粒径5

20n l)全体に微量 炭粒 ごく微量含む
2 10YR2/2黒 掲色シル ト 地山プロック(粒径5 20mm)ご く微量 炭粒少量 (目 立つ)炭
化材南半部に集中
3 10YR2/2黒 褐色シル ト 地山プロック(粒径5 20mm)多 量含む

4 10YR2/2黒 褐色粘土質シル ト地山砂ラミナ状 (水性堆積)底面の柴状の材を覆つて

いる (モ モ種子、クル ミ出土)

0            1:40            2m
卜

飲も
発憲

第37図 土坑 (2)
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W 検出遺構と出主遺物

439図 溝跡 (2)
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2 遺構

i―

―
|一三「311る 札 1“

b)

北 mm 名 1佃

９
彰
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溝跡 1

a 
・ L=100.2m

溝跡 3

a,L〒
10d3m

】:隅務篠藍把鼈笙.路響与塊亀雙縣 ゼ蕩遜建築衰糸が全角韓じる触鈴■
3 10YR2/2黒褐色シルト,締まり中粘性やや在 ●は4層 と似る
42層 |に似ながシルィトの量多く―、色喜味強いと腐食木片細力ヽくごく微量含む.

5 10YR3/環 鵜色地山砂質シルト大量にloYR2/2黒 褐色シルトブ●ックやや多量含む,綺まり中粘性やや弱
6215釈3/1暗赤灰色地山砂:崩落層!

ξ麟 鳥鞠 辮瓢営捨悟酸‰ ‐

rV 検出遺構と出土遺物

1                    1:49                   2�

b
―――・ L=100.3れ

a

bi

判 秘 騒 シル齢 陥 締ま′やや務 凹 ヒ斑多(勒 �剪・媚 )

'10YR3/2黒

褐色シルト地山抄多量含む_

晴
棄

】提粂魂冨罐皇繋 ,堰 線 鵜 守
彗詈と帝忌薇最鬱 打ヒ猫性布締詢 韓3 10YR3/1黒 福色粘主質ツルト.地中粘土ブ0ンク9

第41図 溝跡 (4)
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2- 遺構

濤跡 2

a
-・  L=100.3m

b
―――・ L=100.3m

C
―――。 L=100.3111

a

解賜応2 ●―どう
0カ タ乱.(ト レンチ)

1 10YR3々黒鶴色ンル ト粘性有.縦まりやや有
?10YR3/2黒 桐色粘土質ンルト粘性有 締まりやや有 地山ブ亡ック(粒径10 20mm)微 畳含む

溝跡P SD02(b→り
1 10YR4/31こぶい責褐色ンルト～10Y鼈/4衝色シルト.旧耕作土(現状?).綺ますやや密 粘性やや有
2■ 1.OYR3/2黒褐色シルト酸化斑発道雅牲やや有.締まりやや密.全体赤味_

2b10YR3/2慕 褐色シルト粘性有 締ま,やや有 グライイとによりやや誓味
32b層に地山プロック少含む!

溝跡 2 1coり
la Wミル ト.2とに同 じ

lb bベル ト.2bに 同 じ

2 10YR3/2黒褥色粘土質ッ・ン ト.粘性有.繕まりやや有 底面に続並ぶ ォ‐|,�ミなど出土

d' 渤 2  Cddl)
1 10YR3/2黒 褐色シルト粘性有「締まり塔l全体にややグライ化.青味.

21層 に地山プロッタ徹径2■loM4j微 量.粘性やや有締まりやや密
,〕露に似る地山プロッタ2層 よりやや多量粘性やや有 締まりやや密―

C

1                   1:40                  2厳
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

遺   物 (第34～ 45図、写真図版28～ 34)

今回の調査では、土器 (土師器・須恵器・縄文～弥生土器 )。 土製品・鉄製品 。木製品 。石器・石

製品が出土 した。以下種類ごとに記載する。

(1)土師器 ・須恵器

遺物の大半を占めてお り、出土量は大コンテナ (40×30× 40cm)10箱程度、重量は土師器127,543.4

g、 須恵器20,258.4g、 合計147,801.8gで ある。

①土師器

器種は杯・高台付杯・高台付皿 。鉢・甕・把手付 き土器である。計234点 を掲載 した。

(郭 〉

lThは 108点掲載 した。大半がロクロ成形によるものだが、一部に非ロクロ成形の可能性を持つもの

も見られる。

ロクロ成形の杯 (103点 )は、器面を磨いた後に黒色処理されたもの (62点 )と 、ロクロ成形のみ

のもの (41点)と に分かれる。

内面が黒色処理された土器は59点 である。法量は口径H.7～ 16.4cm、 器高3.7～ 6.7cm、 底径4.2～

7.6cmで、大半が口径13～ 1 4cm台 、器高 4～ 5 cm台 、底部 6 clll前 後に収まる。法量がこれよりも小 さ

い杯は住居跡17の 218・ 219のみである。器形は、体部が丸みを帝びて立ち上がるものが多いが、直

線的に立ち上がるものが若干含まれる。内面はミガキが施され (297除 く)、 外面はロクロ成形のみ

の場合が多い。再調整されている個体は全体のうち18点のみで、体部下半～底部にかけて手持ちま

たは回転台を用いたヘラケズリが施されている。再調整されたものは住居跡 2(4点 )と 住居跡12(5

点)か らの出土が目立つ。

内外面 ともに黒色処理 された土器 も3点 出土 した。いずれ も住居跡17よ り出土 したものである

(215～ 217)。 内面のみ黒色処理される土器とは器形 。調整が異なっている。器形は口径に対 して底

径が大きく、底部と胴部の境界が不明瞭で内湾 して立ち上がる。また、ロクロ成形後に内外面のほぼ

全体に再調整が施されている。内面のミガキはやや幅の広い工具が用いられ、ナデ状の痕跡 として観

察される。

黒色処理されないロクロ成形のネは、基本的に底部切 り離 し後の再調整が施されない。法量は口径

10.5～ 16.lcm、 器高2.6～ 6.8cm、 底径 3.8～ 7.Ocmである。口径は1 8cm台 、底径は 5 cm台 に集中がみら

れる。器高は 3～ 5 cmの 間とややばらつきがある。口径 1 3cm未満の小 さいものは住居跡 11・ 12・ 17

から出土 している (124・ 126・ 136・ 139・ 142・ 144・ 221・ 225)。 体部が九みを帯びて立ち上が

る器形のものが大半だが、大きい個体には体部の九みが若干弱 くやや直線的に立ち上がるものが認め

られる。また器高が低い個体には、口縁端部がわずかに外反するものや、厚い底部が体部下端からや

や突出するもの、器壁の立ち上が りが直線的なものなど、器形に多様性が認められる。

非ロクロ成形の可能性があるもの (ロ クロ成形の痕跡が確認できないもの)は 5′点のみである (3・

59。 99,195。 230)。 このうち59は手捏ねによる小形の杯で、通常の杯とは形態が異なる。230は

輪積み痕が明瞭に観察されることから非ロクロ成形と判断した。 3・ 99・ 195は ミガキ・ケズリ・ナ

デなどの調整が内外面に入念に施されているため、ロクロ成形の痕跡の有無を確認できなかった。器

形からみれば 3・ 195は本来ロクロ成形によるものである可能性がある。
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3 遺物

〈高台付杯〉

黒色処理される個体 3点 (内外面 1点 ・内面 1点 )、 ロクロ成形のみの個体 6点、計 9点 を掲載 し

た。口縁部から底部まで残存 しているものは 1点 (189)のみで、高台部の高さ l clll程度、器形は九

みを帯びて立ち上がる。238と 294の 高台は、189と 同様に高さ l cm以 下と低いが、2241よ 3 cm程度 と

高 く、223も 高い台を持つと推測される。222は 台部が欠損するが底部から口縁部まで残ってお り、

器形は189に比べ開いて、直線的に立ち上がる。

〈高台付皿〉

5点出上 し全て掲載 した。うち 3点が住居跡 1か らまとまって出土 している。全体形状をのこす個

体は 1点のみ (5)で、口径は13.2cm、 底部は6.Ocmで ある。残存部から復元される他の個体の法量

も同程度 と考えられる。非ロクロ成形で、外面はヘラナデまたはヘラケズリ、内面はミガキまたはナ

デが施される。■ 6を 除き内面が黒色処理されている。

〈鉢・ナベ〉

鉢は 3点 (22～ 24)掲載 した。すべて住居跡 1か ら出上 した。法量・器形には個体差があるが、

成形・調整方法は共通 している。非ロクロ成形後、外面はヘラケズリ、内面はヘラミガキののちに黒

色処理される。250の ナベは24の鉢 と器形が似るが、ロクロ成形によるものであり、黒色処理はなさ

れない。

〈甕〉

非ロクロ成形のもの51点、ロクロ成形のもの55点、計 106点 を掲載 した。

非ロクロ成形の甕は、口径が11～ 1 5cIII程 度、器高 1 5cm以 下の小形のもの (14・ 15・ H3。 118・

198他 )と 、口径 1 7cm以上、器高20cm以上のいわゆる長胴甕 (10～ 12・ 80,81・ 86・ 120他 )と に

分けられる。器面調整は両者類似 してお り、内面がハケメ (一部にヘラナデ含む)、 外面はハケメま

たはヘラナデ、ヘラケズリが施される。16・ 18。 199イよ頚部～胴部が膨 らむ球胴状の器形をもつが、

同様の調整が認められる。

ロクロ成形の甕は、口径 16.5cIIl以下、器高 1 5cm以下の小形のもの (65・ 83・ 181他 )と 、口径 17.6

～25。 5cm、 器高28～ 34cm程 のもの (計測可能個体21・ 155,200の 数値)と に分かれる。前者は、内

外面全体にロクロ成形の痕跡をよく残 し、ケズリ等の調整が見 られない (66除 く)。 底部の切 り離 し

は回転糸切 りによる。一方後者の大半は下半部にヘラケズリが施され、上半部がロクロ成形 となって

いる。胴部下半にタタキロをのこす個体 もある (61・ 249)。

100と 156は いわゆる北陸型の奏で、底部が九底、内外面 とも胴部下半～底部にかけてタタキロが

施されている。173・ 203・ 248は ロクロ成形後内面が磨かれ黒色処理されている。通常のロクロ成

形の甕に比べ口径の広 さに対 して器高が低 く、鉢に近い形態を持つ。44も 黒色処理は確認で きなか

ったが、これらと器形・調整 ともに似る。

〈把手付 き土器〉

1点のみ出土した (242)。 底部から垂直に立ちあがり、口縁部付近で屈曲して開き、鍔が付いた

ような器形を持つ。内外面とも磨かれたのち黒色処理されている。体部には把手が欠損したような痕

跡がある。

①須恵器

器種はネ・瓶類 。大甕がある。計68点 を掲載した。

(ネ 〉

16点掲載した。法量は口径13.0～ 15.2cm、 器高3.9～ 5.5clll、 底径5,1～ 7.OcIIIで ある。法量の個体差
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

は土師器に比 して小 さい。口縁～底部まで残存 している個体は 6点のみで、底部から直線的立ち上が

るもの (78,79)、 やや丸みを帯びて立ち上がるもの (118。 178・ 273・ 300)に分かれる。器高は

前者が低 く、後者が高い。79,111,118は 底部が再調整されている。

〈瓶類・大甕〉

瓶類は43点掲載 した。いずれも口縁部から底部まで器形を復元できる個体はない。大奏は 9点掲

載 したが、252を 除きすべて破片で器形の復元には至っていない。

(2)鉄 製 品

8点 を掲載した (378～ 385)。 このうち378～ 381は住居跡の埋土から出土したものである。378

は刀子、3791ま 鉄鏃の一部とみられる。380は 住居跡17の床面付近から出上したもので、錆が進んで

細部の観察が不可能であるが、全体形状から雁又鏃の可能性が高い。381も 同じく住居跡17の坦土か

ら出上した、長さ8.3clll、 幅0。 9cmの板状の金具である。裏面は平坦、表面は肥厚して、断面形が薄い

凸レンズ状を呈する。中央と両端寄りに計 3個の鋲があしらわれ、鋲の周囲は下地板の輪郭も九いふ

くらみを持つ。両端部に直径 2 mm強 のTし、中央の鋲の両脇に径 l mmほ どの孔が穿たれている。裏面中

央付近には赤色顔料の付着が認められる。

(3)木 製 品

386は 木椀の底部である。体部以上が失われ全体形状が不明である。387は 曲物の側板で、同一個

体の破片 8点 (a～ h)を掲載した。幅1 0cm前後、厚さ541mほ どの柾目材で、木日と直交する方向

に概ね l cm強 の間隔で刻目が入れられている (内面狽1を 図示)。 綴じ穴は上端から2 clll程 の所に並列

するものに加え、387aの図左端には縦方向に列ぶものもみられる。これらの木製品はいずれも、土

師器杯など平安時代遺物とともに、B2区 (南側低湿地)の トレンチ最下部から出上したものである。

(4)石 器 ・ 石 製 品

388～ 390は石鏃である。いずれも有茎。406イま石核で3点の剥片 (393・ 395。 396)が接合する。

404は表面に擦痕が観察される棒状の石製品である。405,410は 凹石である。これらは後述の縄文

時代晩期～弥生時代の上器に伴うものだろう。

407～ 409。 411・ 412は砥石である。細目の疑灰岩が主だが、粗目の安山岩 (409)も 含まれる。

平安時代住居跡からの出土が目立つ。

(5)縄文晩期～弥生時代の土器

主にAl区南半南西部の暗褐色土層から出土したものである。縄文時代晩期中葉～弥生時代の上器

(305～ 360)が 出上し、特に縄文時代晩期終末期～弥生時代前期が主体となっている。器種には、

浅鉢・鉢・深鉢 (甕形),台付鉢 (高杯形)・ 壷などみられる。下半部が暗褐色土層 (Ⅲ b層 )に埋

まった晩期中葉の土器 (346)の 上半を、弥生時代前期遺物を包含する洪水堆積層 (Ш a層 )が覆う

様子が確認されている。
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リ

回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ
亥
1書

「
紺

」

住
居

2
一

括
土
師
器

(内
黒

)
rT

h
口
縁

～
胴
部

(1
5,
0

(4
9)

2 
5Y
R3
/1

暗
褐

灰
ロ
ク
ロ

(下
端

ケ
ズ
リ

?)
ミ
ガ

キ
47

住
居

2
壁
際
床
面
。 貯

蔵
穴
上
部

,埋
土
下
部

土
師
器

イ
口
縁

～
底
部

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
47

40
40

住
居

2
貯

蔵
穴

下
部

土
師

器
邦

回
縁

～
胴
部

(1
3.
4)

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

刻
書
「
 
」

47

41
住
居

2
貯

蔵
穴

底
面

土
師

器
邦

口
縁

～
底
部

4.
55

75
YR
7/
3

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
47

34
42

住
居

2
床

面
土

師
器

甕
口
縁

～
胴
部

(1
3.
4)

2.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

34

43
41

住
居

2/
竪
穴
状

1
床

/上
部
・
下
部

土
師

器
甕

口
縁

～
胴
部

り
1,
0)

(3
24
)

5Y
R4
/3

に
ぶ
い
赤
褐

ロ
ク

ロ
→
ヘ

フ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ・

ヘ
ラ
ナ
デ

34

住
居

2/
竪
穴
状

1

床
面
・
下
部
・

上
部
/上

部
土

師
器

甕
口
縁

～
底

部
(1
96
)

10
YR
7/
6

明
黄
褐

タ
タ
キ
・
ロ
ク
ロ
→

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

不
明

ミ
ガ

キ
47

住
居

2
上

部
土
師
器

甕
a口

縁
～
胴

部
b胴

～
底
部

a(
13
,0
)

a(
4,
9

b(
10
.4
)

b7
,0

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
48

住
居

2
壁
際
床
面

須
恵

器
瓶

月同
音
[

(1
09
)

N7
/

灰
白

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
ナ
デ

48

47
48

住
居

2
下

部
須
恵

器
瓶

?
胴

部
N5
/

灰
タ
タ
キ
→
一
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
?

ナ
デ

48

48
住
居

2
一

括
須

恵
器

瓶
口
縁

(2
.3
)

N5
/

灰
タ
タ
キ

?→
ロ
ク
ロ

ロ
ク

ロ
外
面
絞
り
痕

?あ
り

48
49

46
住

居
2

一
括
・
表
土

須
恵

器
瓶

口
縁

～
胴

部
75
YR
4/
1

褐
灰

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

49
住

居
2

一
括

須
恵

器
瓶

月同
音
【

(5
,0
)

10
YR
5/
3

に
ぶ
い
黄
褐

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

51
A

住
居

2/
Ⅱ
C1

3c
一
括

/暗
褐
色
土

須
恵

器
瓶

a胴
部
・
b底

部
a(
4.
0)

b(
1,
4)

b(
88
)

7.
5Y
R4
/1

褐
灰

ロ
ク

ロ
ケ
ズ

リ
?

ロ
ク

ロ
48

住
居

2
一

括
須

恵
器

瓶
月同

言
【

(1
5,
1)

N7
/

灰
白

ロ
ク
ロ
→
回
転
ケ
ズ
リ

ロ
ク

ロ
48

住
居

3
PP
2

土
師
器

(内
黒

)
イ

口
縁

～
底
部

(1
4.
0)

75
YR
7/
6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ
キ

刻
書

?「
|」

48

※
1 

太
字
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図
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第
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出
土

遺
物

一
覧

(3
)

掲
載

番
号

遺
構

名
位

層
‐

点
． ※

地
種

別
器

種
部

位
径 ｍナ

ロ く
ｃ

編 ぐ ｃｍ
＞

離 く ｃｍ
ヶ

色
調

色
名

調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調
整

(内
面

)
備

考
図
版

真 版

写 図

住
居

3
床

面
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底

部
14
,0

5Y
R7
/6

橙
ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ

住
居

3
下

部
土
師
器

(内
黒

)
lT

h
口
縁

～
底
部

16
.4

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク
ロ
→
下
端
手

持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

刻
書
「

|」
48

住
居

3
下

部
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底
部

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ
内
面
上
部
磨
滅

54
住
居

3
上

部
土
師
器

(内
黒

)
邦

口
縁

～
底
部

(1
39
)

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ
48

住
居

3
カ
マ

ド
燃
焼

部
下
部

土
師

器
不

口
縁

～
底

部
(1
49
)

4,
7

5Y
R7
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
48

住
居

3
カ

マ
ド
袖

土
師
器

小
形
郭

?
口
縁

～
底

部
(4
.8
)

25
Y7
/6

明
黄
褐

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

住
居

3
床

面
土
師
器

甕
口
縁

～
胴
部

(1
6.
5)

(8
8)

5Y
R5
/6

明
赤
褐

ロ
ク
ロ

ロ
ク

ロ
49

住
居

3

カ
マ

ド
煙
道
中

部
・
カ
マ

ド
燃

焼
部
上
部
・
床
面

土
師
器

甕
a口

縁
～
胴
部

b胴
～
底
部

(2
2.
0)

(1
2.
8)

a7
5Y
R7
/6

b1
0Y
R4
/4

橙 褐

aロ
ク
ロ

bタ
タ
キ
→
ヘ

ラ

ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ・

ヘ
ラ
ナ
デ

住
居

3
カ
マ

ド
煙
道
中

部
・
床
面

土
師

器
甕

口
縁

～
胴
部

(1
76
)

(1
92
)

10
YR
6/
6

明
黄

褐
ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
ナ
デ

住
居

3

カ
マ

ド
煙
道
中

部
・
カ
マ

ド
燃

焼
部
上
部
・
床
面

土
師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(1
76
)

(1
4.
0)

5Y
R5
/4

に
ぶ
い
赤
褐

El
ク

El
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
ナ
デ

64
住

居
3

床
面
・
カ
マ

ド

燃
焼
部

上
部

土
師

器
甕

a口
縁

～
胴

部

b胴
～

底
部

a(
27
8)

a(
13
,4
)

b(
28
.9
)

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

,ロ
ク
ロ

ロ
ク
ロ
。
一
部
ナ
デ

(タ
タ
キ
痕
跡
な
し

)

49

住
居

3

カ
マ
ド
煙
道
中
部・

カ
マ
ド 燃

焼
部
上
部̀

貯
蔵
穴
下
部
、 底

面

土
師

器
甕

口
縁

～
底

部
14
7

7.
5Y
R5
/6

明
褐

ロ
ク
ロ

回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

3
カ
マ

ド
袖

土
師

器
賓

口
縁

～
胴
部

(1
3.
5)

(8
3)

5Y
R5
/6

明
赤

褐
ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク

ロ

64
住

居
3

下
部

土
師

器
甕

口
縁

～
胴

部
(1
22
)

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

住
居

3

カ
マ
ド煙

道
中
部̀

カ
マ
ド 燃

焼
部
上
部

,貯
蔵
穴
下
郡

須
恵

器
瓶

胴
～

底
部

(2
5,
3)

5Y
R6
/3

に
ぶ

い
橙

タ
タ
キ
→
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
・
ロ
ク
ロ

ナ
デ
→

ロ
ク
ロ

住
居

3
一

括
須

恵
器

瓶
底

部
G.
5)

2.
5Y
R5
/2

灰
赤

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

4
貯
蔵
穴
底
面

土
師
器

(内
黒

)
邦

口
縁

～
底
部

(1
2.
9)

10
YR
6/
3

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ
内
外
面
に
サ
ビ
付
着

(調
整
見
え
に
く
い

)

住
居

4
検
出
面

土
師
器

邦
口
縁

～
胴
部

(1
2.
3)

5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ

住
居

4
貯
蔵
穴
床
面
・

埋
土

中
須

恵
器

杯
口
縁

～
胴
部

(1
46
)

10
Y7
/1

灰
白

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

住
居

4
埋
土

中
土

師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(1
98
)

10
YR
6/
6

明
黄
褐

ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
→
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→
ヨ
]ナ

デ

４ 一
住
居

4
床
面
・
理
土

中
土
師

器
甕

底
部

10
YR
8/
3

浅
黄

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

4
貯

蔵
穴

底
面

土
師
器

甕
a口

縁
～
胴

部
b月

同
部

a(
14
1)

a6
2)

b●
2)

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

74
住
居

4
一

括
須

恵
器

大
甕

立 口
同 円

(1
6.
0)

N5
/

灰
タ

タ
キ

タ
タ
キ
・
一
部
ナ
デ

住
居

4
一

括
須

恵
器

大
甕

胴
部

(1
6.
2)

N4
/

灰
タ

タ
キ

タ
タ
キ
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出
土

遺
物

一
覧

(4
)

載 丹

渇 番
反
No

遺
構

名
地

点
・

層
位

※
1

種
別

器
種

部
位

口
径

(c
m)

器
高

(c
m)

離 くｃｍ
＞

色
調

色
名

調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調
整

(内
面

)
備

考
図

版
真 版

写 図

住
居

5
床

面
須
恵

器
不

口
縁

～
底

部
10
YR
7/
1

灰
白

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

5
床

面
須

恵
器

邦
口
縁

～
底

部
(1
36
)

75
GY
5/
1

緑
灰

ロ
ク
ロ
・
下
端
回

転
ケ
ズ

リ

ケ
ズ

リ
(手

持
ち

?

回
転

?不
明

)

ロ
ク

ロ

住
居

5
カ
マ

ド
袖

土
師

器
甕

口
縁

～
底
部

90
.動

94
5Y
R5
/6

明
赤
褐

ハ
ケ
メ
→
ヨ
]ナ

デ
木

葉
痕

ヘ
ラ
ナ
デ

住
居

5
2層

中
土

師
器

甕
口
縁

～
底

部
(1
7.
8)

29
,7

7.
5Y
R4
/3

褐
ハ
ケ
メ
→
ヨ
]ナ

デ
ナ
デ

?
ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

胴
部

中
央
磨
滅

住
居

5
床

面
土

師
器

甕
a口

縁
～
胴

部
b胴

～
底
部

a(
11
11
)

a(
59
)

b(
3.
6)

b(
48
)

5Y
R5
/6

明
赤
褐

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
磨
滅
す

る

住
居

5
貯
蔵
穴
底
面
・

床
面

土
師

器
甕

口
縁

～
底
部

(1
4,
9)

14
6

10
YR
8/
3

浅
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

6
床

土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底
部

(1
5,
0)

45
10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
→
下
端

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ケ
ズ

リ
ミ
ガ

キ

住
居

6
上

部
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底
部

(1
2.
6)

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク
ロ
→
下
端
回
転
ケ
ズ
リ

回
転

ケ
ズ

リ
ミ
ガ

キ
住

居
6

カ
マ

ド
支
脚

土
師

器
甕

口
縁

～
底
郡

25
7

5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

住
居

6
床

面
土

師
器

甕
胴

～
底

部
(1
76
)

(1
00
)

10
YR
6/
6

明
黄

褐
タ
タ
キ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

住
居

6
カ
マ

ド
上
部
・

埋
土
下
部

土
師

器
甕

口
縁

～
底
部

(2
0.
6)

23
.6

7.
5Y
R6
/6

橙
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

ヨ
コ
ナ
デ

ケ
ズ

リ
。 ナ

デ
ヘ

ラ
ナ
デ

住
居

6
下

部
土

師
器

甕
胴

～
底

部
⑬

.6
)

7.
5Y
R3
/2

黒
褐

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ケ
ズ

リ
ハ

ケ
ヌ

住
居

6
一

括
土

師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(2
06
)

5Y
R5
/6

明
赤

褐
ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
→
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→
ヨ
ヨ
ナ
デ

84
住
居

6
床

面
須

恵
器

瓶
立 ロ

同 Ｗ
25
YR
5/
1

赤
灰

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク

ロ
住
居

6
上

部
須

恵
器

瓶
立 口

何 円
25
YR
5/
2

灰
赤

タ
タ
キ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

住
居

6
上

部
須
恵
器

瓶
底

郡
(4
4)

5Y
R5
/3

に
ぶ
い
赤
褐

ロ
ク
ロ

'ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
住
居

6
上

部
須

恵
器

大
甕

胴
部

N3
/

暗
灰

タ
タ
キ

タ
タ
キ

住
居

6
一

括
須

恵
器

大
甕

口
縁

25
YR
4/
1

黄
灰

ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ
住

居
7

床
面

土
師
器

(内
黒

)
必

口
縁

～
底

部
75
YR
6/
6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ
住
居

7
床

面
土
師
器

(内
黒

)
イ

口
縁

～
底
部

(1
4,
8)

7.
5Y
R7
/6

橙
ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ
キ

住
居

7
カ
マ

ド
煙
道

中
部

土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底

部
14
4～

14
9

(6
.4
)

10
YR
5/
3

に
ぶ
い
黄
褐

ロ
ク
ロ
。 下

端
回

転
ケ
ズ

リ
回
転

ケ
ズ

リ
ミ
ガ

キ

住
居

7
上

部
土
師
器

(内
黒

)
杯

?
胴

～
底

部
7.
5Y
R6
/6

橙
ナ
デ
→

ミ
ガ
キ

ナ
デ

?
ミ
ガ

キ

住
居

7
床

面
・
下

部
土

師
器

甕
口
縁

～
底

部
(2
2,
2)

(3
3,
4)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ

→
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
タ
タ
キ

タ
タ
キ
→

ロ
ク
ロ

丸
底

住
居

7
下

部
土

師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(2
40
)

(1
63
)

10
YR
7/
6

明
黄
褐

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
ナ
デ

住
居

7
床

面
須

恵
器

瓶
胴

～
底
部

(1
05
)

5P
B6
/1

青
灰

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

一
部
ケ
ズ
リ・

ナ
デ

ハ
ケ

メ
住
居

7
床

面
須
恵
器

瓶
胴

部
(2
22
)

N3
/

暗
灰

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
→

ロ
ク
ロ

※
1 

太
字
は
遺
構
図
版

に
出
土
地
点
あ

り



第
4表

 
出
土

遺
物

一
覧

(5
)

載 号

掲 番
冗
訛

遺
構

名
位

層
・

占
。

小
※

地
種

別
器

種
部

位
口
径

(c
ll
l)

絲 ぐｃｍ
ヶ

略 てｃｍ
＞

色
調

色
名

調
整

(外
面

)
調

整
(底

部
)

調
整

(内
面

)
備

考
図
版

真 版

写 図

住
居

7
床
面
・
カ
マ

ド
上
部

須
恵

器
瓶

立 ロ
日 円

(2
1,
3)

N3
/

暗
灰

タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ

→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
→

ロ
ク
ロ

住
居

7
床
面

。 上
部

須
恵

器
瓶

口
縁

～
胴

部
(1
■

6)
7.
5Y
R5
/1

灰
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ
ゆ
が

み
大

き
い

住
居

7
下

部
須

恵
器

瓶
口
縁

～
胴

部
(4
,9
)

N4
/

灰
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ

住
居

7
上
部

須
恵

器
瓶

口
縁

～
胴
部

(1
3.
0)

7.
5Y
R4
/3

褐
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ

住
居

7
一

括
須

恵
器

大
甕

立 ロ
同 円

5B
5/
1

青
灰

タ
タ
キ

タ
タ
キ

住
居

8
カ
マ

ド
土
師
器

(内
黒

)
杯

底
部

(1
7)

40
～

48
10
YR
7/
3

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
ミ
ガ

キ
磨
滅
す
る
。 黒

色
処

理
部
分
的
に
残
る

54

住
居

8
カ
マ

ド
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
胴
部

(2
8)

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
ミ
ガ

キ
54

住
居

8
床

面
須
恵
器

IT
h

胴
～
底
郡

N6
/

灰
ロ

ク
ロ

回
転
ヘ
ラ
切

?ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
再
調
整

?
ロ
ク

ロ
54

40

住
居

8
床

面
土
師

器
甕

口
縁

～
胴
部

23
4

(2
6.
1)

7.
5Y
R6
/6

橙
ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→
ヨ
ヨ
ナ
デ

40

住
居

8
床

面
上
師

器
甕

口
縁

～
底
部

14
,4

5Y
R5
/6

明
赤

褐
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ヨ
ヨ
ナ
デ

ケ
ズ

リ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

→
ヨ
ヨ
ナ
デ

25
2

住
居

8
上

部
須

恵
器

瓶
胴

部
(1
0,
7)

N6
/

灰
タ
タ
キ
→

ロ
ク
ロ

ロ
ク

ロ
40

住
居

8/
住
居

7
下
部

/一
括

須
恵
器

瓶
胴

部
(1
7.
7)

10
BG
5/
1

青
灰

タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ

→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

40

住
居
8/

住
居

1
カ
マ

ド
燃
焼
部

土
師
器

高
台
付
皿

口
縁

～
脚

部
(1
22
)

5Y
R5
/4

に
ぶ

い
赤
褐

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

40

住
居

9
検

出
面

土
師

器
不

口
縁

～
底

部
(1
49
)

63
～

64
10
YR
6/
2

灰
黄

褐
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
40

住
居

9
検

出
面

須
恵

器
杯

口
縁

～
底

部
(1
32
)

42
2.
5Y
6/
1

黄
灰

ロ
ク

ロ
ヘ
ラ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
40

住
居

9
検

出
面

須
恵

器
邦

口
縁

～
胴

部
(1
30
)

(3
9

25
Y7
/2

灰
黄

ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ

住
居

9
カ
マ
ド・

検
出
面

土
師
器

甕
口
縁

～
底
部

(2
3.
1)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
]ナ

デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
?

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

住
居

9
検

出
面

土
師
器

甕
胴

～
底

部
5Y
R5
/6

明
赤

褐
ナ

デ
ナ

デ
ヘ
ラ
ナ
デ

住
居

9
検

出
面

須
恵

器
瓶

胴
部

(1
71
)

N3
/

暗
灰

タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
→
回
転
ケ
ズ
リ

ロ
ク

ロ
40

住
居

10
床

面
土
師
器

(内
黒

)
邦

底
部

42
75
YR
6/
6

橙
ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ナ
デ
状

ミ
ガ
キ

黒
色
処
理
と
ん
で
い
る

40

住
居

10
貯
蔵
穴

土
師
器

イ
口
縁

～
底
部

11
0～

11
1

2.
6～

28
46

75
YR
6/
6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
40

住
居

10
カ

マ
ド
上

部
土

師
器

邦
口
縁

～
底
部

(1
3.
7)

5Y
R6
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
40

住
居
10
'

12
重

複
部

壁
際

土
師
器

必
口
縁

～
底
部

4,
0

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙

ロ
ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
底
部
中
心
に
亀
裂

(成
形

～
焼
成
段
階
の
も
の
か

?)

40

住
居

10
,

12
重

複
郡

一
括

土
師

器
郷

底
部

(0
働

5Y
R7
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

10
・

12
重

複
部

カ
マ

ド
上

面
土

師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(1
94
)

(8
7)

25
YR
8/
4

赤
褐

ハ
ケ
メ
→

ヨ
ヨ

ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

住
居

10
・

12
重

複
部

下
部

須
恵
器

瓶
口

縁
N4
/

灰
ロ
ク

ロ
ロ
ク
ロ

※
1 

太
字

は
遺
構

図
版

に
出
土
地
点

あ
り

貿 　 蒔 ■ 朧 隷 卜 と 肝 肺 苺

― ド 岸 ω ｌ
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第
4表

 
出
土

遺
物

一
覧

(6
)

載 号

掲 番
尻
No

遺
構

名
位

層
・

占
。

小
※

地
種

別
器

種
部

位
口
径

(c
m)

絲 ぐ ｃｍ
＞

離 くｃｍ
＞

色
調

色
名

調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調
整

(内
面

)
備

考
図
版

写
真

図
版

住
居

10
,

12
重

複
部

下
部

須
恵

器
瓶

胴
～
底

部
(6
.4
)

(1
0.
6)

N5
/

灰
タ
タ
キ
→
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

砂
付
着

ヘ
ラ
ナ
デ

(ハ
ケ
メ
に
近
い

)

住
居

11
貯
蔵
穴

1

13
層

(断
面
記
載

)

土
師
器

(内
黒

)
不

口
縁

～
底

部
(1
33
)

(5
,4
)

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
・
下
端
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
?

回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ
刻
書
「
上

?」

13
2

住
居
H

貯
蔵
穴

(床
面

よ
り
上

)

土
師
器

(内
黒

)
rT
h

胴
～
底

部
75
YR
5/
6

明
褐

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

回
転
糸
切

(方
向

不
明

)

ロ
ク
ロ
→
ミ
ガ
キ

(は
っ
き
り
し
な
い

)

亥I
tt
「
■

l・
部
分
的

に
黒
色
処
理
残
る

住
居

11
下

部
土
師
器

(内
黒

)
不

胴
～
底
部

(5
.6
)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ

住
居

11
上

部
土
師
器

(内
黒

)
杯

胴
～

底
部

(2
.4
)

5Y
R7
/6

橙
ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
ナ
デ
状

ミ
ガ
キ

4

住
居

11
一

挺
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
胴
部

(1
29

(4
5)

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
ミ
ガ

キ
住

居
11

床
面

～
掘

方
土
師

器
lT
h

口
縁

～
底
部

(1
20

(5
,2
)

5Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙

ロ
ク

ロ
回

転
糸

切
(右

ロ
ク

ロ
4

住
居
H

床
面

土
師
器

不
口
縁

～
底
部

45
5Y
R6
/8

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
ロ

ク
ロ

4

住
居

11
床

面
土
師

器
不

口
縁

～
底

部
13
2

5Y
R7
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
ロ
ク

ロ
4

住
居

11
鰍

1下
部
tB
層
、 床
面

土
師

器
邦

口
縁

～
底
部

12
8

46
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
ロ
ク

ロ
4

住
居

11
貯
蔵
穴

1 
13
・

14
層

土
師

器
FT
h

口
縁

～
底

部
(1
34
)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(方
向

不
明

)

ロ
ク

ロ
胴

部
に
キ
ズ

あ
り

住
居

11
貯
蔵
穴

1 
2・

12
層

土
師

器
杯

口
縁

～
胴
部

(1
3.
6)

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ
口
縁
湾
曲
大
き
い

15
5

住
居

11
貯
蔵
穴
1 
2層

土
師
器

邦
口
縁

～
底
部

(1
2.
9

75
YR
5/
3

に
ぶ

い
褐

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
歪

み
大

き
い

住
居
H

カ
マ
ド
、 貯

蔵
六
周
辺

土
師
器

lT
h

口
縁

～
底

部
(1
5,
0)

5Y
R5
/4

に
ぶ
い
赤
褐

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

日
縁
切
れ
目
、 底

部
亀

裂
、 胴

部
に
も
キ
ズ
あ

り
(形
成
～
焼
成
段
階

の
も
の
か

?)

41

住
居

貯
蔵
穴
Ⅲ
上
部

土
師

器
邦

口
縁

～
底

部
(

75
YR
7/
6

橙
ロ
ク

ロ
回

転
糸

切
(右

)
ロ
ク

ロ
4

住
居

下
部

土
師

器
邦

口
縁

～
底
部

(
75
YR
6/
6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

上
部

土
師

器
郭

口
縁

～
底

部
(

3.
4

5Y
R6
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

一
括

土
師
器

杯
口
縁

～
底
部

(
5,
4)

5Y
R5
/6

明
赤
褐

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

一
括

土
師
器

杯
口
縁

～
底
部

(
7.
5Y
R7
/6

橙
ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

一
括

土
師
器

杯
口
縁

～
底
部

5Y
R6
/6

橙
ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

一
括

土
師

器
邦

口
縁

～
胴

部
(

(3
4)

5Y
R5
/6

明
赤

褐
ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

住
居

一
括

土
師
器

邦
胴

部
7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ
墨
書
「

?」
4

住
居
H

カ
マ

ド
2層

土
師
器

高
台
付

IT
N

胴
部

(2
2)

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

→
ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

住
居
H

下
部

土
師
器

高
台
付
不

胴
部

(2
4)

75
YR
6/
6

橙
ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(方
向

不
明

)

ロ
ク

ロ
41

15
4

住
居
H

貯
蔵
穴
1 
2層

'

カ
マ
ド
燃
焼
部

土
師

器
甕

胴
～
底
部

(1
56
)

(1
0.
0)

5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

15
5

住
居

11
床
面
・
下
部
・

カ
マ

ド
周
辺

土
師
器

甕
口
縁

～
底
部

(2
4.
3)

28
.4

(1
05
～

1l
ll
)
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
赤
褐

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

圧
痕

?
ロ
ク
ロ

※
1 

大
字

は
遺
構

図
版

に
出
土

地
点

あ
り

∞ 　 肺 彗



― ド ド 伽 ―

第
4表

 
出
土

遺
物

一
覧

(7
)

載 号

掲 番
遺
構
名

地
点

・
層
位

※
1

種
別

器
種

部
位

径 ｍヶ
口 て
ｃ

綿 ω
降 ω

色
調

色
名

調
整

(外
面

)
調

整
(底

部
)

調
整

(内
面

)
備

考
図

版
真 版

写 図

住
居
H

床
面
・
カ

マ
ド

周
辺
・
貯

蔵
穴

土
師
器

甕
a口

縁
～
胴
部

b月
同
音
【

a(
22
.1
)

a(
17
7)

b(
14
0)

75
YR
6/
6

橙
タ
タ
キ
→
ロ
ク
ロ

タ
タ
キ
→

ロ
ク
ロ

住
居

11
貯

蔵
穴

2
土

師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(1
3.
6)

7.
5Y
R6
/3

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

41

住
居

11
カ
マ

ド
煙
道
部

土
師
器

甕
口
縁
～
胴
郡

(2
4.
3)

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ

住
居

11
カ
マ

ド
煙
道
部

土
師

器
甕

口
縁

～
胴
部

20
.6

(2
07
)

7.
5Y
R3
/4

暗
褐

ロ
ク
ロ
→

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ロ
ク
ロ

住
居

11
一

括
土
師

器
甕

口
縁

～
胴
部

(1
3.
D

(4
4)

7.
5Y
R6
/3

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

41

住
居
H

上
部

須
恵
器

瓶
胴

部
(7
7)

10
YR
4/
1

褐
灰

ロ
ク

ロ
→
ヘ

フ

ケ
ズ

リ
ヘ
ラ
ナ
デ

41

住
居
H

一
括

須
恵
器

瓶
口

縁
(1
00
)

98
)

10
YR
2/
1

里 ヽ
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ

住
居

12
柱

穴
内

土
師
器

(内
黒

)
不

口
縁

～
底
部

5Y
R6
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
ケ
ズ

リ
?

ミ
ガ

キ
底
部
磨
滅
す

る

住
居

12
貯
蔵
穴

土
師
器

(内
黒

)
イ

口
縁

～
底
部

(1
40
)

10
YR
6/
3

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
→
下
端

回
転
ケ
ズ

リ
回
転
ケ
ズ

リ
ミ
ガ

キ

住
居

12
貯
蔵
穴

土
師
器

(内
黒

)
IT
h

口
縁

～
底
部

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
→
下
端

回
転
ケ
ズ

リ
回
転

ケ
ズ

リ
ミ
ガ

キ
41

住
居

12
柱
穴

内
・

貯
蔵
穴

土
師
器

(内
黒

)
イ

口
縁

～
底
部

5Y
R6
/6

橙
ロ
ク

ロ
→
下
端

回
転
ケ
ズ

リ
回
転

ケ
ズ

リ
ミ
ガ

キ
内
面
磨
滅
す

る

住
居

12
カ
マ

ド
周

辺
土
師
器

(内
黒

)
不

口
縁

～
底

部
(1
3.
4)

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転

ケ
ズ

リ
?

ミ
ガ

キ

(は
っ
き
り
し
な
い

)

内
面

磨
滅

す
る

25
5

住
居

12
貯
蔵
穴
下
部

土
師
器

甕
口
縁

～
胴

部
18
.5

(1
67
)

75
YR
6/
6

橙
ハ
ケ
メ
→
ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→
ヨ
ヨ
ナ
デ

住
居

12
貯
蔵
穴

土
師
器

甕
底

部
(5
0)

(8
.0

5Y
R5
/6

明
赤
褐

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ

住
居

12
貯
蔵
穴

須
恵

器
郷

口
縁

～
胴

部
5Y
R5
/1

灰
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ

住
居

12
カ
マ

ド
煙
道

土
師
器

甕
口
縁

～
底
部

(2
00
)

5Y
R5
/6

明
赤

褐

ヘ
ラ
ナ
デ

(ハ
ケ
メ

に
近
い
)→

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ・

ヨ
]ナ

デ
ナ
デ

?
ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヨ
コ
ナ
デ

住
居

12
カ
マ

ド
煙

道
土

師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(1
60
)

(2
80
)

5Y
R4
/2

灰
褐

一
部
ハ
ケ
メ
・
ヘ
ラ

ナ
デ

(ハ
ケ
メ
に
近

い
)
→
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ

メ

住
居

12
カ
マ
ド
煙
道
下
部

土
師
器

(内
黒

)
甕

口
縁

～
底
部

(1
75
)

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク
ロ
→

ミ
ガ
キ

41

住
居

12
カ
マ

ド
周

辺
須

恵
器

瓶
月同

音
【

(1
6.
0)

25
YR
5/
2

灰
赤

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

41

住
居

12
一

括
須
恵
器

瓶
口
縁

～
胴
部

(3
.9

5Y
R4
/1

褐
灰

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

41

住
居

13
上

部
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底

部
(1
17
)

(4
.9
)

5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
不

明
ミ
ガ

キ
外
面
下
端
か
ら 底
部
に
か
け 磨

滅す
る 。
底
部
再
調
整
あ
りか

?

41

住
居

13
/溝

跡
2

貯
蔵
穴

/下
部

須
恵
器

杯
口
縁

～
胴

部
(1
4.
0)

10
YR
6/
1

褐
灰

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

41

住
居

13
燃
焼

部
床
面

須
恵

器
杯

口
縁

～
底

部
39
～

14
0

5Y
R5
/6

明
赤

褐
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

住
居

13
床

面
土
師

器
甕

胴
～
底
部

7 
5Y
R5
/3

に
ぶ

い
褐

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ

器
面
ハ
ク
ラ
ク
多
い

41

住
居

13
上

部
土
師
器

甕
口
縁

～
胴
部

(1
1.
0)

(5
,4
)

5Y
4/
1

灰
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
胴
部
磨
滅
す
る

41

住
居

13
床

面
土
師
器

甕
口
縁

～
底
部

12
.2

7.
5Y
R6
/3

に
ぶ

い
褐

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク
ロ

41

※
1 

太
字

は
遺
構

図
版

に
出
土

地
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あ
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第
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出

土
遺

物
一

覧
(8
)

載 号

掲 番
見N

l
遺
構

名
地

点
・

層
位

※
1

種
別

器
種

部
位

径 ｍ＞
口 ぐ
ｃ

器
高

(c
m)

離 ω
色

調
色

名
調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調
整

(内
面

)
備

考
図

版
真 版

写 図

住
居

13
/

住
居

11

煙
道

上
部

/

下
部

土
師
器

甕
口
縁

～
胴
部

(2
3.
0)

(3
4.
2)

75
YR
6/
6

橙
ロ
ク
ロ
→

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ロ

ク
ロ

住
居

カ
マ

ド
土

師
器

杯
口
縁

～
底
部

(1
3.
6)

10
YR
8/
4

浅
黄
橙

ロ
ク

ロ
不

明
ロ
ク

ロ
43

住
居

3
カ
マ

ド
付
近

土
師
器

杯
口
縁

～
底
部

4,
2～

45
75
YR
8/
1

灰
白

ロ
ク

ロ
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ロ
ク

ロ
44

住
居

3
カ
マ

ド
土

師
器

甕
胴

～
底

部
10
YR
7/
3

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
44

住
居

3
上

部
土
師
器

邦
口
縁

～
底

部
(1
42
)

5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
44

住
居

13
下

部
土

師
器

甕
胴

～
底
部

(5
,0

10
YR
7/
1

灰
白

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(方
向
不

明
)

ロ
ク

ロ
44

住
居

13
下

部
土

師
器

甕
胴

～
底
部

(6
.働

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ケ
ズ

リ
?

ロ
ク

ロ
底

部
磨

滅
す

る
6

住
居

13
一

括
土
師
器

(内
黒

)
高
台
付
邪

口
縁

～
底

部
(1
6.
2)

75
YR
7/
8

黄
橙

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ミ
ガ
キ

6
44

住
居

13
一

括
須

恵
器

瓶
口

縁
N3
/

暗
灰

ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ
6

住
居

13
一

括
須

恵
器

瓶
胴

部
N3
/

暗
灰

ロ
ク
ロ・

ヘ
ラ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
6

住
居

14
貯
蔵
穴

土
師
器

(内
黒

)
イ

口
縁

～
底
部

14
7～

13
1

75
YR
7/
4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ
キ

6

住
居

14
貯
蔵
穴

土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底
部

14
0

7.
5Y
R7
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ
6

44

20
7

住
居

14
貯
蔵
穴

土
師
器

(内
黒

)
rT
h

口
縁

～
底
部

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ナ
デ
状

ミ
ガ
キ

6

住
居

14
床

面
土
師
器

(内
黒

)
不

口
縁

～
底
部

7.
0～

7.
2

75
YR
4/
3

褐
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ

ケ
ズ

リ
ヘ
ラ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
使
用
か

?

住
居

14
床

面
土
師
器

(内
黒

)
郷

胴
～

底
部

(6
.0
)

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク
ロ
・
下
端
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
か

?
回
転

ケ
ズ

リ
ミ
ガ

キ

20
6

住
居

14
埋
土

中
土
師
器

(内
黒

)
郭

口
縁

～
底
部

4,
9～

50
57
～

5,
8

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ

住
居

14
埋
土

中
土
師

器
甕

口
縁

～
底

部
(1
1,
7)

5Y
R7
/6

橙

ヘ
ラ
ナ
デ

(ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
に
近
い

)→
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
→
ヨ
ヨ
ナ
デ

ナ
デ

?
ヘ

ラ
ナ
デ
→

ハ
ケ

メ
44

住
居

14
埋

土
中

土
師

器
甕

月同
吉
|

7、
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
→
ヨ
ヨ
ナ
デ

球
胴

状
44

20
0

住
居

14
床

面
土
師

器
甕

口
縁

～
底

部
33
9

9.
4

5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
→
ロ
ク
ロ

住
居

14
燃
焼
部

土
師
器

甕
口
縁

～
胴
部

(1
9,
0)

5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

20
2

住
居
14

一
括

土
師

器
甕

口
縁

～
胴
部

(1
18
)

5Y
R5
/6

明
赤

褐
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ

住
居

14
貯
蔵

穴
土
師
器

(内
黒

)
甕

胴
～

底
部

(1
3.
9)

2.
5Y
R6
/6

橙
ロ

ク
ロ
→

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

ケ
ズ

リ
?(
ヘ

ラ
ナ
デ

に
近
い

)

ミ
ガ

キ
亥
J書

「
メ
」

(4
箇

所
?)

2
5

住
居

15
下

部
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底
部

10
YR
7/
6

明
黄
褐

ロ
ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ

2
6

住
居

15
一

括
土
師
器

(内
黒

)
lT
X

口
縁

～
底
部

(1
41
)

5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ
キ

2
7

住
居

15
一

括
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底
部

(1
3.
2)

75
YR
6/
3

に
ぶ

い
褐

ロ
ク
ロ

回
転
糸
切

(方
向
不
明

)
ミ
ガ

キ

2
8

住
居

15
一

括
土
師

器
甕

口
縁

～
胴
部

(1
28
)

7.
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ ※

1 
大
字

は
遺
構

図
版

に
出
土

地
点

あ
り



第
4表

 
出
土

遺
物

一
覧

(9
)

脳 器
に 以

遺
構

名
位

層
‐

占
．

ハ
※

地
種

別
器

種
部

位
口
径

(c
m)

綿 くｃｍ
＞

底
径

(c
m)

色
調

色
名

調
整

(外
面

)
調

整
(底

部
)

調
整

(内
面

)
備

考
図

版
真 版

写 図

住
居

15
PP
l

須
恵

器
瓶

口
縁

N4
/

灰
ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ

住
居

16
カ
マ

ド
周
辺

土
師
器

(内
黒

)
杯

胴
～
底
部

(4
5)

5Y
R6
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(方
向
不

明
)

ミ
ガ
キ

住
居

16
カ
マ

ド
周
辺

土
師

器
郷

口
縁

～
胴
部

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

45

住
居

16
カ

マ
ド
周

辺
土
師

器
甕

口
縁

～
胴
部

(1
3.
3)

10
YR
8/
4

浅
責
橙

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク

ロ
45

24
4

住
居

16
カ
マ

ド
周
辺

土
師
器

甕
口
縁

～
胴
部

(1
78
～

18
0)

(6
.6
)

5Y
R5
/3

に
ぶ
い
赤
褐

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

歪
み
あ

り

住
居

16
支

脚
土

師
器

甕
胴

～
底

部
(7
0～

7.
1)

5心
rR
6/
3

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
45

住
居
16
/1
C1
9p

一
括

須
恵

器
鉢

?
口
縁

～
胴

部
G2
0)

(9
4)

5Y
R4
/6

赤
褐

ロ
ク

ロ
ヘ
ラ
ナ
デ
→
ロ
ク
ロ

日
唇
内
側
に
爪
痕

(?
)

あ
り
、 焼

成
赤
味
あ
り

45

住
居

17
床

面
土

師
器

(内
外

黒
)

邦
日
縁

～
底
部

10
YR
2/
1

塁
ロ
ク
ロ
→
ナ
デ
状
ミ

ガ
キ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
糸
切

(方
向
不

明
)→

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→
ナ
デ

状
ミ
ガ
キ

64

住
居

17
床

面
土

師
器

(内
外

黒
)

邦
口
縁

～
底
部

10
YR
3/
1

黒
褐

ロ
ク
ロ
→
ナ
デ
状
ミ

ガ
キ

ナ
デ
状

ミ
ガ
キ

ロ
ク

ロ
→

ナ
デ

状
ミ
ガ

キ
64

住
居
17
/S
K0
2

床
面
・
下
部

土
師

器

(内
外

黒
)

杯
口
縁

～
底
部

(1
44
)

Nl
.5
/

里 小

ロ
ク
ロ
→
ナ
デ
状
ミ

ガ
キ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ
→

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ミ
ガ
キ
→
ナ
デ

状
ミ
ガ

キ
45

住
居

17
下

部
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底
部

(1
2.
8)

5Y
R6
/3

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ
64

45

22
5

住
居

17
一

括
土
師
器

(内
黒

)
郷

口
縁

～
底

部
(1
■

8)
75
YR
5/
3

に
ぶ

い
褐

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(方
向
不
明

)

ミ
ガ

キ

住
居

17
床

面
土
師
器

lT
h

口
縁

～
胴
部

(1
60
～

16
.2
)

7 
5Y
R5
/6

明
褐

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

45

22
1

住
居

17
下

部
土
師

器
lT

h
口
縁

～
胴
部

(1
18
)

10
YR
6/
2

灰
黄

褐
ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

45

住
居

17
床

面
土

師
器

高
台
付
郷

口
縁

～
底
部

14
,8
～

14
9

(4
9)

10
YR
2/
1

黒
ロ

ク
ロ

糸
切

(方
向
不
明

→
回
転
ナ
デ

ロ
ク

ロ
45

住
居

17
床
面

。 P
P2

土
師
器

高
台
付
不

胴
～
底
部

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転
ナ
デ

ロ
ク

ロ
内
面
に
黒
色
の
付
着
物
あ
り、

割
れ
日 断

面
に
も
付
着

64

住
居

7
床

面
土

師
器

高
台
付
郷

胴
部

～
底

部
(4
.5
～

4.
6)

7.
5Y
R8
/2

灰
白

ロ
ク

ロ
回
転
ナ
デ

ロ
ク

ロ

住
居

7
下

部
土

師
器

邦
口
縁

～
底

部
(1
24
)

(5
,0
)

10
YR
7/
2

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
45

住
居

7
一

括
土

師
器

甕
口
縁

～
胴
部

(1
2劾

(5
,8
)

10
YR
4/
2

灰
黄

褐
ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

64

22
7

23
3

住
居

7
一

括
土

師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(1
40
)

5Y
R6
/6

橙
ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ケ
ズ
リ

64

住
居

7
床

面
土

師
器

甕
口
縁

～
胴

郡
(2
3.
4)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
責
橙

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

64

23
5

住
居

7
一

括
須

恵
器

瓶
底

部
(4
,3
)

N6
/

灰
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ナ
デ

?
ロ

ク
ロ

23
0

住
居

8
一

括
土
師
器

杯
(?
)

口
縁

10
YR
6/
3

に
ぶ
い
費
橙

ナ
デ

ナ
デ

住
居

8
床

面
土
師
器

甕
口
縁

～
底
部

(2
1,
7)

26
.6

(1
■

6)
10
YR
5/
4

に
ぶ
い
黄
褐

ヨ
]ナ

デ
→
ハ
ケ
メ

砂
付
着

ヨ
コ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

輪
積

み
顕
著

住
居

18
カ
マ

ド
袖

土
師
器

甕
口
縁
～
底
部

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

ハ
ケ
メ
→
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
・
ヨ
ヨ
ナ
デ

不
明

ハ
ケ
メ
→
ヨ
]ナ

デ
底
部

は
暗

く
46

※
l 

太
字

は
遺
構

図
版

に
出
土

地
点

あ
り
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第
4表

 
出
土

遺
物

一
覧

(1
0)

載 号

掲 番
反
No

遺
構

名
地
点

・
層

位
※

1
種

別
器

種
部

位
径 Ⅲ
＞

口 く
ｃ

綿 ⑪
離 でｃｍ
＞

色
調

色
名

調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調

整
(内

面
)

備
考

図
版

真 版

写 図

住
居

18
床

面
土

師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(2
1.
1)

65
)

75
YR
7/
6

橙
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ
46

堅
穴

状
1

下
部

土
師
器

(内
黒

)
邦

口
縁

～
底
部

13
,9
～

14
0

44
～
45
5

59
～

60
10
YR
7/
3

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ

23
5

竪
穴

状
1

上
部

土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
底

部
(1
49
)

(6
.5
～

6.
6)

5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ミ
ガ

キ

竪
穴

状
1

一
括

土
師
器

(内
黒

)
郷

口
縁

～
胴
部

(1
58
)

2.
5Y
R7
/3

浅
黄

ロ
ク

ロ
ミ
ガ

キ
墨
書
「

?」
46

竪
穴

状
1

一
括

土
師
器

(内
黒

)
杯

底
部

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
回
転
糸
切

(方
向
不

明
)

ミ
ガ

キ
刻
書
「

?」

堅
穴

状
1

底
面

土
師
器

(内
黒

)
郷

胴
～

底
部

(2
,4
)

(6
.1
)

75
YR
6/
3

に
ぶ

い
褐

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切
→
ロ
ク
ロ

ナ
デ
状

ミ
ガ
キ

46

23
9

堅
穴

状
1

一
括

土
師
器

(内
黒

)
郷

口
縁

～
胴

部
75
YR
7/
3

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ミ
ガ

キ
刻

書
「
 

」
46

竪
穴

状
1

下
部

土
師

器
邦

胴
～

底
部

(6
3～

64
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
46

竪
穴

状
1

上
部

土
師
器

杯
胴

～
底

部
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
46

24
2

竪
穴

状
1

一
括

土
師
器

(内
外
黒

)

把
手
付
き

土
器

口
縁

～
底

部
(1
33
)

75
YR
5/
6

明
褐

ミ
ガ

キ
ミ
ガ

キ
ミ
ガ

キ
把
手
部
欠
損
・
内
外

面
黒
色
処
理
か

?
46

堅
穴
状

1
下

部
土

師
器

甕
胴

～
底
部

5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

竪
穴

状
1

上
部

土
師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(2
5.
0)

(3
30
)

10
YR
6/
6

明
黄
褐

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク

ロ

竪
穴

状
1

上
部

土
師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(2
54
～

25
8)

(1
6.
7)

5Y
R6
/6

橙
ロ
ク
ロ

'ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

(ヘ
ラ
ナ
デ
に
近
い

)

ロ
ク
ロ
→

ナ
デ

46

堅
穴

状
1

上
部

土
師

器
甕

口
縁

～
胴
部

(2
44
)

(1
5,
7)

5Y
R6
/6

橙
ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

(ヘ
ラ
ナ
デ
に
近
い

)

ロ
ク
ロ
→
ナ
デ

竪
穴

状
1

上
部

土
師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(2
1.
2)

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ

ロ
ク

ロ
47

堅
穴

状
1

上
部

土
師
器

(内
黒

)
甕

口
縁

～
胴

部
(1
5,
9)

25
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
→

ミ
ガ
キ

47

堅
穴

状
ユ

一
括

土
師

器
甕

底
部

(9
.6
)

5Y
R6
/6

橙
タ
タ
キ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ

!
ケ
ズ

リ
ロ

ク
ロ

47

竪
穴

状
1

下
部
・

上
部

土
師

器
ナ

ベ
口
縁

～
底

部
(3
2.
0

15
,2

12
2

75
YR
6/
6

橙
ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ

ダ
ズ

リ
ロ
ク

ロ
47

竪
穴

状
1

一
括

須
恵

器
瓶

口
縁

(2
.9

N5
/

灰
ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

47

堅
穴
状

1/
住
居

2
下
部
/煙

道
須
恵
器

大
甕

口
縁

～
胴

部
(3
3.
0)

(5
15
)

N3
/

暗
灰

タ
タ
キ

タ
タ
キ

47

堅
穴

状
ユ

上
部

須
恵
器

大
甕

口
縁

～
胴

部
(2
4.
0)

5Y
R4
/6

赤
褐

ロ
ク
ロ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク

ロ
歪
み
大
き
い
、 傾

き
,

器
形
違
う
可
含と
性
あ
り

土
坑

1
底

面
土

師
器

甕
口
縁

7.
5Y
R6
/6

橙
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ

土
坑

1
理
土

中
土

師
器

甕
口
縁

(2
.4
)

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

26
5

土
坑

1
理

土
中

土
師

器
甕

口
縁

(2
4)

75
Y3
/2

オ
リ
ー
ブ
黒

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

土
坑

1
理
土

中
土

師
器

甕
口

縁
75
YR
5/
1

褐
灰

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

土
坑

1
一

括
土
師
器

甕
口
縁

～
胴

部
(1
3.
0)

鱈
.5
)

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
]ナ

デ
→
ハ
ケ
メ

※
1 

太
字

は
遺
構

図
版

に
出
土

地
点

あ
り



― ド ド Φ Ｉ

第
4表

 
出
土

遺
物

一
覧

(1
1)

載 号

掲 番
遺

構
名

地
点

・
層
位

※
1

種
別

器
種

部
位

径 ｍ
＞

口 ＜
ｃ

縞 ｍ
離 ｍ

色
調

色
名

調
整

(外
面

)
調

整
(底

部
)

調
整

(内
面

)
備

考
図

版
真 版

写 図

26
9

土
坑

1
一

括
土

師
器

甕
胴

部
(1
04
)

7.
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
磨
滅
し
て
お
ら
ず

調
整
を
は
っ
き
り
す
る

27
2

土
坑

ユ
一

括
土

師
器

土
器
剥
片

写
真

の
み

土
坑

1
一

括
土
師
器

甕
底

部
(8
.4
)

5Y
R6
/6

橙
ヘ
ラ
ナ
デ

木
棄
痕
→
外

周
ヘ

ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

土
坑

1
一

括
土

師
器

甕
底

部
10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ

土
坑

2
l層

中
土
師
器

(内
黒

)
イ

口
縁

～
底
部

(1
42
)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(方
向
不

明
)

ミ
ガ

キ

土
坑

2
1層

中
土
師
器

(内
黒

)
高
台
付
皿

胴
～
底
部

(6
.4
)

5Y
R6
/6

橙
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

ミ
ガ

キ
黒
色
処
理
と
ん
で
い
る

27
7

土
坑

2
1層

中
土

師
器

甕
底

部
(9
,4
)

10
YR
3/
1

黒
褐

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ハ

ク
ラ

ク

26
6

土
坑

2
1層

中
土

師
器

甕
底

部
(8
.4
)

75
YR
7/
4

に
ぶ

い
橙

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ハ

ク
ラ

ク

土
坑

2
一

括
土

師
器

甕
底

部
5Y
R5
/6

明
赤

褐
ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ク

ラ
ク

ハ
ク

ラ
ク

48

土
坑

3
一

括
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ミ
ガ
キ

土
坑

4
底

面
土
師
器

甕
立 ロ

Ｈ 円
7 
5Y
R5
/6

明
褐

ヘ
ラ
ナ
デ

ハ
ク

ラ
ク

48

土
坑

4
上

部
土

師
器

甕
口

縁
75
YR
7/
4

に
ぶ

い
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

48

土
坑

4
底

面
土

師
器

甕
底

部
木
葉
痕

?
ハ

ク
ラ

ク
写

真
の
み

48

25
7

溝
跡

1
一

括
土
師
器

(内
黒

)
杯

底
部

5Y
R6
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(方
向
不

明
)

ミ
ガ
キ

?(
単

位
は
っ
き
り
し
な
い

)

溝
跡

1
下

部
須

恵
器

邦
口
縁
～
底
部

(1
5.
2)

5,
4

25
Y6
/1

黄
灰

回
ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

溝
跡

1
一

括
土

師
器

甕
口
縁

5Y
R7
/6

橙
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ

溝
跡

2
コ
D1
2d
付

近
土

師
器

邦
胴

～
底
部

93
)

75
YR
7/
4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

溝
跡

2
Ⅱ
D1
2d
付

近
土

師
器

邦
胴

～
底

部
5Y
R7
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ

27
7

溝
跡

2
Ⅱ
D1
2d
付

近
土

師
器

甕
胴

～
底
部

10
YR
7/
6

明
黄

褐
ナ
デ

?
ナ
デ

?
ナ
デ

?
磨
滅
す

る

溝
跡

3
一

括
土
師
器

(内
黒

)
杯

口
縁

～
胴
部

(4
.0
)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
ミ
ガ

キ
48

27
9

Ⅱ
 D
14
b

暗
褐

色
須

恵
器

瓶
底

部
N3
/

暗
灰

タ
タ
キ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

I 
C1
2o

湿
地

底
面

須
恵

器
瓶

底
部

(9
、
9)

N4
/

灰
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ナ
デ

Al
区

一
括

須
恵

器
瓶

月 同
菩
【

10
Y5
/1

灰
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ

Al
区

一
括

須
恵
器

大
甕

士 ロ
回 円

N4
/

灰
タ
タ
キ

タ
タ
キ

34
7

A2
区

暗
褐

色
土

師
器

杯
口
縁
～
胴
部

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
黄
橙

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

A2
区

一
括

土
師

器
杯

口
縁

～
胴
部

(1
■

4)
75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ

※
1 

大
字

は
遺
構

図
版

に
出
土

地
点

あ
り
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第
4表

 
出
土

遺
物

一
覧

(1
2)

載 号

掲 番
遺
構

名
位

層
‐

占
。

（
※

地
種

別
器

種
部

位
径 ｍ
＞

口 で
ｃ

器
高

(c
m)

購 く ｃｍ
＞

色
調

色
名

調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調
整

(内
面

)
備

考
図
版

真 版

写 図

A2
区

暗
褐

色
須

恵
器

邦
底

部
(5
.2
～

5,
3)

7.
5Y
R7
/3

に
ぶ

い
橙

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
48

A2
区

一
括

土
師
器

甕
口
縁

(2
5.
2)

(3
8)

5Y
R6
/6

橙
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ

A2
区

一
括

土
師
器

甕
口
縁

～
胴
部

(1
5,
0)

(1
2,
7)

5Y
R4
/3

に
ぶ
い
赤
褐

ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ

28
8

A2
区

一
括

土
師

器
甕

口
縁

～
胴

部
5Y
8/
1

灰
白

ロ
ク

ロ
ロ
ク

ロ

A2
区

一
括

土
師

器
甕

口
縁

(4
1)

7 
5Y
R5
/6

明
褐

ロ
ク

ロ
ハ

ク
ラ

ク

35
2
A2
区

一
括

須
恵

器
瓶

胴
～

底
部

(8
4)

(1
1,
6)

25
YR
5/
1

赤
灰

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ
ヘ

ラ
ナ
デ

48

35
3

A2
区

一
括

近
世

?
す

り
鉢

底
部

(4
4)

10
YR
4/
1

褐
灰

29
2

B
区

表
土

須
恵

器
IT
h

胴
～
底

部
.4
)

10
YR
5/
2

灰
黄
褐

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
48

B
区

表
土

須
恵
器

不
胴

～
底
部

25
YR
8/
4

赤
褐

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
48

B
区

表
土

土
師
器

高
台
付
杯

胴
～
底
部

5Y
R6
/6

橙
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(右
)

ナ
デ
状

ミ
ガ
キ

48

B
区

一
括

須
恵
器

瓶
口
縁

(2
.2
)

N5
/0

灰
ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

48

29
6

36
7

B2
区

ト
レ
ン
チ

湿
地

内
土
師
器

(内
黒

)
不

胴
～
底
部

(4
.1
)

10
YR
5/
2

灰
黄
褐

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ナ
デ
状

ミ
ガ
キ

墨
書
「
く

?」
48

B2
区

ト
レ
ン
チ

湿
地

内
土
師
器

(内
黒

)
然

口
縁

～
底
部

75
YR
5/
3

に
ぶ

い
褐

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
黒
色
の
付
着
物
あ
り

48

B2
区

一
括

土
師
器

(内
黒

)
郭

胴
～

底
部

5Y
R5
/6

明
赤

褐
ロ

ク
ロ

回
転
糸
切

(方
向
不

明
)

ミ
ガ

キ
48

B2
区

表
土

土
師

器
17
X

胴
～

底
部

7.
5Y
R7
/6

橙
ロ
ク

ロ
回
転

糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
48

B2
区

黒
色

土
須

恵
器

杯
口
縁

～
底

部
(1
42
)

4.
8

25
Y5
/1

黄
灰

ロ
ク

ロ
回
転
糸
切

(右
)

ロ
ク

ロ
48

B2
区

表
土

土
師
器

(内
外
黒

)
高
台
付

lT
N

胴
～
底
部

(2
4)

2.
5Y
R2
/1

赤
黒

ロ
ク

ロ
回
転
ナ
デ

ミ
ガ

キ
48

B2
区

表
土

土
師

器
甕

口
縁

(3
,9
)

75
YR
6/
6

橙
ハ
ケ
メ
→
ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ

メ
?

48

B2
区

一
括

土
師

器
甕

口
縁

～
胴

部
(4
,1
)

2 
5Y
R5
/4

に
ぶ
い
赤
褐

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

48

B2
区

表
土

須
恵
器

瓶
胴

部
(2
0

10
G4
/1

暗
緑
灰

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

48

Ⅱ
 C
19
s

風
倒
木
痕

?
縄
文

。 弥
生

浅
鉢

口
縁
部

10
YR
5/
1

褐
灰

縄
文

LR
・
沈
線
文

,日

縁
下

(
変
形
工
字
文

)

突
起
頂
部
刻
目

沈
線
文

(口
唇

内
面

)

49

Ⅱ
 C
19
s

風
倒

木
痕

?
縄
文

。 弥
生

小
形

鉢
口
縁
部
～
底
部

49
7.
5Y
R3
/2

黒
褐

縄
文
LR

49

II
 D
12
b

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
鉢

口
縁

部
5Y
R6
/8

橙
沈
線
文

(口
唇
・

口
縁

)

沈
線
文

(口
唇

内
面

)

49

Ⅱ
D1
3b
・

13
c

一
括

縄
文
・
弥

生
鉢

口
縁

部
10
YR
3/
2

黒
褐

沈
線
文

(日
唇
・
日
縁

)

突
起
頂
部
刻
目

沈
線
文

(口
唇

内
面

)

49

30
9

32
7

Ⅱ
 D
13
b。

13
c、

II
D1
4b

II
l層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁

部
(4
.5
)

10
YR
4/
2

灰
黄
褐

縄
文
LR
?・

沈
線
文
。

突
起
頂
部
刻
目

沈
線

文

(口
縁

内
面

)

49

※
1 

大
字

は
遺
構

図
版

に
出
土
地

点
あ

り
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第
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出
土

遺
物

一
覧

(1
3)

圏 謡
遺
構

名
位

層 ・
点
． ※

地
種

別
器

種
部

位
径 ｍ
＞

口 ぐ
ｃ

絲 ω
離 ω

色
調

色
名

調
整

(外
面

)
調
整

(底
部

)
調

整
(内

面
)

備
考

図
版

真 版

写 図

Ⅱ
D1
3c
。

14
b

一
括

縄
文

。 弥
生

浅
鉢

胴
部

7.
5Y
R6
/6

橙
縄
文

LR
・
沈
線
文

33
2

Ⅱ
 D
13
c,
14
c

一
括

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁
部

(5
3)

10
YR
4/
2

灰
黄

褐
縄
文

LR
・
沈
線
文

・
突
起

49

E 
D1
3d

Ⅱ
層

縄
文
・
弥

生
深

鉢
口
縁
部
～
胴
部

(1
5,
7)

7 
5Y
R5
/4

に
ぶ

い
褐

縄
文

LR
・

突
起

頂
部
刻

目
・
突
起

6単
位

沈
線
文

(口
縁

内
面

)

49

EI
 D
13
d

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁

部
5Y
R4
/2

灰
褐

縄
文

LR
・

磨
消

縄
文

。 沈
線
文

沈
線
文

(口
縁

内
面

)

49

HD
13
d

Ⅲ
層

縄
文

。 弥
生

鉢
?

口
縁

部
～
胴

部
(1
5.
8)

10
YR
4/
3

に
ぶ
い
黄
橙

沈
線
文
・
口
縁

突
起

(欠
損

)

沈
線
文

(口
縁

内
面

)

49

Ⅱ
D1
3d

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
深

鉢
口
縁
部
～
胴
部

(1
08
)

10
YR
4/
3

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁

突
起

胎
土
砂
粒
多

49

Ⅱ
 D

13
d

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁
部
～
胴
部

(1
8.
2)

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
責
橙

縄
文

LR
・
沈
線
文

沈
線
文

(日
縁
内
面

)
49

E 
D1
3d

Ⅲ
層

縄
文

。 弥
生

深
鉢

胴
部

～
底
部

(1
55
)

5Y
R5
/4

に
ぶ
い
赤
褐

指
頭
ナ
デ
が
並
列

し
た
よ
う
な
条
痕

ア
ジ

ロ
痕

ED
13
d

Ⅲ
層

縄
文

。 弥
生

深
鉢

胴
部

～
底
部

(1
40
)

(7
4～

75
)

7 
5Y
R4
/3

褐
縄
文
LR

上
げ
底

Ⅱ
 D

13
d

Ш
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁

部
(4
.1
)

5Y
R4
/1

褐
灰

縄
文
LR
?・

沈
線
文

沈
線
文

(回
縁
内
面

)

E 
D1
3d

皿
層

縄
文
・
弥

生
台

付
鉢

底
部

～
脚

部
(2
,4
)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

沈
線
文

31
2

Ⅱ
 D

13
d・

13
e

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
台

付
鉢

底
部
～
脚
部

(3
,7
)

(8
.2
)

7.
5Y
R4
/4

褐
縄
文

LR
・

沈
線
文

Ⅱ
 D
13
d・

14
c

Ⅲ
層

縄
文
・
弥
生

浅
鉢

口
縁

音
[

10
YR
6/
4

に
ぶ
い
黄
橙

沈
線

文
沈
線
文

(口
縁
内
面

)

Ⅱ
D1
3e

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
深

鉢
口
縁
部
～
胴
部

(2
1,
9)

(1
7.
9)

5Y
R3
/6

暗
赤

褐
縄
文

LR
・

口
縁

突
起

6単
位

49

Ⅱ
 D
13
e

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁
部
～
胴
部

(4
4)

5Y
R5
/6

明
赤

褐
縄
文

LR
・

沈
線
文

沈
線
文

(日
縁
内
面

)
49

Ⅱ
 D
13
e

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
霊

口
縁

部
(3
.4
)

7.
5Y
R3
/3

暗
褐

沈
線

文

Ⅱ
 D
13
e

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁

部
(4
.3
)

7 
5Y
R3
/3

暗
褐

縄
文

LR
・
沈
線
文

沈
線
文

(日
縁
内
面

)

H 
D1
3e

Ш
層

縄
文
・
弥

生
霊

胴
部

～
底
部

75
YR
6/
4

に
ぶ

い
橙

地
文
無
文
・
胴
部

下
端
に
沈
線

Ⅱ
 D

13
e・

14
b

Ш
層

縄
文
・
弥
生

台
付
鉢

(高
郵

)
底
部

～
脚
部

(1
1.
8)

(1
■

0)
2.
5Y
R5
/6

明
赤
褐

縄
文

LR
。
沈
線
文

Ⅱ
 D

13
e,
14
d

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁
部
～
胴
部

5Y
R3
/1

黒
褐

縄
文

LR
・
沈
線
文

沈
線
文

(日
縁
内
面

)

Ⅱ
 D
14
b

Ш
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁
部

5Y
R4
/6

赤
褐

沈
線
文

沈
線
文

(日
縁
内
面

)

Ⅱ
 D
14
b

Ш
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁
部

5Y
R6
/6

橙
沈

線
文

沈
線
文

(日
縁
内
面

)

Ⅱ
 D
14
b

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
胴

部
5Y
R4
/3

に
ぶ

い
赤
褐

沈
線

文

Ⅱ
 D
14
b

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
不

明
底

部
1)

7.
5Y
R4
/1

褐
灰

網
代

痕

Ⅱ
 D
14
b

Ⅱ
層

縄
文
・
弥
生

壺
?

垂 口
百 円

5あ
「
R5
/8

明
赤
褐

縄
文
LR

Ⅱ
 D

14
b・

14
c

一
括

縄
文

。 弥
生

台
付
鉢
偏
痢

脚
部

(1
■

6)
75
YR
4/
3

褐
沈

線
文

※
1 

太
字

は
遺
構

図
版

に
出
土
地

点
あ

り

貿 　 蒔 Ｅ 舶 離 倍 Ｉ 昨 舶 さ
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出
土

遺
物

一
覧

(1
4)

載 号

掲 番
遺
構

名
位

層
・

点
． ※

地
種

別
器

種
部

位
聡 ω

器
高

(c
m)

降 ω
色

調
色

名
調

整
(外

面
)

調
整

(底
部

)
調
整

(内
面

)
備

考
図
版

真 版

写 図

33
6

Ⅱ
 D
14
c

Ш
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁

部
5Y
R4
/6

赤
褐

沈
線
文

沈
線
文

(回
縁
内
面

)

Ⅱ
 D

14
c,
16
d

―
括

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁
部
～
胴
部

5Y
R4
/6

赤
掲

縄
文
LR
,沈

線
文

沈
線
文

(日
唇
内
面

)

Ⅱ
 D
14
d

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
口
縁

部
は
30
)

75
YR
5/
6

明
褐

沈
線

文

Ⅱ
 D
14
d

一
括

縄
文
・
弥

生
盟

胴
部

OY
R6
/4

に
ぶ
い
黄
橙

磨
滅

が
ひ

ど
い

Ⅱ
 D
14
d

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
浅

鉢
胴

部
(3
.4
)

OY
R6
/6

明
黄

褐
縄

文
LR

Ⅱ
 D
14
d・

15
b

Ⅲ
層

縄
文
・
弥

生
鉢

口
縁
部
～
胴
部

OY
R3
/1

黒
褐

沈
線

文
沈
線
文

(日
縁
内
面

)

Ⅱ
D1
4d
■

5b
一

括
縄
文
・
弥

生
台
付
鉢

脚
部

OY
R4
/2

灰
黄
褐

縄
文

LR
・
沈
線
文

Ⅱ
 D
15
b/

堅
穴
状

1
下
部
/一

括
縄
文

。 弥
生

口
縁

～
胴
部

(2
20

5Y
R6
/6

橙
ナ
デ

?
ナ
デ

?

Ⅱ
D1

5b
/

竪
穴
状

1

上
部

/

暗
褐

色
土

縄
文

。 弥
生

深
鉢

胴
部

(1
65
)

75
YR
5/
4

に
ぶ

い
褐

指
頭
ナ
デ
が
並
列

し
た
よ
う
な
条
痕

H 
D1
5c

Ш
層

縄
文

。 弥
生

不
明

口
縁

部
5Y
R4
/6

赤
褐

地
文
無
文
・

沈
線
文

沈
線
文

(口
縁

内
面

)

Ⅱ
 D
17
a

一
括

縄
文
・
弥

生
士 堕

胴
部

～
底

部
(1
27
)

10
YR
4/
1

褐
灰

縄
文

LR
。

沈
線
文

Ⅱ
 D
17
a

一
括

縄
文
・
弥

生
深

鉢
口
縁

部
10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

縄
文
RL
or

附
加
条
文

Ⅱ
 D
17
b

一
括

縄
文
・
弥

生
深

鉢
胴

部
(3
6)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

縄
文
RL
or

附
加
条
文

Ⅱ
 D
17
b

一
括

縄
文
・
弥

生
深

鉢
胴

部
(4
.3
)

10
YR
7/
4

に
ぶ
い
黄
橙

縄
文
RL
or

附
加
条
文

Ⅱ
 D
21
d付

近
一

括
縄

文
・
弥

生
壺

?
口
縁
部

(3
.2
)

(3
.3
～

3.
4)

25
YR
5/
6

明
赤

褐
沈
線
文

(口
縁
部

)
内
面
の
仕
上
げ
雑

住
居

1
床

面
縄

文
・
弥

生
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竪穴住居跡について

(1)形態からみた竪穴住居跡の分類 (第 76図左)

今回の調査では平安時代前期 (9～ 10世紀)の竪穴住居跡

が計18棟確認された。

右表はこれらの壁長 (計測可能な壁のうち最長のもの)と 、

カマドの位置をまとめたものである。カマドの位置は北壁 5棟、

東壁13棟に大別され、壁長は3.Om前後、4.5m前後、6.5m弱

にまとまりがみられる。

北壁中央にカマドを持つものを抜き出してみると、住居跡 1・

6。 8の 3棟が該当する。壁長にはばらつきがあるが、煙道

の軸方向が座標北に対しやや西偏する点が共通する。ここで

は仮に「A群」とする。

東壁の南寄 りにカマ ドを持つグループを抽出してみると、

住居跡 2・ 3・ 4・ 7。 9。 13・ 14。 15。 16・ 18が該当する。

のもの (住居跡 2・ 3・ 7'13)と 、3.Om前後のもの (住居跡 4

遺構名
壁長

(m)

カマド
の向き

壁面での

位置

住居跡 1 6.4 中央

住居跡 2 48 東 南寄り

住居跡 3 4.5 東 南寄り

住居跡 4 東 中央

住居跡 5 3.8 東寄り

住居跡 6 41 中央

住居跡 7 4.5 東 南寄 り

住居跡 8 中央

住居跡 9 3.4 東 南寄り

住居跡 10 4,7 東寄り

住居跡 11 44 束

住居跡 12 東 中央

住居跡 13 4.7 東 南寄り

住居跡 14 東 南寄り

住居跡 15 3.3 東 南寄 り

住居跡 16 2.4 東 南寄り

住居跡 17 5。4 東

住居跡 18 東 中央

これらはさらに、壁長が4.5m前後

,9。 14・ 15。 16)に分けること

ができる。前者を「Bl群」、後者を「B2群」とする。

住居跡10は 、平面形が長方形を呈する点や壁面の内湾、カマ ド煙道部が検出されない点など、形

態的に他の住居群からは区別されよう。隣接する住居跡との切り合い関係や出土遺物から、住居群の

中では最も新しい時期に帰属すると判断される。

(2)土器からみた竪穴住居跡の年代観 (第 76図右)

遺物の主体である土師器 。須恵器の多くは竪穴住居跡に伴って出土したものであり、該期の器種組

成に一般的な土師器杯・高台付杯・鉢 。甕・須恵器杯・瓶類 ,大甕などからなる。これらは形態から

9世紀～10世紀のものとみられ、とりわけ9世紀後半～10世紀初頭と比定されるものが多い。出土

遺物の年代観はすなわち集落の存続期間を示唆しているといえる。

この一方で、出土した土器の中には、形態的にやや古い (と 思われる)要素をもつものも散見され

る。体部下端～底面にかけて再調整された須恵器の杯 (79。 111・ 118)、 いわゆる北陸型の甕 (100)、

胴部がやや大きくふくらんで球胴状を呈する土師器甕 (18・ 73)等 である。また非ロクロ成形の土

師器甕も一定量存在する。

住居跡ごとに出上した土器を見てみると、主体となる9世紀後半～10世紀初頭の上器に古い要素

をもった土器が混在する住居跡と、古い要素を持った土器が混じらない住居跡に大別できそうである。

より古いと考えられる前者の群は住居跡 1・ 4・ 5。 6。 7・ 8,9、 後者は住居跡 2・ 3,12・ 13・

14・ 15。 16及 び竪穴状遺構 1である。前者をグループα、後者をグループβとする。

このほか、住居跡11か らは内面黒色処理されない器高の低い土師器杯がまとまって出土している

ことから、上の住居群より若干新しい可能性がある。この杯の形態変化は住居跡10出 上の上師器に

より顕著に見られさらに一段階新しいものと考えられる。
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1 竪穴住居跡について

(3)住居跡分布状況の変遷

(1)の形態分類と、(2)の出土遺物による時期分類を併せて、集落内における住居跡の分布の

変遷を考えてみたい。

(1)で A群 とした住居跡 1・ 6・ 8はすべて、古手の上器を伴うグループαに入っている。よっ

て、北壁中央にカマドを持つ住居跡は、遺跡内において相対的に古い一群と考えて良さそうだ。カマ

ドの位置が壁中央になく、主軸方向がA群 とはわずかにずれる住居跡 5も 、出土遺物では同じくグル

ープαに入っており、同群に極めて近い存在と考えらえる。

次にB群である。Bl群は4棟中3棟 (2・ 3・ 13)、 B2群は5棟中3棟 (14・ 15・ 16)が、

グループβに入つた。Bl群とB2群は出土遺物からは時期差が見いだされず、相違点は住居の規模

だけである。したがって両者は、北カマドのA群に後続し、ほぼ同時期に集落を構成した一群と考え

られる。なおB群のうち、グループαに入った住居跡 4・ 7・ 9は、A群の住居が分布する区域 (A

区南半中央～東部)に位置することから、出上した古手の上器には二次的な混入の可能性を考える必

要がある。

以上から、集落内における住居群の分布状況は、概ねA群→B群→ (住居跡11)→住居跡10の よ

うに変遷したものと考えられる。

□ A群…北カマ ド、主軸やや西偏

□ α…古手の土器が混在する住居
磯 Bl群…東カマ ド、壁長45m前後

‰ β…古手の土器が混在しない住居
‐ B2群…東カマ ド、壁長30m前後

(1)形態からみた住居跡の分類 (2)土器からみた住居跡の年代観
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V まとめ

2 特殊形態の土器 について

(1)高台付皿 と住居跡 1

本遺跡では該期の一般的な器種構成に加え、やや特異な形態を有する土器が出土している。そのうち

の一つが、高台付皿である。非ロクロ成形で、タト面にヘラナデまたはヘラケズリ、内面はミガキまたは

ナデ調整、内面には黒色処理が施される。古い住居群 (上のA群)に属する住居跡 1(5,6・ 7)と

住居跡8(■ 6)、 そして土器焼成遺構の可能性が高い土坑 2(264)か ら、計 5点が出上している。

3点がまとまって出土した住居跡 1は古い住居群 (A群)において最大の住居である。住居跡 1の

土器をみてみると、高台付皿とともに出土したのは、非ロクロ成形の内面黒色処理された鉢 (22～ 24)

と非ロクロ成形の大小の甕であり、一般的なロクロ成形の上師器郭・甕の出土は極めて少ない。

住居の大きさと特異な器種構成からは、住居跡 1の もつ特殊な性格が透けて見える。内面に黒色処

理が施された非ロクロ成形の高台付皿や鉢には、供献具としての機能が想定されよう。とすれば、住

居跡 1は 、何らかの儀礼の場とされた、あるいは儀礼に用いたこれらの上器を一括廃棄した場であつ

たと解釈することができるかもしれない。

同じく高台付皿が出土している住居跡 8の床面からは精製された粘土塊が出土し、付近に土坑 2を

はじめとする類土器焼成遺構が分布することをみれば、この時期に集落内で土器の製作が行われてい

た可能性は高い。供献具としての機能を期待されたかもしれない高台付皿等の特殊形態の土器は、一

般使用の上器とはことなり、専ら集落内で製作されたのであろう。

(2)把手付 き土器について

竪穴状遺構 1か ら出土した242(第 66図 )は、非ロクロ成形で体部がほぼ垂直に立ち上がり、口縁

が鍔状に水平に張り出す特異な器形を持つ。内外面ともに入念なミガキと黒色処理が施されている。

体部の外面にはほぼ円形の剥落痕跡が認められることから、本来把手を有していた可能性が高い。

類例としては、花巻市上台 I遺跡 3号竪穴住居跡出土土器 (花巻市教育委員会調査・未報告)、 花

巻市似内遺跡 8号竪穴住居跡出土土器 (岩手県文化振興事業団報告書344集・2000年 )、 一関市花泉

町中村城跡 2号水田跡出土土器 (岩

手県文化振興事業団報告書560集 ・

2010年 )な どがある。いずれも全

体形状を残 していないが、器形や調

整は共通 している。これらの類例か

ら、本遺跡出土資料に残存 しない把

手部は、先端部に向かってやや先細

りする角状のものであったと推測さ

れる。

一般的な器種構成には含まれない

形態であり、本来異なる素材で作 ら

れた何 らかの祭器等を模 したものか

もしれない。さらなる類例の増加を

待ちたい。

第77図 把手付き土器の類例
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附編 自然科学分析

1 花巻市羽黒田遺跡出土炭化材の樹種
高 橋 利 彦 (木工舎「ゆい」)

1試  料

試料は15点 (No.1,2,5～ 17)で、平安時代 (9～ 10世紀)の ものとされる4棟の竪穴住居跡

(住居 1・ 6・ 8,17)か ら検出されたものである (表 1)。

遺跡は族ヶ石川右岸に形成された沖積地の微高地 (標高約100m)上 に立地する。炭化材を検出し

た4棟のほかに14棟の竪穴住居跡、 1棟の竪穴状遺構、土器を焼成したとみられる土坑 4基 と土師器・

須恵器などの遺物が確認されている。

2方  法

調査担当者によって採取され送付されてきた試料を室内で自然乾燥させたのち、任意の 1片 を選び

同定試料とした。試料の横断・放射・接線 3断面を実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡 (加速電圧 15kV)

で観察し同定した。併せて各分類群 1点の電子顕微鏡写真図版を作成した (図版 1・ 2)。 なお、残

つた炭化材は木工舎「ゆい」に保管されている。

3結  果

試料は以下の4分類群に同定された。試料の主な解剖学的特徴や一般的な性質は次のようなもので

ある。なお、学名とその配列は「日本の野生植物 木本 I」 (佐竹ほか 1989)に したがい、県内で

の自然分布については「岩手県植物誌」 (岩手植物の会 1970)を 参照した。また、一般的性質につ

いては「木の事典 第 1・ 4・ 7,16巻」 (平井 1979,1980,1982)も 参考にした。

・アスナロ (ThuiopsiS d01れrata)ヒ ノキ科 No.16

早材部から晩材部への移行は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあるが樹脂道はない。放射組織

は柔細胞のみよりなる。分野壁孔は小型のヒノキ型～スギ型で分野あたり1-6個。放射組織は単列、

1-15細胞高であるが 5細胞高程度の低いものが多い。

アスナロは本州・四国 。九州に自生する日本特産の常緑高木で時に植裁される。北海道 (渡島半島

以南)・ 本州北部には変種ヒノキアスナロ (ヒ バ)(T.dolabrata var.hondai)が ある。材はやや軽軟

で保存性は高い。建築・土木・家具・器具材など各種の用途が知られている。

・ヤナギ属 (Salix sp.)ヤ ナギ科 No.10

散孔材で、管孔は単独および2-3個が複合、横断面では楕円形～やや角張った楕円形。道管は単

穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では網目状となる。放射組織は異性、単列、 1-
15細胞高。柔組織は随伴散在状、ターミナル状。年輪界はやや不明瞭。

ヤナギ属は国内に約 35種が知られ、種間雑種も多く分類の困難な群である。属としては全国に分

布し、時に植裁される落葉低木または高木である。県内にはヤマネコヤナギ (Salix bakko)や キツ
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附編 自然科学分析

ネヤナギ (S.vulpina)な ど10種ほどが自生する。材は一般に軽軟で、割裂性が大 きく耐朽性は低い。

大径木が少ないため小細工物にする程度で、とくに重要な用途は知られていない。

・クリ (Ctttanea crenata)ブ ナ科 No.1,2,7,8,9,11,12,13,14,15,17

環孔材で孔圏部は 1～ 多列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減 しながら火炎状に配列する。大

道管は単独、横断面では楕円形～円形、小道管は単独および2-3個 が斜 (放射)方向に複合、横断

面では角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織 との間では柵

状～網 目状 となる。放射組織は同性、単列、 1-15細 胞高。柔組織は周囲状、短接線状。年輪界は

明瞭。

クリは北海道南西部から九州の山野に自生 し、また植裁される落葉高木である。県内でも各地に普

通である。材はやや重硬で、強度は大 きく、耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材、梧木

などに用いられる。

・モクレン属 (Magnolia sp。 )モ クレン科 No.6

散孔材で横断面では角張った楕円形～多角形、単独および 2-4個 が放射方向に複合する。道管は

単穿孔をもち、壁孔は階段状～対列状に配列、放射組織 との間では網目状～階段状 となる。放射組織

は異性、 1-2細 胞幅、 1-40細胞高。柔組織はターミナル状。年輪界はやや明瞭。

モクレン属は国内に6種あるが、県内にはホオノキ (h/1agnOliaめwaa・ コブシ (M prttco碇 前Y迫)・

タムシバ (M.salicifolia)が自生する。ホオノキの材は軽軟で、割裂性が大 きく、加工はきわめて容

易で欠点が少ないことから、器具・建築・家具・建具材などのほか、指物・木地・下駄歯・刃物鞘な

ど特殊な用途も知られている。コブシの材はホオノキに似るがやや硬 く、ホオノキに準 じた使われ方

をする。

No.5は維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱

をもつ草本である。ススキなどイネ科の可能性 もあるた

め、北方フアイ トリス研究所の佐瀬 隆氏に植物珪酸体に

よる同定を依頼 し、以下のようなコメントをいただいた。

佐瀬氏コメント :表皮と思われる破片を乾式灰化 し

検鏡 したが、珪酸体を含む組織は

確認できなかった

したがって、その種類までは特定できなかった。

以上の同定結果を検出遺構などとともに一覧表で示す

(表 1)。

表 1 羽黒田遺跡出上炭化材の樹種

試料番号 検出遺構・番号  分類群

1   住居 l C3   クリ

2   住居 l C5   クリ

5   住居 6C6   草本

6   住居 8 Cl   モクレン属

7   住居 8C2   クリ

8   住居 8C3   クリ

9     俗射吾8C4    クリ

10   住居 8C5   ヤナギ属

11   住居 8C8   クリ

12    住居 8C10   クリ

13    住居 8C14   クリ

14    住居 17C3   クリ

15    住居 17C7   クリ

16   住居 17C8  アスナロ

17   住居 17C17 クリ
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1 花巻市羽黒田遺跡出土炭化材の樹種

4考 察

住居 6を 除く3棟の竪穴住居跡から検出された14点の炭化材からは上記の4分類群が確認されたが、

クリが11点 を占めている。クリの耐朽性の高さは国産材の中では随一といえ、掘立柱や杭、上の上

に直置きする用途などには最適の樹種といえる。試料の用途が明らかにされているわけではない力S、

柱など主要な構造材として用いたのかもしれない。

筆者の知る範囲では本遺跡の近隣地に類例はないようである。北上川を隔ててはいるが、南西方向

約13kmに位置する北上市藤沢遺跡では奈良～平安時代 (8～ 10世紀)と される12基の住居跡から検

出された57点の炭化材が検討され*1、 そのうちのS1449試料*27点からはクリ3点が、S1570試料*3

5点の中にはモクレン属 1点が認められている (高橋 2001)。 一方、南方約23kmに位置する江刺市

(現奥州市)久田遺跡では平安時代 (10世紀初頭)と されるB3住居跡検出材 6点の中にヤナギ属

2点が認められている*4(高橋 2003)。

<注 >
*1:ク ヌギ節が最多 の25点 を占め,コ ナラ節 (11)・ トネ リコ属 (6)・ ケヤキ (4)。 ク リ (3)・ ハ ンノ

キ属類似種 (2)。 キハ ダ (2)。 モ クレン属・ カエ デ属類似種 ・エ ゴノキ属類似種 の計 10分類群 と非

木材の タケ亜科 も認 め られている。

*2:残 る 4点はコナ ラ節 (2)。 トネ リコ属 とタケ亜科 に同定 されている。

*3:4点 はクヌギ節 (2)・ ハ ンノキ属類似種 ・ トネ リコ属 に同定 されている .

*4:他 の 4点はニ レ属 (3)と トネ リコ属 に同定 されている。

引用文献

平井信二 1979 「木の事典 第1巻J かなえ書房

平井信二 1980 「木の事典 第4巻・第7巻」 かなえ書房

平井信二 1982 「木の事典 第16巻」 かなえ書房

岩手植物の会 1970 「岩手県植物誌」

佐竹義輔 。原 寛・亘理俊次・富成忠夫 (編)1989 「日本の野生植物 木本 IJ 平凡社

高橋利彦 2001 藤沢遺跡出土炭化材の樹種  「北上市埋蔵文化財年報 (1999年 度)」 21-31 北上市立埋蔵文化財センター

高橋利彦 2003 江刺市久田遺跡出土炭化材の樹種  「岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第406集 久田遣跡発掘

調査報告書 土地改良総合基盤整備事業伊手西部地区関連遺跡発掘調査」191-196 岩手県水沢地方振

興局水沢農村整備事務所・(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター.
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図版 1
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1 花巻市羽黒田遺跡出土炭化材の樹種

図版 1 1:ア スナロ No.16 2:ヤナギ属

図版 2 4:モ クレン属 No.6

a:横断面 x40 b:放射断面 x100

No.10 3:ク リ No.15

c:接線断面 x100

図版 2
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2 羽黒田遺跡出土布片の自然科学的調査結果

岩手県立博物館 赤 沼 英 男

は じ め に

羽黒田遺跡は岩手県花巻市に所在する。東北横断自動車道釜石秋田線の道路建設に伴う緊急発掘調査

によって平安時代に比定される住居跡群が検出され、そこから布片が出上 した 1)。 以下に出土した布片

の自然科学的調査結果を報告する。

2 調査資料 お よび調査方法

調査資料は平安時代に比定される竪穴状遺構 1か ら出上した布片である。出土時、表面は土砂で覆

われていたため、蒸留水に浸し、超音波洗浄機を使って土砂の除去を繰り返し実施した。表面に付着

する土砂が除去され、灰褐色を呈する資料が露出した段階で、布片の一部を採取した。採取した試料

を3分し、そのうちの一つは繊維側面の観察ができるよう、両面テープで試料台に固定した。もう一

方は繊維断面の観察が可能となるようエポキン樹脂に埋め込み、ニメリー紙およびダイヤモンドペー

ストを使って研磨した。このようにして得られた2試料をカーボン蒸着し、エレクトロン・プローブ・

マイクロアナライザー (EPMA)で分析した。採取した残りの試料はメノー乳鉢で粉砕し、KBr錠

剤にした後、赤外分光分析に供した。

調 査 結 果

図 l alは 布表面のEPMAに よる反射電子組成像 (BEI)である。たて糸とよこ糸が 1本ずつ交互

に編みこまれた平織 りの布で、糸の太さは概ね450～ 500μ mである。al領域 (Reg。 1)内部を拡大

したものが a2、 a2領域 (Reg.1)内 部を拡大 したものが a3である。繊維はまっす ぐ伸びていて、表

面には亀裂や剥離がみられる。blに示す繊維断面は楕円形を呈 し、長軸は概ね40～ 50μ m、 短軸は20

～40μ mで 、上記観察結果 とほぼ整合する。図l clは繊維の赤外分光分析結果である。3700-3

400Cm lに ブロー ドなO一H伸縮振動、2928.4Cm~1お よび2856.lCm lに メチルまたはメチレン

基によるC一H伸縮振動、1442.5Cm lに はCH2変角振動、1060Cm lに はC― O伸縮振動 と推定され

るピークが観察される。これらのピークはセルロースのピークとほぼ合致する (長野 1979)2)。 繊

維の外観形状および赤外分光分析結果から、布は麻を素材としていた可能性が高い。

江

1)財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター・中村絵美氏からのご教授による。

2)図 l cIに は16296Cm lに もブロードなピークがみられる。吸着水の影響と考えられるが、1442.5Cm lよ りもピーク

強度が強く、別の物質混在の可能性もある。この点については類例の蓄積を重ね、検討する必要がある。

引用文献

長野正満 1979 「古代織物を構成する繊維の鑑別法とその応用」古文化財之科学、24、 pp 31-43

-133-



2 羽黒田遺跡出土布片の自然科学的調査結果

Cl
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図 1 羽黒田遺跡出土布片の調査結果

al i布表面のEPM△ による反射電子組成像 (BEI)。

a2:alの 領域 (Reg.1)内 部の反射電子組成像。a3:a2枠 内部の拡大。

bl i繊維の断面の反射電子組成像。

Cl:繊維の赤外分光分析結果。
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調査区全景 (上が西)

写真図版 1 空中写真
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B2区 (南西から)
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写真図版 2 調査開始時の状況
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Al区湿地トレンチ (南から) Al区湿地トレンチ (南西から)

Al区湿地基本層序 (西から)))                 Al区 湿地基本層序 (西から)

写真図版 3 各区の基本層序 (1)
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A2区トレンチ (南から)

Bl区トレンチ (南から) B耳 区基本層序 (西から)

B2区トレンチ (北西から) B2区トレンチ (南から)

B2区湿地遺物出土状況 (南から) B2区基本層序 (南から)
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写真図版 4 各区の基本層序 (2)
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カマド断面 (南西から)

写真図版 6 住居跡 1(2)
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写真図版 8 住居跡 3
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写真図版司0 住居跡 5

カマド断面 (南西から)
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写真図版12 住居跡 7
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写真図版14 住居跡 8(2)
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写真図版16 住居跡10
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写真図版18 住居跡司2
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写真図版20 住居跡 14
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写真図版21 住居跡15
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写真図版22 住居跡16
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写真図版24 住居跡17(2)
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写真図版25 住居跡18
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写真図版26 竪穴状遺構 1
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写真図版27 土坑 (1)
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写真図版28 土坑
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写真図版32 出土遺物 (2)



写真図版33 出土遺物 (3)
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写真図版34 出土遺物 (4)
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写真図版36 出土遺物 (6)



写真図版37 出土遺物 (7)

-173-



-174-

写真図版38 出土遺物 (8)
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写真図版40 出土遺物 (10)
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写真図版42 出土遺物 (12)
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写真図版50 出土遺物 (20)
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写真図版51 出土遺物 (21)
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ふ りが な

所 在 地

コ ー ド EIヒ  糸革 経
　
〃

東
　
。

調 査 期 間 調査面積 調 査 原 因
市町村 遺跡番号

羽黒 田遺跡 一辮”姫く］

聰岩
じ市
［俵

-11まか

03205 WE38-0210 39度
22分
39秒

141度
13分

19秒

2008,07.14

2008.12.05

8,062� 東北横 断自

動車道釜石

秋田線 (遠野
～東和間)新

直轄事業に

伴う緊急発掘

調査

所収遺跡名 種 男J 主 な 時 代 主 な 遺 構 主  な 遺  物 特 記 事 頂

羽黒 田遺跡 集 落 跡 平安時代

(9～ 10世紀)

竪穴住居跡18棟

竪穴状遺構 1基

土坑 6基

(う ち4基は土器

焼成関連か)

溝跡 3条

土師器 (ネ・甕)

須恵器

木製品

鉄製品

布

把手付 き等、特殊器

形の上器出土。
土器焼成関連とみら

れ る土坑 を複数検
出。
竪穴状遺構から布片
出土。

要 約

9～ 10世紀の集落跡である。大半が焼失住居。把手付 き土器等、特殊器形の上器が

出土。居住域の一角から土器焼成関連 とみられる土坑を複数検出。また竪穴状遺構

から麻布片が出土 した。
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